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　ことの起こりは二ヶ月前。

「水みな瀬せさんもパスポート持ってるよね？　みんなと一いつ緒しよに応おう募ぼしようよ！」

　──南の島の超ちよ豪うご華うかバカンスに五名様を無料ご招待！　この機会にあなたもセレブ生活を体験してみませんか？

　などと、たいそう調子のいいことが書かれたチラシを、同じ大型書店でバイトしている女性、高たか階しなに見せられたことだ。

　みんなというのは、たぶんこの大型書店でのバイト仲間であり、現在同じ部屋で休きゆう憩けい中だった水瀬和かず志しと高階を含ふくめた女性四名、計五名のことだろう。

　小こ柄がらで細身、童顔を引き立てるやたらと大きな二重の目に、ふんわり茶色の癖くせ毛げ。

　不本意ながら、いまだに未成年に見られることすらある優やさしげな容姿を持ちながらも、中身はしっかり男らしく、どちらかと言うと普ふ段だんは冷静な突つっ込み系でもある和志は思ったままを口にした。

「五名グループで招待されるんじゃないんだろ？　みんなと一緒に出したって意味無いんじゃない？」

　和志の冷静な言葉に、高階は露ろ骨こつにむっとする。

「みんなと一緒に南の島の豪ごう華かバカンスの夢を見るだけでも楽しいからいいの！」

「あ、そう。じゃ、俺は遠えん慮りよしとく」

　どうやら、この懸けん賞しよう旅行のチラシは某ぼう旅行会社の二十周年記念キャンペーンの一いつ環かんらしい。

　いったいどれだけの人が応募するのかはわからないが、ひとりでも応募者が減れば彼女達が選ばれる確率がほんの少しだけ増えるはず。

　その分も、思う存分みんなで夢を見てくれと告げたら、またしても高階はむっとした。

「水瀬さんとも一緒に夢を見たいんだけど？」

「……俺も計算の中に入ってるんだ」

　一部の女性達が、仲良しグループで一緒に行動することを好むことは知っている。

　それに巻き込まれた場合、素す直なおにありがたがって光栄だと思わないと、後々の関係に支障が出る可能性があることも経験上知っている。

（こうなると、気に入られるのも善し悪あしだな）

　そのほうがなにかと物事がスムーズに進むから、基本的に和志は女性に対しては親切に接するようにしている。

　男性としては小柄でも女性より力は強いので、大量の新刊の搬はん入にゆうなどは率そつ先せんして行うし、冷静な性格のお蔭かげでトラブルにも強いほうで、クレーマーが現れればやはり率先して対応している。そのせいか、女性達からは、見た目のわりに頼たよりになるとご好評をいただいていた。

（見た目のわりに……ってとこは余計だけど）

　ついでに言うと、女性達のグループの中にあっさり組み込まれてしまうことからもわかるように、男性としてはまったく意識されていないことも少々不満だ。

　が、その程度のことで不ふ機き嫌げんな顔をするほど心は狭せまくないし、女性達とは常に良好な関係を築いていたいので、とりあえず言われるままに彼女達と一緒に応募することにした。

　そしてそれから一ヶ月後、なんと驚おどろいたことに、その懸賞旅行に和志ひとりが当選してしまったのだ。

「俺よりみんなのほうが楽しみにしてたみたいだから、これ譲ゆずる」

　そのほうがよかろうと思ってそう申し出てみたら、今度は集団でむっとされた。

「あたし達に喧けん嘩かしろって言うの？」

「は？」

「一名しか行けないんだから、誰だれが行くかで揉もめちゃうでしょ」

「そうなるのか？」

「なるの。こういうのは、最初に当たった人が行くのが一番いいに決まってるの」

　バイト仲間の平和のためにあなたが行ってと言われては、頷うなずく以外に道はない。

　しかも彼女たちは、旅行でバイトを休む間のシフトの調整にも快く協力してくれた。

　そして和志は、お土産みやげよろしくね～と、半ば強ごう引いんに送り出されることになったのだ。

（女性四人分のお土産って……）

　友達相手だったら、ウケ狙ねらいでふざけたデザインの小さな置物でも買っていけばそれで済むが、お年とし頃ごろの女性達相手では間ま違ちがいなくそういうわけにはいかない。

　旅行に行っている間ずっとバイトを休み、お土産代も捻ねん出しゆつするとなると……。

（あれ？　もしかして俺、損してる？）

　元々がつき合いで応募しただけで、旅行に行きたいだなんて思っちゃいなかった。

　今年大学を卒業した就職浪ろう人にんのフリーターで、実家からの援えん助じよも断っているし貯金もろくにない状態なので贅ぜい沢たくは敵なのだ。

（フルタイムでも、バイトじゃボーナスもないしな）

　実を言えば、バイト先である大型書店から、正社員にならないかと打だ診しんされている。

　それも最初から中ちゆう堅けん社員並の給料に、有給もフルでくれるという好条件でだ。

　だがしかし、世の中、そうそううまい話が転がっているはずがない。

　うまい話には、当然、そのうまさに見合った裏があるものなのだ。

　その裏の部分が気に入らない和志は、正社員の話を断りつつ、せっせとハローワークに通っては正社員の口を探し続けている。

　のんびり南の島で遊んでいる暇ひまなんてないのだ。

　かと言って、はしゃいで見送ってくれている彼女達の手前、やっぱり辞やめたとも言えず、初冬の日本から常夏の国へと向かうべく、バイト先から直接夜の空港へと向かったのだった。







「水瀬和志さまですね？　お待ちしておりました！」

　招待状を手に指定された場所に行くと、鈴すず木きと名乗る旅行会社の女性社員が、なにやら胡う散さん臭くさいぐらいの明るい笑え顔がおをその顔に貼はりつけて迎むかえてくれた。

　促うながされるまま空港内に入り、国際線の最終便の発着を待つ人々を横目に、すいすいとＶＩＰ待たい遇ぐうで手続きを済ませて空港の奥へと進んでいく。

　そして案内されたのは、明らかにプライベート機とおぼしき小型のジェット機だった。

「これで行くんですか？」

　びっくりして聞くと、「もちろんです！」と、鈴木がわざとらしい笑顔のままで頷いた。

「俺以外の人は？」

「本日のご出発は、水瀬さまおひとりでございます」

「俺ひとり？　俺ひとりのために、このジェットを飛ばすって？」

「はい！　もちろんです！　この旅行の間中、水瀬さまにはセレブ生活を楽しんでいただく趣しゆ向こうですので。──さあ、どうぞこちらへ」

　案内されたジェット内は、高級ホテルもかくやという豪華なものだった。

　シートは革張りで、ゆったりしたラウンジやバスルームつきの寝しん室しつまで完備されている。

「九時間のフライトになります。機体が安定した後は、こちらでおやすみになられるのもよし、ラウンジで映画などを見ながらお食事やお酒を楽しまれるもよし、どうぞごゆっくりお過ごしください。──なにかご要望がおありでしたら、ご遠慮なく私どもにお申し付けください」

　鈴木とふたりの客室乗務員とが並んで、和志ひとりに微笑ほほえみかける。

　まるで、お大臣さまにでもなったような気分だ。

「シートベルト着用のサインも消えましたし、お食事かお飲み物をご用意しましょうか？」

「夕食は食ってきたから……。とりあえず一番高いシャンパンをもらおっかな」

　空港を飛び立った機内で、客室乗務員の申し出に遠慮なく応じてから、ラウンジのソファにゆったりと座る。

「ドンペリニヨンのレゼルブ・ド・ラベイ、水瀬さまの生まれ年のものをご用意させていただいております」

　庶しよ民みんの感覚からすれば、やっぱり高級シャンパンといえばドンペリかなと当たりをつけていたら、予想どおりだ。

　しかも、「こちらもご一いつ緒しよにどうぞ」と一口サイズのケーキやショコラの盛り合わせと、新しん鮮せんな生野菜と魚ぎよ介かい類るいを使った前菜系の料理が、頼たのんでもいないのにあれこれ運ばれてくる。

（俺の好物ばっかり……）

　この旅行に行くことが決まったとき、それなりにアンケートを取られたが、ここまで具体的な食事の好みは書かなかったはずだ。

　ということは、この企画の担当者の食の好みとマッチしたってことなんだろうか。

（悪くないな）

　豪華なセレブ生活には興味がなかったが、美味うまい酒と美味い料理には興味がある。

　緊きん縮しゆく財政でかなりかつかつの生活をしているだけに、この一週間、自分じゃ手が届かない高い酒をがっつり飲んで、美味いものもがっつり食って、お土産代で損する分をここで取り戻もどさせてもらおう。

　ただで贅沢できるこの機会を楽しもうと決めた和志は、遠慮なくシャンパンのお代わりを繰くり返しつつ、ケーキの程良い甘さににんまりと口元を緩ゆるめた。




　上等な酒で楽しく酔よっぱらい、機内とは思えないほどの豪ごう華かなベッドでぐっすり眠ねむった。

（向こうは初夏なんだっけか……）

　機内で贅沢にシャワーまで浴びてから、タンクトップとＴシャツの重ね着にハーフパンツと、旅先の季節に合わせた服装に着き替がえた。

　足元は、裸足はだしにスリッポン代わりの踵かかとを潰つぶしたスニーカーだ。

「おはようございます。朝食をご用意いたしました」

　ベッドルームから出るとすぐ、客室乗務員が朝食を運んでくる。

　ほかほかのチーズオムレツと温野菜が乗ったグリルドチキン、トーストした甘いデニッシュと生野菜のサラダにフルーツ、そして大きめのカップにはたっぷりのアメリカンコーヒー。

（コーヒーまで俺の好みに合わせてあるんだ）

　昨夜から好きなものしか出てこない。

　たいしたサービス精神だと感心しつつ、出されたものは元を取るべく当然ぺろりと平らげた。

　それからしばらくして、ジェット機は無事に空港へと到とう着ちやくした。

「では、こちらにどうぞ」

　ジェット機を降りるとすぐ、鈴木に急せかされるまま移動用のカートに乗せられ、向かった先は建物ではなく空港内にあるヘリポート。

「……ヘリ？」

「はい！　船で行くより早くて楽ですから」

（楽って……）

　ニューカレドニアのリゾートに向かうと聞いていたから、万ばん人にんが行きやすい交通ルートが整備されているものだと思っていた。

　なにか妙みようだぞと思いながら、和志は鈴木にせき立てられてヘリコプターに乗る。

　ジェット機とは違ちがい、ふわりと宙に浮ういたヘリコプターはぐんぐんと高度を上げながら進んで行く。途と中ちゆうで観光案内のひとつでもしてくれるのかなと期待したのだが、ヘリコプターはすぐに海上に出てしまって、紹しよう介かいすべき建物があっという間に遠ざかる。

　あ～あと、和志は未練がましく後方に視線を向けていたが、諦あきらめて正面を見た途と端たん、視界に入った光景に思わず目を見張った。

「うっわ、青い！」

　青、蒼あお、碧あお。

　見み渡わたす限り広がる空と海の鮮あざやかな色は、今まで見てきた日本のそれとはまったく異なっていた。

　爽そう快かい感かんすら覚えるその鮮やかさに、思わずヘリコプターのドアを開けて、その青い世界の中に身を投じてみたい衝しよう動どうにすら駆かられる。

（いや、そんなことしたら死ぬから）

　危険な衝動を感じた自分に冷静に突つっ込みを入れつつも、リゾート地での生活がなんだか楽しみになってきた。

　あの青い海に仰あお向むけでぷかぷか浮かび、青い空を見上げたら、どんなに気持ちいいだろうかと……。

　少なくとも、下手へたな観光地のオプショナルツアーで、ガイドの説明を延々と聞いているよりはずっといい。

（ってか、俺、別に旅行したかったわけじゃないんだけど……）

　再び自分に突っ込みを入れながらも、窓から見える青い世界にやはり心は浮き立つ。

　一時間ほどのフライトの後、「そろそろ目的地が見えて来ましたよ」と鈴木に言われて、前方を見た和志は、思わず我が目を疑った。

「……目的地って……」

　眼下に広がるのは、やけに小さい島だ。

　遠目でも豪華だとわかる屋や敷しきが一いつ軒けん建っているが、その他ほかに人が住んでいそうな建物はない。

　その建物との比率から大きさを想像するに、たぶん大人の足で二、三時間あれば一周できそうなサイズの小さな島だった。

「確かに南の島だけど……」

　だが、豪華バカンスを楽しめるような観光地には到とう底てい思えない。

「電気や水道はどうなってんだ？」

　思わずパイロット席の隣となりに座る鈴木に聞くと、彼女は振ふり向いたその顔にわざとらしい笑顔を貼はり付けていた。

「それは問題ありません！　浄じよう水すい設備も自家発電も完備されておりますし、食料もたっぷり用意されていますから」

「食料もたっぷりって……。なんか言い回しがおかしくないか？　俺は普ふ通つうのリゾートホテルに泊とまるつもりだったんだぞ。あの島、どう見てもリゾートっぽくないよな？」

　豪華な屋敷に白い砂すな浜はまは見事だが、ヘリコプターから見る限りでは人の姿がまったく見当たらない。

　あれが本当にリゾート地だったら、こんなに天気がいいんだから海で遊んだり、甲こう羅ら干ぼししている人がちらほら見えてもおかしくないはずなのに……。

「水瀬さまの貸し切りになっているんですよ。セレブは常に衆目に晒さらされてお疲つかれですから、こうして人目を気にせずのんびりできる地をお好みになるんです」

「セレブは、だろ？　俺はそもそも一いつ般ぱん人だぞ」

　絶海の孤こ島とうにひとりでいたって楽しくなんかない。

　リゾート地ではしゃぐカップルを、あ～あ、やってらんねぇやと横目で眺ながめていたほうが楽しいぐらいだ。

「あんな島に一週間もひとりでほうって置かれたら気が狂くるうっての」

「お世話係もおりますのでひとりではございませんよ。こちらの島に滞たい在ざいするのは五日です。帰路にお土産みやげ用のショッピングも楽しんでいただく予定になっております。──あっ、着陸態勢に入ります！　水瀬さま、シートベルトをもう一度しっかり確かく認にんしてくださいね」

　そう言うと、鈴木はくるっと前を向いた。

　その後も和志は何度か彼女に声をかけたが、あーあー聞こえなーい！　と言わんばかりの態度で完全シカトだ。

「鈴木さん、もしかしてこの旅行、なんか裏があるんじゃないだろうな？」

　そう、うまい話には裏があるものなのだ。

　和志のその冷静な問いにも、鈴木は無反応だった。

　やがてヘリコプターが砂浜に面したヘリポートに降りると、鈴木は勢いよくドアを開けて外に出た。

「さあ、水瀬さま！　青い海に白い砂浜、この素す晴ばらしい自然すべてが水瀬さまおひとりのものですよ！」

　にっこりとわざとらしい笑え顔がおを貼りつけたまま、和志をヘリコプターから強ごう引いんに引きずり降ろす。

「うわっ、すっげー爆ばく音おん」

　中に乗っているときとは段だん違ちがいのヘリコプターのエンジン音と爆ばく風ふうに辟へき易えきして、和志は思わずヘリポートを離はなれて砂浜へと向かった。

　その間、鈴木はせっせと和志のスーツケースを降ろすと、そのまままたヘリコプターにささっと素す早ばやく乗り込んでしまう。

「水瀬さま、では、私はこれでっ！　どうぞ楽しいご旅行を!!」

「えっ!!」

　ちょっと待てっ!!　と止める間もなくドアが閉しまった。

　同時にヘリコプターがふわりと浮いて、ぐんぐんと高度を上げて行く。

「ちょ、こら……。待て───っ!!」

　無む駄だだとわかっていたが、思わず砂浜を走ってヘリコプターを追いかけてしまう。

　だが、もはやどうにもならなかった。

（どうせ手が届いたって、引っ張り戻もどせやしないって）

　うっかり追いかけてしまった自分に条件反射的に冷静に突っ込みしつつ、立ち止まって呆ぼう然ぜんとヘリコプターを見送ることしかできない。

（とりあえず、荷物をあの屋敷に運ぶしかないか……）

　ここで無駄にじたばたしたってしょうがない。

　お世話係とやらに会って、ここでの生活のあれこれをちゃんと聞くしかないだろう。

　ヘリコプターの音が完全に遠ざかった後で、なんとか気を取り直し、もう一度溜ため息をついてからくるっと振り返る。

　と、屋敷のほうからこっちに向かって、ホテルマン風の衣装の男が歩いてくるのが見えた。

　その男をひとめ見た瞬しゆん間かん、和志はこのうまい話の裏が読めてしまった。

「水瀬和志さま、お待ちしておりました」

　高身長で和風の顔立ちの美形が、和志を見て嬉うれしそうにおっとりと微笑ほほえむ。

「……竹たけ田だ明あき仁ひと!!　これ全部、てめえの仕し業わざだなっ!!」

　この男なら、こういう大がかりな悪戯いたずらを仕し掛かけるだけの財力も人脈も持ち合わせている。

　ビシッと明仁を指差した和志は、天敵襲しゆう来らいとばかりに、普ふ段だんの冷静さをかなぐり捨てて警けい戒かい心しんをむき出しにした。　>>>♥







　竹田明仁は、現在二十六歳になる国内ではけっこう名の知れた画家だ。

　この男、父親は高名な書道家で母親がやはり高名な日本画家と、ハイソな芸術一家で育った上に、ほんの子供の頃ころからその画才を認められ純じゆん粋すい培ばい養ようで育てられたとかで、少々浮うき世よ離ばなれした部分がある。

　非常識にも、まだ大学生だった和志相手に公開告白というやつをやらかしてくれたのだ。

『水瀬和志くん、僕は君を愛しています。どうか僕と末永くおつき合いしていただけないでしょうか？』

　人通りの多い大学構内で大きな花束を差し出され、さすがの和志も頭が真っ白になった。

（なんだ、こいつ？）

　ぽかんとしている間に、ぎゅっとハグされた。

　のみならず、条件反射的にぞわっと鳥とり肌はだが立った頰ほおにちゅっとキスまでされたのだ。

　その段階でやっと正気に戻った和志は、思いっきりヤクザキックで明仁を蹴けり倒たおした。

　もちろん、告白の返事は、はっきりきっぱりお断りだ。

　常識を知らない奴やつとは友達どころか、知人にだってなりたくない。

　それ以来、明仁とはずっと冷戦が続いている。

　そう、なんと三年もの間、明仁は和志ひとりをしつこく追いかけ回しているのだ。

（なんでこいつ諦あきらめねぇんだ？）

　その間、一度たりとて優やさしい言葉をかけてやったことなどない。

　希望を持たせるような言動だって一いつ切さいしていない。

　それなのに明仁は諦めようとせず、和志が通う大学構内に出しゆつ没ぼつしては話しかけてこようとしたり、大学の恩師を巻き込んで和志を食事に誘さそってこようとしたり、和志のバイト先の書店でイベントを開いたりと、あの手この手で和志の周囲をうろちょろし続けている。

　高身長のイケメンで才能豊かな有名人とくれば、当然ながら女性達のウケはいい。

　和志の周囲の女性達は、最初のうちこそ明仁の公開告白にドン引きしていたようだが、明仁のスペックとその一いち途ずさに徐じよ々じよにほだされてしまったようで、気がつくと明仁側についていた。

　大学時代の和志は、女友達一同から、一度ぐらい明仁さまとデートしてあげなよ～の波状攻こう撃げきに、そりゃもう辟易させられていたのだ。

　大学を卒業して、それらの攻撃から解放されたと思ってほっとしていたのだが、どうやら甘かったようだ。

（バイト仲間まで、こいつの味方になってたとは……）

　たぶん、懸けん賞しよう旅行自体が和志を引っかけるための噓うそだったのだろう。

　和志に会うためだけに客を装った明仁が何度も何度も来店しているせいもあって、バイト先の書店内では、明仁が和志に求愛しているのはすでに周知の事実。

　大学時代の女友達同様、バイト仲間の女性達も明仁にほだされてしまったに違ちがいない。

（上役からの圧力を躱かわすだけでも、もういっぱいいっぱいだったのに）

　画家が本業の明仁は、趣しゆ味みで日本文学の評論や一般人への簡単な啓けい蒙もう本なども執しつ筆ぴつしている。

　イケメン画家として有名なだけに、本を出せば内容はどうあれ、とりあえずそれなりの部数は確実にはけるようで、出版社や書店からはサイン会やら握あく手しゆ会やらを開きましょうという打だ診しんがひっきりなしにあるらしい。

　だが迷めい惑わくなことに、明仁は和志のバイト先の店てん舗ぽでしかそれらのイベントを開こうとしない。

　それだけではなく、自身が描かいた絵を展示用に貸し出してくれたり、書店のポスターのデザインを引き受けたりなどして、あれこれと話題提供もしてくれる。

　特別扱あつかいされている書店側としては、もう明仁に感謝しまくり状態で、明仁のそんな行動すべてが和志の気を引くためのものだと知ってからは、その恩返しとばかりに好条件で正社員にならないかと和志に持ちかけてくるようになった。

　そんな話に応じたら最後、間ま違ちがいなく明仁の担当にされるのは確実。

　それでは、接待だなんだで、明仁に迫せまられる機会をこっちから作ってやるようなものだ。

　そんなのは絶対にごめんなので、和志は書店側からのうまい話を断り続けている。

（なんでこう俺に執しゆう着ちやくするんだか……）

　この馬ば鹿かげた懸賞旅行をでっち上げるために、明仁がどれだけの金を遣ったのかと思うと、ゾッとする。

　旅行会社を巻き込み、自家用ジェットとヘリコプターまでチャーターするその熱意に心底呆あきれこそすれ、俺のためにそんなにまでするなんて……とほだされることは決してない。

　はっきりきっぱり、迷惑なだけだ。

　そもそも和志は、可愛かわいい系の顔立ちのせいか子供の頃から色々と嫌いやな目に遭あっていて、ショタとゲイが大の苦手なのだ。

　可愛いねと話しかけられて勝手に写真を撮とられたり、偶ぐう然ぜんを装ってあちこち触さわられたりは日常茶さ飯はん事じで、車に引っ張り込まれそうになったり、途と中ちゆうで無事に逃にげ出しはしたけれど本当に誘ゆう拐かいされたことすらある。

　和志が無駄に冷静な突つっ込み性格を構築したのだって、狼狽うろたえたり泣いたりしてるだけでは、本当にヤバイことになると子供の頃に学習したせいだった。

　だから明仁に対してだって、一切隙すきは見せていないし、甘い顔だって見せたことはない。

　顔を合わせる度たびに、会話すら交かわさず、無理、諦めろとだけ言い続けてきたのだが……。

（もしかして、ムキになってるのか？）

　高スペックなイケメンだけに、ふられたことなどなかったのかもしれない。

　そのせいでプライドが傷つき、なにがなんでも頷うなずかせてやるとムキになった可能性はある。

　だからといって、明仁のプライドを満足させてやるために頷いてやる気はない。

　なにがなんでもお断り。

　たとえ無人島にふたりきりになっても絶対に無理だ。

（……って、そういや、この前、同じ台詞せりふをあいつに言ったような気がするな）

　まさか、そのせいで、そういうシチュエーションを自分で作り出そうとしたのだろうか？

　だとしたら、正しよう真しん正しよう銘めいのアホだ。

　無む駄だ遣づかいにもほどがある。

　緊きん縮しゆく財政中のフリーターは、軽けい蔑べつも露あらわに目の前に立つ男を睨にらんだ。







「とりあえず、ひとつ確かく認にんする」

　内心の怒いかりと呆れをぐっと抑おさえ、和志は人差し指を立てて冷静な声で明仁に聞いた。

　この南国でいかにもなホテルマン風の衣装は暑くないか？　とか、いったいこの悪戯にいくら遣ったんだ？　とか、突っ込みたいことは色々あれど、とりあえず聞きたいことはひとつだ。

「明仁、このふざけた悪戯は、全部おまえの仕業なんだな？」

　最初の頃は、年上だからと気を遣って殊しゆ勝しように竹田さんと呼んでいたが、出会って半年も過ぎる頃には、気を遣う必要ないかと名前を呼び捨てにするようになっていた。

「悪戯だなんて……。忙いそがしい君に、ちょっとした旅行をプレゼントしたかっただけだよ」

　和志に睨みつけられた明仁は、おっとりと微笑んで頷いた。

（このお坊ぼつちゃまがっ!!）

　──そのプレゼントとやらのお蔭かげで、こっちはバイトの稼かせぎがパアになった上に、女性陣じんにお土産みやげまで買わされる羽目になってるんだぞ！　しかも、おまえとふたりきりの旅行だなんて、プレゼントどころか、最悪の罰ばつゲームみたいなもんだ！

　と言ったところで、明仁の脳内まで届きゃしないのは今までの経験上わかっている。

　だから、ぐっと言葉を飲み込み、「わかった」とただ頷いた。

「そういうことなら、今すぐ帰る」

「え、帰るって……？」

　和志は戸と惑まどう明仁にぐるっと背を向け、遠浅の海へ、ざぶざぶと突っ込んで行った。

「ヘリが飛んでったほうに泳いで行けば、いずれ陸地に着くだろ」

「いや、無理！　和志くん、それ無理だから！　外洋に出ると大型のサメがいるかもしれないし、遠すぎて絶対に無理！」

　慌あわててざぶざぶと追いかけてきた明仁にがしっと羽は交がい締じめにされて、力ちから尽ずくで止められる。

（くそっ、振ふりほどけねぇ）

　こういうとき、自分の身体の小ささが本当に悔くやしい。

「サメか……。それは嫌だな」

　和志は狼狽えていることを気づかれないよう、あえて冷静な態度で、至近距きよ離りから顔を覗のぞき込んでくる明仁を睨んだ。

「だったら、ボートを出せ」

「は？」

「ボートだよ。この際だ。エンジンつきとか贅ぜい沢たくは言わねぇ。手漕こぎボートでいいから出せ」

「ごめん、残念ながらないんだ」

　日本にならクルーザーがあるんだけど、と天然のお坊ちゃまは間の抜ぬけたことを言う。

「あ、そう。──それなら、斧おのだ」

「斧っ!?」

「電動ノコギリでもいいぞ」

　そのほうが手っ取り早いと和志が冷静に言うと、明仁はすうっと青ざめて、和志からパッと両手を放した。

「ちょっ、ちょっと待って……。犯罪は駄だ目めだよ。落ち着いて話せばわかるから」

「あほう。俺は冷静だ。誰だれがおまえのためなんかに犯罪者になるかよ。そこら辺にある椰や子しの木を切り倒たおしてイカダをつくるんだ」

「……それも無理だと思うよ？　作ってる間に五日間過ぎちゃうし」

「それもそうか……。じゃあ、ドライバーを出せ」

「ドライバーって、ゴルフクラブの？」

「誰がゴルフをするって言った！　そっちじゃなく、工具のほうだ」

「それでなにをするの？」

「あの屋や敷しきのドアを取り外して、それに乗って外洋に出る」

「いや、それも絶対に無理！　ひっくり返って遭そう難なんするから！」

「じゃあ、どうしろって言うんだよ。こんなトコで、おまえみたいな危ない奴やつとふたりっきりでなんかいられるか！」

　さっき羽交い締めにされたときに実感したが、明仁に本気を出されたら、体格差がありすぎて確実に危険なのだ。

　ふたりきりでなんかいられるもんじゃない。

　警けい戒かい心しんも露わに睨みつけると、明仁は降参したかのように両手を掲かかげた。

「ここにいる間、神に誓ちかって君が望まないことはなにもしないよ。僕は君のお世話係に徹てつするから」

「……おまえ、クリスチャンだったっけ？」

「あ、ごめん。うち仏教徒だった。じゃあ、お釈しや迦か様に……誓うのはなんか違ちがうか……」

　う～んと真しん剣けんに悩なやんだ後、明仁はパッと顔を上げる。

「そうだ！　君への愛に誓うよ！　それなら確かだろう？」

　名案とばかりに顔を輝かがやかせているが、和志からすれば頷ける話じゃない。

「あのなぁ……。俺にとっては、おまえのその俺への愛って迷めい惑わくでしかないんだけど？　そんなんに誓われてもウザイだけだ」

　っていうか、これで信用したら最後だって気がする。

「……そうか」

　明仁はしょんぼりとうなだれ、しばらくしてまた顔を上げた。

「じゃあ、この右みぎ腕うでに誓うっていうのはどう？」

　画家の利きき腕だけに、確かにそれは信しん憑ぴよう性せいがありそうに思えるが……。

「おまえ、元々左利きだろうが」

「あれ？　知っててくれたんだ」

　明仁からぱあっと嬉うれしそうな気配が漂ただよってくるのを、和志はしっしと手で追い払はらった。

「知りたくなくても、周りが勝手に知らせてくるんだよ」

　一いち途ずな明仁さまの想おもいに応えてあげてよと、大学時代の女友達連中から、知りたくもない明仁さま情報を念仏のように耳に吹ふき込まれ続けてきたのだ。

　食の好みに服のブランド、所有している車の種類のみならず、三人兄弟で、兄は画が廊ろう経営者で姉は書道家、ふたりともおっとりした明仁とは正反対で実にアグレッシブなタイプだとか、生家は旧家の資産家で、明仁はすでに一生困らないだけの資産を祖父母から生前分ぶん与よで受け取っているのだとかいう細かなことまで知っている。

　ついでに言うと、明仁は美大卒業だが国文学にも興味があって、大学時代に和志が師事していた大学の教授、田た口ぐちに個人的に師事していて、月に何度か研究室に通ってくるから、たぶんその際に和志を見み初そめたのだろうなどという推論まで聞かされていた。

　和志自身、妙みように明仁のことに詳くわしくなってしまった自分が非常に不ふ愉ゆ快かいだ。

「それなら、この目は？」

　明仁は自分の右目を指差した。

「は？」

「噓うそついたら、この目玉をくり抜くよ」

「うわっ、グロ」

　思わずその様を想像した和志は、気色悪さに思いっきり引く。

「信用できない？　なんだったら誓いの証しよう拠こに一個取り出してもいいけど……」

「ちょっ、やめっ！　俺、スプラッタ駄目なんだよ！」

　和志は、自分の目に指で触ふれようとする明仁の手首を慌てて摑つかんで止めた。

「でも、これぐらいしないと、和志くんは僕を信用してくれないだろう？」

「ああ、もう、わかった！　信用する。信用するから、スプラッタだけは勘かん弁べんしてくれ」

「そう？　よかった」

　誓いを破ったら本当にこの目をくり抜くからねと言いながら、明仁はざぶざぶと砂すな浜はまに戻もどって行く。

「さてっと。最初からもう一回やりなおしだ。──水瀬和志さま、お待ちしておりました。あなたのためだけのリゾートへようこそ。短い期間ですが、どうぞ羽根を伸のばしてごゆっくりお楽しみください」

　明仁は、ピシッと姿勢を正し、胸に手を当てて優ゆう雅がに一礼する。

（見た目だけは最高級品なんだけどな）

　スラリとした長身に、ホテルマン風のストイックな衣装が似合う和風の涼すずしげな顔立ち。

　その切れ長の目から繰くり出される目線には、たまにノーマルな和志でさえゾッとするような色気が含ふくまれることすらある。

　たとえ海水で足元がずぶ濡ぬれであっても、その美び貌ぼうを損そこなうには力不足。

　だがいかんせん、こいつは男だ。

「誓いは守れよ。もし破ったら、その目玉一個くり抜いてもらうぞ。──ただし、俺の見てないところでな！」

「君との誓いは必ず守るよ」

　和志が念を押すと、明仁はおっとり微笑ほほえんだ。




（……っていうか、逆もありか）

　大学の女友達連中が、明仁の情報を和志の耳に無む理り矢や理り吹き込んでくれたように、明仁に和志の情報をあれやこれや吹き込んでいた可能性もある。

　となると、さっき目玉をくり抜くと言いだしたのも、スプラッタ嫌ぎらいの和志が慌てて止めるのを見み越こした上での発言だったのかもしれない。

（嵌はめられたのかも……）

　スーツケースを手に、白い砂浜を屋敷に向け先に立って歩いて行く明仁の背中を見ながら、和志は悔しさに小さく舌打ちした。

　油断ならねぇと警戒心も露あらわに明仁の背中を睨にらんでいると、その視線に反応したように明仁がくるっと振り向く。

「綺き麗れいな屋敷だろう？　この島は叔父おじの所有物で、映画の撮さつ影えいに使われたこともあるんだ」

「あ、そう」

　気のない返事をしつつ見上げた屋敷は、確かに豪ごう奢しやなものだった。

　白い砂浜に似合う白はく亜あの豪ごう邸ていで、精せい緻ちな彫ちよう刻こくを施ほどこされた屋根飾かざりや蔓つる草くさをイメージしたバルコニーの手すりが見事だ。

（……でも、ちょっとレトロだ）

　現代ものの映画より、一昔前を描えがいたムーディーな恋れん愛あい映画とかにはうってつけの場所かもしれないが……。

　ちょっと興味を惹ひかれたが、どんな映画を撮影したのか、答えを求めて明仁に聞いてみたりはしない。

　無む駄だに会話をして、気心が知れたと思われて懐なつかれるのはごめんだ。

　向こうが恋愛を望む限り、これ以上の接せつ触しよくをする気は和志にはない。

「どうぞ」

　玄げん関かんの大きなドアを開けた明仁に促うながされて、先に屋敷内へ入る。

　しっかりした造りのお蔭かげか、中は外より少しひんやりしていて気持ちよかった。

　見事な大理石が敷しき詰つめられた床ゆかの上を、和志は砂まみれの濡れたスニーカーで遠えん慮りよなくずかずかと歩いて行く。

「俺の部屋はどっち？　一階？　二階？」

「どちらでも。二階の中央の広いベランダがある部屋と、一階の右みぎ端はしの砂浜にそのまま出られるウッドデッキがある部屋と、どっちがいい？」

「一階のほうがなにかと楽そうだな」

「それならこっちだよ」

　案内されたのは、観音開きの扉とびらがついた、広い南国風の部屋だった。

　家具はすべて白と木目調で統一され、部屋のあちこちに南国風のエキセントリックな置物や、観葉植物が置いてある。

　高い天てん井じようにはリゾート感たっぷりのシーリングファンが回っていて、部屋の一画には天井から吊つるされた透すける布に覆おおわれた豪ごう華かなキングサイズのベッドがあり、ガラスやビーズで飾りつけた間接照明のランプが部屋のあちこちに配置されている。

「こっちはアジアンテイストで、二階はヨーロピアンスタイル。ここで大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ。この窓、いいな」

　外からの風で揺ゆれているレースのカーテンを思いっきり両側に開くと、テーブルセットが置いてあるウッドデッキの向こうに白い砂浜が見えた。

「ひゃー、開放的！」

　和志はウッドデッキに出て思いっきり伸びをした。

　日差し除けのオーニングが半分ほど引き出されていて、ちょうどいい具合にウッドデッキを日ひ陰かげにしてくれている。

　空気がカラッとしているからか、気温のわりに日陰にさえいればさして暑さは感じない。

「よかった。こっちのほうが和志くんの気に入るだろうって僕も思ってたんだ」

　明仁がにこにこと歩み寄ってきて、テーブルの上に置いてあった花が添そえられたワインクーラーからシャンパンを取り出した。

「とりあえず、一いつ杯ぱい飲んでゆっくりする？」

　たぶん、ウエルカムドリンクのつもりなのだろう。

　和志は「飲む」と素す直なおに頷うなずいたものの、「これ、変じゃねぇか？」とテーブル上のシャンパングラスにビシッと突つっ込みを入れた。

「なにが？」

「グラスがふたつある。俺は客で、おまえはお世話係なんだよな？　お世話係が客と一いつ緒しよに乾かん杯ぱいするだなんて聞いたことねぇぞ？」

「……駄だ目め？」

「駄目に決まってる」

「そうか。……駄目か」

　明仁が、みるみるうちにしょんぼりしていく。

　普ふ通つうだったら、いい歳した男が人前で堂々としょんぼりするなんてかなりみっともないはずなのに、おっとりとした明仁がやると、なんだか妙みようにはまって不思議と可愛かわいく見えてしまうから厄やつ介かいなのだ。

（気色わる）

　女性達が軒のき並なみ胸をきゅんとさせてノックアウトされるそんな表情も、和志には効かない。

　この程度でほだされるほど甘くない。

　和志がシカトしていると、明仁は勝手に復活してシャンパンの封ふうを開けて、片方のシャンパングラスにだけ注いだ。

「ロゼか」

「飛行機の中で飲んだのとは違ちがうのを用意したんだ。──お昼ご飯はどうしようか？　しっかりしたものか、シャンパンを飲みながら軽くつまめるようなものか」

「軽いほうがいいな。朝からしっかり食べた上に、移動ばかりでほとんど身体からだを動かしていないから腹もすいてないし」

「わかった」

　明仁は余ったシャンパングラスを手に部屋から消えた。

　どうやら用意してあったようで五分ほどして戻ったときには、押してきたワゴンの上に一口サイズのサンドイッチが乗った皿と軽いオードブル、そしてフルーツの盛り合わせがあった。

「どうぞ」

　明仁がおっとりと極ごく上じようの笑えみを浮うかべながらテーブルに並べた料理を見て、ウッドデッキの椅い子すに座ってシャンパンを飲んでいた和志は、密ひそかに溜ため息をついた。

（やっぱり間ま違ちがいない。集団でスパイしてやがったんだ）

　ついこの間、職場の女性達と、サンドイッチの具材の好みについて話したばかりだ。

　マスタードをたっぷり利きかせたキュウリを挟はさんだものと、プレザーブスタイルの苺いちごのジャムを挟んだものがあれば、それで充じゆう分ぶん。卵やハムやサーモンなどを挟んだものはあんまり好きじゃないと……。

　目の前にあるサンドイッチは、まさに和志好みそのものだ。

（帰ったら、みんなを軽く〆シメとかないと……）

　相手が女性であっても、個人情報の流出はＮＧだ。

　などと考えながらパクッとサンドイッチを口に入れると、苺のジャムの絶ぜつ妙みような甘さに不ふ機き嫌げんな気分が少し解消された。

　もう一個食べようと手を伸のばしかけて、ふと気づく。

「おまえ、いつまでそこにいるつもりだ？」

　和志が食べる様子をにこにこと楽しげに眺ながめていた明仁に、和志は冷たく言った。

「えっと……。ここにいたら駄目？」

「普通、リゾートホテルの客室係は、用もないのに客室に留まったりしないよな？」

「……そうだね」

　再びしょんぼりした明仁は、肩かたを落として部屋を出て行きかけて、ふと立ち止まる。

「そうだ。スーツケースの荷物をクローゼットに入れておこうか？」

　そのほうがなにかと楽だろうと言われた和志は、それもそうだなと頷きかけて、ふと気づく。

（下着も入ってるんだった）

　自分に対して下心を持っている人間に見られたり触さわられるのは、少々まずいような気がする。同じ理由で洗せん濯たくも頼たのめない。

　手洗いで下着を洗うだなんていつぶりだろう？

　なんとも情けない気分だ。

「自分でやるからいい」

　和志は、しっしと明仁を手で追っ払ぱらった。

「用があったら内線で呼んで。それじゃあ、夕食のときに呼びに来るから……」

　明仁は、未練がましく何度も振ふり返りながら部屋を出て行った。

　ひとりになって、なんとなくほっとした和志は椅子に座ったまま軽く伸びをする。

（初日だし、今日はのんびりするか……）

　時差は二時間と少ないものの、気温差はかなり大きい。

　昼間からのんびり酒を飲んで昼ひる寝ねして、常夏の国の気温にゆっくり身体を馴な染じませよう。

　和志は、ウッドデッキから見える青い空と白い砂すな浜はまとに目を細めた。







　部屋に入って来られないよう、飲み食いした皿やグラスは部屋の外に出しておいた。

　スーツケースの中身をクローゼットに移した後で、海に入ったせいでベタベタする身体にシャワーを浴びて、そのままふかふかのベッドに横たわる。

「あ～、最高」

　窓から吹ふき込んでくるカラリと乾かわいた風が気持ちいい。

　昼日中から酒を飲んで気分よく酔よっぱらった和志は、そのまま昼寝としゃれこんだ。




　次に目が覚めたら、部屋の様子がそれまでと一変していた。

　白かったはずの壁かべが、一面、オレンジ色に染まっている。

（……えっと……）

　寝ねぼけてぼんやりしながら、あたりをぐるっと見み渡わたして、原因を見つけた。

「そっか。もう夕方か」

　ちょうど夕ゆう陽ひが差し込む方角に高窓があって、そこから部屋の壁に夕陽が真横から差し込んできているのだ。

　元々が白を基調にした部屋だっただけに、自然の照明が抜ばつ群ぐんの効果を発揮している。

「綺き麗れいなもんだな」

　透すける布越ごしに見えるオレンジ色の部屋にしばし見とれてから、夕食前に散歩でもしてくるかと和志はゆっくり起き上がった。

　用意されていたビーチサンダルを履はいて、ウッドデッキから直接白い砂浜に出る。

　太陽はぎりぎり海の上にあり、白かった砂浜まで夕陽に赤く染まっていた。

「すげーな。リアル絵はがきだ」

　椰や子しの木越しに見える夕陽に、和志は驚おどろきの声を上げた。

　こんなに綺麗な夕陽を独ひとり占じめだなんて、たぶんこれっきりの体験だろうと、立ち止まってぼんやりと海に沈しずんでいく太陽を眺めた。

（まあ、一度で充分だけどな）

　夕陽が沈むにつれて周囲が薄うす暗ぐらくなっていき、綺麗な光景だけに妙なもの悲しさを感じてしまうから……。

　これが本当のリゾート地ならば、同じように夕陽を眺める観光客がいるから寂さびしさなど感じないだろう。

　日中は涼すずしくて気持ちよかった風が、少し肌はだ寒ざむく感じられるのもよくないのかもしれない。

　ぶるっと身み震ぶるいしながらそろそろ屋や敷しきに戻もどろうかと思っていると、砂浜を歩く足音が背後から近づいてくるのがわかった。

「和志くん、夕食の準備が調ととのったよ」

　振り向くと、夕陽の残ざん滓しに染まった明仁が微笑ほほえんでいた。

「ああ。……夕食なに？」

　少し人ひと恋こいしい気分になっていたせいか、ついつい自分から明仁に話しかけてしまう。

「今日はシーフードメインのバイキングだよ」

「バイキングって、客が俺しかいないのに？」

「でも、そういうの好きなんだろう？」

「まあ、そうなんだけど……」

　これもたぶんバイト仲間達が明仁に与あたえた情報なのだろう。

　和志がバイキング形式の店を好むのは事実だが、緊きん縮しゆく財政の中、彼女達とのつき合いで外食する際に、どうせならしっかり元を取れるところをと思ってリクエストしているだけで、決してバイキング形式そのものが好きなわけじゃない。

　とはいえ、そこまで教えてやる必要もないので黙だまっていた。

　明仁に先導されるまま屋敷に入り、案内されたのは、和志の部屋のちょうど反対側に当たる場所にあるサンルーム風のフロアだった。

　天てん井じようまである窓まど硝子ガラスが開放的だったが、夜風を避さけるためにか、今はその半ばほどが閉じられている。フロアの足元には小さな間接照明が点在し、天井からは天然の貝かい殻がらで飾かざられた丸いランプが複数下がり、部屋を温かな黄色に染め上げていた。

　そして部屋の中央にある長いテーブルの上には、明仁が言っていたようにシーフードメインの数々の料理が並べてあった。

「へえ、本格的だな」

　エビや貝類を使った温かな料理は保温容器に、南国風のフルーツはクラッシュアイスの上に乗せた大きな葉の上に乗せてある。並べられた料理の間には南国風の花も綺麗に飾られていて、和志ひとりのために準備したにしては少々手間をかけすぎな感じがする。

　和志はテーブルに近づき、蓋ふたがしてある保温容器に手を伸ばした。

　蓋を開けるとホタテのソテーが湯気を上げていて、香こう草そうとバターの香こうばしい匂においがした。

「美味うまそ」

　ひょいっと指でつまんで口に放り込むと、口の中いっぱいにホタテの甘さが広がる。

「ん～、絶妙な火加減。──なあ、この島に俺たちふたりしかいないっての、噓うそだろ？」

「噓じゃないよ」

「だったら、これ、誰だれが料理したんだよ」

　昼食のサンドイッチ程度ならば、明仁ひとりでも作れるだろうが、さすがにここまで本格的な料理の数々を用意した上に、見た目も完かん璧ぺきに盛りつけするのは無理だろう。冷れい凍とう食しよく品ひんという手もあるにはあるが、ホタテのこの絶ぜつ妙みようの半生具合は間ま違ちがいなく料理したての味だ。

　そう思って聞いてみたのだが、明仁は「もちろん、僕だよ」と得意そうに微笑んだ。

「この計画を思いついてから、知り合いのシェフに頼んで二ヶ月ほど特訓してもらったんだ。元々、料理は好きだったし、君に食べてもらうためだと思ったらとても楽しい経験になったよ」

「これ全部ひとりで作ったってのか？　盛りつけも含ふくめて？」

「その通り。料理のサーブの仕方も習ってきたんだ。なにを食べるか言ってくれたら、お皿に綺麗に盛りつけてあげる」

　どれにする？　とにこやかに聞かれたが、自分でやるからいい、と和志は素そっ気なく答えた。

（……二ヶ月も……）

　なんでそこまでできるのか正直理解に苦しむし、その執しゆう念ねんがちょっと恐おそろしくもある。

　黙もく々もくと料理を皿二枚分に盛りつけて、窓の脇わきに置いてある食事用のテーブルに向かった。

「飲み物はどうする？」

「シャンパンはもう飽あきたな。ビールある？」

「もちろん。生ビールのサーバーを用意してあるよ」

　飲み物は壁かべ際ぎわのほうに用意してあるようで、そちらに向かいかけた明仁がふと思いついたように振ふり向いた。

「生ビールより発はつ泡ぽう酒しゆのほうがいい？　そっちも用意はしてあるんだけど」

「……生ビールがいい」

　どうせ家ではいつも発泡酒を飲んでいることをバイト先の女性達に聞いたのだろうが、それは緊縮財政故ゆえの節約だ。決して好きで飲んでいるわけじゃない。

　このお坊ぼつちゃまはそんなこともわからないのかと思わず呆あきれたら、明仁は「だよね」と妙みように照れ臭くさそうな顔をした。

（一応、そこら辺はわかってるのか）

　上流階級の家に生まれついたお坊ちゃま。

　こんな金がかかるふざけたお遊びをやれるメンタリティーは和志には理解できないし、向こうも庶しよ民みんの感覚を理解することはできないだろうと思っていた。

（さて、どれぐらいまともなんだか……）

　この三年、無理、お断りと、顔を見る度たびに拒きよ絶ぜつし続け、会話したことなどほとんどない。

　周囲の女性達が勝手に耳に吹き込んでいく情報で明仁のことにはそれなりに詳くわしくなったが、本人の実際の性格はさっぱりわからない。

　誠実で穏おだやかでいい人だよと女性達は口を揃そろえて言うが、みんなすでに明仁のファンなのでまったく信用できない。

　そもそも、性格なんてわかる必要もないと思っていたのだが……。

「どうぞ」

　背の高いグラスに注がれたビールが、すっとテーブルに乗せられた。

　グラスに浮うかぶ泡あわが実に細やかで、和志は思わず明仁を見上げる。

「もしかして、生ビールの注ぎ方も習ってきた？」

「うん。どうせなら美味おいしく飲んで欲しいからね」

　それ以外にも、ホテルマンに接客の仕方やベッドメーキングを習ったり、清せい掃そう業者に部屋の掃そう除じの仕方等も習ってきたと明仁は言う。

「ひとりでなんでもできるようにと思って……。君のためにとはじめたことだったけど、お蔭かげで自分の身の回りのことは全部自分でできるようになったし、いい勉強になったよ」

（それだって、あくせく働かなくていい身分だからできることだよな）

　緊縮財政のフリーターは生きていくために働かなきゃならないから、そんな悠ゆう長ちようなことはしてられない。

　和志は軽くむっとした。

　同時に、むっとしている自分に、ちょっと嫌いや気けが差した。

（僻ひがんでんじゃねぇよ）

　自分自身にそう突つっ込んでみる。

　明仁が恵めぐまれた生まれなのは明仁のせいではない。

　ついでに言うと、和志がフリーターとして苦しい生活を送っているのは、自分でそうしたいと望んだからだ。

　もっと楽できる生き方だってあるのに、それを蹴けっているのは自分自身なのだから……。

「……駄だ目めだな」

「なにが？　気に入らないものがあるなら下げるよ」

「いや、料理の問題じゃない」

　駄目なのは、恵まれた他人を羨うらやんでしまう自分の心の在り方だ。

　ひとりで生きていくことに汲きゆう々きゆうとして、いつの間にかすっかり余よ裕ゆうをなくしている自分だ。

「ちょっと仕切り直すか……。──明仁、おまえ夕食は？」

「後で食べるよ」

　お世話係だからねと、明仁がおっとり微笑む。

「いま食え」

「え？」

「そこに座って、一いつ緒しよに食えって言ってるんだ」

　向かいの席を指差すと、「いいの？」と明仁は驚おどろいた顔をする。

「許す」

　お世話係だ、お客様だという関係を意固地に守ろうとしている自分の狭きよう量りようさがすっかり嫌いやになった和志は、それでもやっぱり偉えらそうな態度で頷うなずいた。

「ってか、一緒に食事してもいいってだけで、俺と末永くつき合いたいとか言う、おまえのそのふざけた要求を吞のんだわけじゃないからな。それはそれ、これはこれだ。妙なことしやがったら許さねぇぞ」

「わかってる。君が望まないことはしないっていう誓ちかいは守るよ」

　明仁は嬉うれしそうに何度も頷き、自分の分の料理と酒を用意すると、部屋の灯あかりをぐっと絞しぼり、テーブルのキャンドルに灯りを点ともしてから和志の前に座った。

「……なんでわざわざ暗くするんだよ」

　ムーディーな雰ふん囲い気きを作ろうって魂こん胆たんかと、和志は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「このほうが外がよく見えるから……。ほら、月明かりが海に反射して綺き麗れいだよ」

「なるほど」

　いつの間にか、辺りはすっかり夜の様相になっていた。

　開かれた窓から見える夜の海に大きな月が浮かび、波打ち際ぎわにチラチラと月明かりが反射している。

　途と切ぎれることのない波の音が天然のＢＧＭのようで、幻げん想そう的な月明かりの光景に見入りながら思わず聞き入ってしまう。

「まあ、確かにここは綺麗だよな。一見の価値はある」

「だろう？」

　明仁は和志に得意そうに微笑ほほえみかけた後で、また視線を外に向けた。

「ひとりで見てると、綺麗すぎて少し寂さびしくなるけれどね」

（……俺と同じこと考えてやがる）

　それは、和志が夕ゆう陽ひをみて人ひと恋こいしさを感じたのと、きっと同じような感覚なんだろう。

「おまえ、いつからこの島にいたんだ？」

「三日前だよ。準備を手伝ってくれる人達もいたんだけど、昨日の夕方に帰っちゃってね。昨夜はさすがにひとりが応こたえたよ」

「……だろうな」

　案外、普ふ通つうだ。

　男相手に公開告白するような感覚は理解できないし、したくもないが、それ以外の部分はそう素すっ頓とん狂きようではないのかもしれない。

（少し話を聞いてやってもいいか……）　>>>♥

　こうして目の前にいるこの男は冷静で理知的に見えるし、きちんと順序立てて話し合えば、案外すんなり諦あきらめてくれる可能性もあるかもしれない。

（俺と同じように、意固地になってるだけかもしれないしな）

　最初に取った料理をぺろりと平らげ、もう一度新しく料理を皿に盛ってテーブルに座った。

　明仁は、その間に空になっていたグラスにお代わりを注いでくれている。

「サンキュ」

「どういたしまして……。話には聞いていたけど、君は本当に良く食べるし、飲むね」

「その小さい身体からだで……ってか？」

「そこにはあえて触ふれなかったんだから、怒おこらないでよ。──それって、やっぱりコンプレックスなのかな？」

「まあ、それなりに……。顔もこんなだから、ガキの頃ころからおかしな奴やつらに追いかけ回されて嫌な目に遭あってきたしな」

「嫌な目って……」

　キャンドルの灯り越ごしでも、なにやら誤解したらしい明仁がさあっと顔色を曇くもらせたのがわかった。

「誤解するな。ちょっと触さわられたり、誘ゆう拐かいされかかったぐらいだ。トラウマになるほどの嫌な目には遭ってない」

「ああ、そう。よかった」

　明仁が心底ほっとしたように肩かたを落とす。

「……おまえさ、俺が好きなんだよな？」

「うん、そうだね」

「だからって、だまし討うちで無人島に連れてくるってのは、ちょっとやり過ぎじゃねぇか？」

「非難は甘んじて受けるよ。……でも、これ以外に、君と親しくなる方法が思いつかなかったんだ」

「確か俺、おまえと無人島でふたりきりになっても無理だって言ったよな？」

「うん、覚えてる。そういう意味で無理なのは承知の上だよ。ただ、もう少しだけ君と親しくなりたいんだ」

「親しくって……。お友達からってことか？」

「そんなところかな。この三年、ずっと拒きよ絶ぜつされてばかりで、こんな風に会話をしたこともなかっただろう？　最終的に君にふられるのだとしても、せめて僕の人ひと柄がらを知った上で判断して欲しいと思って」

　その最終手段として、叔父おじが所有するこの島に招待することで、強制的にふたりきりの状じよう況きようを作ってみたのだと明仁が言う。

「なるほど……」

　迷めい惑わくだが、その思考はわからなくもない。

　明仁にここまでさせた原因の一いつ端たんは、やはり自分の意固地さにもあったようだし……。

「それなら、話せ」

　素す直なおに反省した和志は、とりあえず話を聞いてやることにした。

「え？」

「おまえの人柄って奴を、俺に話してみろって言ってるんだ」

「随ずい分ぶんと直球だね。でも、僕はこれこれこういう人間だって話して、君はすんなり信じてくれるのかな？」

「あ～、信じる自信はないな」

「だろう？　人柄なんてけっこう主観的だから、係わっていくことで徐じよ々じよにその人の中で構築されていくものだろうしね」

　明仁は困こん惑わくしているようだ。

「それもそうか……。だったら、俺のどこに惚ほれたか言え」

「また直球だ」

「まだるっこしいことは苦手なんだよ。──で、どこなんだ？　やっぱりこの顔か？」

　ダンッとフォークの柄えをテーブルに叩たたきつけて聞くと、明仁は軽く身を引きながら首を横に振った。

「その容姿が印象的だったのは事実だけど、恋こいに落ちたきっかけは違ちがうよ」

「言え」

「以前、君、雨の日に捨て猫ねこを拾って育ててたろう？」

「猫？　ああ、あれか……」

　大学二年生になったばかりの頃、和志はたまたま仔こ猫ねこを三匹びきほど拾ったことがある。

　普ふ段だんは鳴き声を聞いてもシカトするのだが、その日は冷たい雨が降っていて、放置しておいたら確実に死んでしまうだろうと思われた。

　だから、本当にしかたなく拾ったのだ。

　ペットを飼う気など微み塵じんもなかったから、とりあえず離り乳にゆうするところまで面めん倒どうを見て、その後は希望者に譲ゆずり渡わたした。

「それがどうしたんだ？」

「だから、それで恋に落ちたんだよ」

「……マジで？」

「もちろん」

　和志の問いに、明仁は深く頷いた。

（アホだ、こいつ）

　一昔前の漫まん画がに出てきそうなシチュエーションで本当に恋に落ちただなんて、もう呆あきれ返って突つっ込む気力すら湧わかない。

　というか、こんなんで大だい丈じよう夫ぶなのかと心配になってくる。

「おまえさ、今まで詐さ欺ぎにあったことあるだろう？」

「詐欺？　ないけど」

「ホントかよ。簡単に騙だまされそうなのにな」

　ずけっと思ったことを言うと、よく言われるよと明仁は苦く笑しようした。

「でも、本当に騙されたことはないんだ。どちらかというと用よう意い周しゆう到とうなほうだからかな」

「なるほど。それなら納なつ得とく」

　和志をこの島に招くに当たっての準備ぶりを見ただけでも、明仁の用意周到ぶりはたいしたものだ。

　騙してなにか契けい約やくさせるにしたって、その前に根ね掘ほり葉は掘ほり話を聞きたがるだろうし、契約後の段取りなんかもきっちりしっかり確かめてからってことになりそうだ。

　おだてられて調子に乗るタイプでもないし、その場の勢いで口約束することもないだろう。

　お人好よしそうに見えて、案外、騙され難にくいタイプの人間なのかもしれない。

「君も騙されそうにないよね」

「まあな。……と言いたいところだが、残念ながら一敗したところだ」

「騙されたの？　いつ？」

「俺は今、おまえに騙されてここにいるんじゃなかったか？」

　心配そうな顔をする明仁の鼻先にフォークを突き付けてズバッと突っ込むと、明仁は「ああ、そうだった」と他人ひと事ごとのような顔で頷うなずく。

「なんというか……。僕的には、君を招待したような気分だったから……。──その、ごめんね」

「謝ったぐらいで許されると思うなよ。俺はそんなに甘くないからな」

　和志は明仁の謝罪を、フォークの先でペッとはじき飛ばした。

「わかってる。許してくれなくてもいいよ。……でも、誠心誠意お世話するから、ここでの生活を楽しんで欲しいな」

「もちろん、そのつもりだ」

　バイトを休んだ損害分を取らねばならないのだから。

　和志は、ぐぐ～っとビールを一気に飲み干すと、「お代わり！」と、ズイッとグラスを明仁に突きだした。




　飲んで食って満足した後、話し相手はいらない？　とか、暇ひまならなにかゲームでもしない？　等と、明仁にあれこれちょっかいをかけられた。

「明日の朝食までおまえに用はない」

　和志はそれをざっくりと拒絶してから、ひとりで部屋に戻もどる。

「あ～、予定狂くるったな」

　本物のリゾート地に行けるものだとばかり思っていたから、旅行期間中は観光やら遊びやらのオプショナルツアーに乗っかれば、そこそこ楽しめるだろうと思っていたのだ。

　だが、明仁とふたりきりのこの島で、そういう楽しみは望めないだろう。

「しょうがない。明日は海で遊ぶか」

　しょうがないと言いつつも、ヘリコプターから見たあの青い世界を思い出すと、少しばかり心が弾はずむ。

　公開告白をやらかすような奴やつだからと、先入観から毛け嫌ぎらいしてしまっていたが、ちょっと話してみた限りでは、思ったより明仁は常識人っぽい。

　望まないことはしないというあの誓ちかいも、まあ信じてやってもいいだろう。

　余計な警戒心なしで、まったりここでの生活を楽しめそうだ。

　ゆっくり風ふ呂ろにでも入るかとバスルームに向かった和志は、籠かごの中にあれこれ取りそろえてある入にゆう浴よく剤ざいに目を止めた。

「泡あわ風ぶ呂ろか……」

　薔薇ばらやラベンダーなどの花の香かおりより、やっぱりフルーツ系だろうとグレープフルーツの香りのものを選んでバスタブに入れ、その上から勢いよくお湯を注ぐと、ぶくぶくと面おも白しろいぐらいにバスタブの中に泡あわがたまっていく。

　どうせなら目め一いつ杯ぱい楽しんでやれと、備え付けの冷蔵庫から持ってきた瓶びんビールを片手にバスタイムとしゃれ込んだ。

「こりゃいいや」

　もこもこの泡に包まれながら、冷たいビールを飲む至福。

　今日は昼から飲みっぱなしだが、旅行中なんだからまあいいだろう。

　猫ねこ足あしのバスタブの中、ご機き嫌げんで、ん～っと伸のびをした和志は、視界の隅すみにふとキラリと光るものを見つけた。

「なんだぁ？」

　バスルームを飾かざる植物の葉の陰かげ、なにかが光を反射しているようだ。

　鏡があるわけでもなし、なにか違い和わ感かんがある。

　バスタブから出て、植物の葉をかき分けて覗のぞき込むと、なんと観葉植物の幹に小型のカメラが取りつけてあった。

「……あのやろう。隠かくし撮どりかよ」

　信じかけていただけに、和志はブチッと切れた。

　小型カメラを力ちから尽ずくでもぎ取ると、身体からだについた泡もそのままに腰こしにタオルだけ巻いて、部屋を突つっ切り廊ろう下かに面したドアを勢いよく開けた。

「明仁っ!!　出てこい!!」

　波音だけが聞こえる静かな島に、和志の怒ど鳴なり声が響ひびき渡った。

「──なに？」

　その声を聞きつけた明仁が、廊下の遥はるか向こうから顔を出し、吞のん気きな声で答える。

「これは、いったいどういうつもりだっ！」

　和志がカメラ片手にずんずんと歩み寄っていくと、明仁は真っ赤になって狼狽うろたえた。

「どういうって……。和志くんこそどういうつもり？」

「はあ？」

「そんな格好で僕の前に出て来るなんて……。僕に誓いを破らせたいのかい？」

「あぁ？」　>>>♥

　指し摘てきされて我が身を見れば、腰にタオルを巻いただけのこの姿は、確かにその気のある奴からすればたまらない格好には違ちがいない。

　目線を明仁に戻すと、いつものおっとりした雰ふん囲い気きがすっかりなりをひそめ、妙みようにそわそわしていた。

　まるで悪さをしないよう自らを戒いましめてでもいるかのように、その両手を背中に回して隠かくしてはいるが、それでも我が慢まんしきれないのかこっちにじりじりと接近してきている。

「ちっ、面めん倒どうだな」

　微び妙みように危機感を覚えた和志は、舌打ちしながら部屋に戻ることにした。

　と、背後から同じ歩調で明仁がついてきて、なにやらくんくんと鼻を鳴らしている。

「……なんだよ？」

「入浴剤の好みだけはわからなかったから色々取りそろえたんだけど、グレープフルーツの香かおりを選んだんだね。爽さわやかで君によく似合うよ」

　誉ほめているのかもしれないが、ここでどうもありがとうとお礼を言うのはなにか違うし、そもそも匂においを嗅かがれるだなんて激しく気持ち悪い。

「ステイ!!　ここで待ってろ!!」

　ドアの前まで来た和志は、犬にするように明仁に命令して、ひとり部屋に戻って慌あわててバスローブを羽織った。

「よし、いいぞ。入ってこい」

「ちゃんと服は来た？」

「ああ、着た」

　ドアの外で大人しく待っていた明仁は返事を聞いてほっとしたように部屋に入ってきたが、和志の姿を見るとまたちょっと赤くなって狼狽える。

「バスローブも、けっこうまずいような気がするんだけど……」

「うっせえな。贅ぜい沢たく言うな」

「贅沢って……。僕にとっては現状がすでに贅沢なんだけどね。──それで、なに？」

　夜食、それとも話し相手？　と妙みように嬉うれしそうな明仁に、和志は「ん」とカメラを突き出した。

「カメラ？　僕に撮さつ影えいしろってこと？」

「はあ？　バスルームを撮影してましたの間ま違ちがいじゃねぇのか？」

「してたって……？」

　わけがわからないと言わんばかりに明仁は首を傾かしげたが、急に「ああ、そうか！」と手を叩たたいた。

「ごめん、説明するの忘れてたよ。この屋や敷しきが映画の撮影に使われたことがあるって話をしただろう？　そのカメラ、そのときのものなんだよ」

　ほら、こっちにもあるよ、とエキゾチックな置物や観葉植物でカモフラージュしてある複数の隠しカメラを明仁は指差した。

「電源は入ってないから安心して」

　そう言われて間近で見てみると、確かに作動音は一いつ切さいしない。

「操作盤ばんも見てみる？」

　これらのカメラ類の操作ができる制せい御ぎよ室に連れていかれたが、機器類にはやはり電源は入っておらず、使っていない証しよう拠このように操作盤にはうっすらとほこりが積もっていた。

「ちなみに、これの操作方法を僕は知らないんだ。……まあ、自己申告だから、信用できなくてもしかたないけど……」

「……信用はしてないが、とりあえず納なつ得とくはしてやる」

　入浴シーンを覗いていたのならば、半はん裸ら姿を見たぐらいで真っ赤になったりはしないだろう。

　念のために制御室の鍵かぎは明仁から奪うばい取って、自分でそのドアに鍵をかけた。

「この鍵は、帰るときまで俺が預かっておく」

「どうぞ。それで君が安心できるのなら」

　完全に信用したわけじゃないとあからさまに意思表示する和志に、明仁はおっとりと微笑ほほえみかけた。

（心が広いんだか、それとも、ただ単に鈍にぶいだけか……）

　どっちだろうと、ちょっと気になった。

（って、それを知ってどうするよ）

　和志は自分自身に突つっ込みを入れる。

　この南の島のバカンスが終わればまた冷戦状態に戻る相手を、深く知る必要などない。

　とりあえず現状で危険がなければそれでいいはずだ。

「じゃな。おやすみ」

「うん。おやすみなさい」

　和志は、部屋の前までわざわざくっついてきた明仁の目の前で、もうおまえには用はないとばかりに遠えん慮りよなく部屋のドアを閉めて追い返してやった。
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「……うあ～、あっちい」

　夜のうちはけっこう涼すずしかったからエアコンをかけずにいたせいで、起きたときには汗あせだくになっていた。

　窓を少しでも開けていたらちょっとは違ったのかもしれないが、波音しかしない静かすぎる島の夜が少しばかり怖こわくて、無防備な状態で寝ねることはできなかったのだ。

（無人島だったんなら、幽ゆう霊れいも出ないだろうけど……）

　わかっていても怖いものは怖い。

　和志はスプラッタだけじゃなく、ホラーも苦手だ。

　人間が相手なら冷静に対処すればなんとかなるが、幽霊が相手ではどうにもならないから怖いのだ。好んで怪かい談だんをしたがる奴らの気がしれないとも思っている。

「まあ、昨夜の隠しカメラも、考えてみりゃリアルな恐きよう怖ふだけど……」

　万が一にも本当に隠し撮どりされていたら、その映像がどんな風に使われていたのだろうかと想像して心底ゾッとする。

　朝一番でシャワーを浴びた後、どうにも気になってしかたなくなった和志は、昨夜明仁が教えてくれた他ほかのカメラにもタオルを巻いて全部目め隠かくしすることにした。

「これで全部だったっけ……」

　広い部屋の中をぐるぐる歩いて、隠しカメラがないか見て回ったが、明仁が教えてくれた場所以外には見当たらなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか……。昔のドラマとかだと、こういうところに覗き穴あながあったりするんだよな」

　壁かべに掛かけられた木き彫ぼりのお面の三日月型の目を冗じよう談だん半分で覗いた途と端たん、和志はびっくりして、バッと一メートルほど後ろに飛びのいた。

「……な、なんだ今の」

　覗き込んだ目の空くう洞どう、その向こうに、きょろりと動く目があった。

「な、なんなんだよ。やめてくれよ。俺、ホラー駄だ目めなんだって……」

　こわ～と震ふるえ上がってしまったものの、ふと窓の外に広がる白い砂すな浜はまと青い空の明るいコントラストに我に返った。

　こんな明るい時間帯にお化けが出るわけがない。

　そして、今この南の島にいるのは、自分ともうひとりのみ。

「明仁──っ!!」

　ばたーん！　とドアを開けて廊ろう下かに出た和志は、隣となりの部屋に駆かけ込んだ。

　すると、案の定そこには、まるでホールドアップするかのように両手を上げた明仁が立っている。何故なぜかその手にはガムテープが握にぎられていた。

「おまえ、いま向こうの部屋を覗のぞいてたな？」

　ズイッと歩み寄って、至近距きよ離りから睨にらみつけると、明仁はたらりとその額から汗を流ながした。

「ご、ごめん。魔まが差したんだ。っていうか、覗くつもりはなかったんだ。誤解されないように、先に塞ふさいでおこうと思っただけで……」

「塞ぐ？」

　和志の問いに、明仁は持っていたガムテープを前に出した。

「この部屋には隠かくしカメラだけじゃなく、覗き穴があったのも思い出したものだから、君に気づかれる前に塞いでしまおうと思ったんだよ」

　だが、穴の向こうから和志の声が聞こえたものだから、ついうっかり魔が差して覗いてしまったと、明仁は気まずそうに言う。

「これって、誓ちかいを破ったことになるかな？」

「……特別にイエローカード一枚ってことにしておいてやる」

　スプラッタ嫌ぎらいな和志はとりあえず保留にしてやることにした。

「三枚で目玉一個？」

「甘く見るなよ。一発レッドってこともあるからな」

「わかった。気をつけるよ。──で、あの……実を言うと、他にも覗き穴があったりするんだ」

「マジか！　どこだ。教えろ。全部塞いでやるから」

「ベッド上の天てん井じようにひとつと、あと脱だつ衣い所の鏡がマジックミラーになってて、それから、その……隠し通路もあったりするんだけど」

「隠し通路って……。なんなんだよ、この屋敷は！」

「叔父おじの遊び心が詰つまってるんだ。……まあ、だからこそ、映画の撮影にも使われたんだけど……」

（……いったい、どういう映画を撮影したんだ？）

　普ふ通つうの恋れん愛あい映画に覗き穴も隠し通路も必要ないだろう。

　聞いたが最後、非常に嫌いやな答えが返ってきそうで聞くのは止めた。

「覗き穴とか、その手の仕し掛かけのない部屋に移る」

「ごめん。たぶん、そういう部屋はないと思う」

「……俺、おまえの叔父さん、嫌いかも」

「うん。まあ、君とは絶対に性格は合わないと思うよ。──で、どうしようか？」

「もちろん、全部塞ぐ」

　和志は、とりあえず明仁の手からガムテープを取り上げて覗き穴に蓋ふたをした。

　その後、覗き部屋を出て外から鍵を掛けさせて、その鍵を奪い取る。

　他の覗き穴にも同じ対処をして、隠し通路の出入り口になっているというグランドファーザークロックは、動かないよう両側を重いテーブルとソファで挟はさみ込んでおいた。

「他にないだろうな？」

「僕が知ってる限りではないね」

　この目玉に誓うよと、明仁が自分の右目を指差すので、とりあえず信じてやることにする。

「ああ、ったく、朝っぱらからなんか疲つかれた」

「ごめん。……朝食作ったんだけど、食べられそう？」

「食う」

　ここでは、出されたものは三食きっちり食べて、元を取ると決めている。

　食堂に行くと、テーブルの上には漬つけ物がずらりと並んでいた。

「昨夜けっこう飲んでたみたいだから、朝は軽めのほうがいいかと思って」

　そう言って明仁が持ってきたのは、ほかほかと湯気の立つお粥かゆと番茶だった。

　暴飲暴食をした翌朝は、軽めにお粥を食べるのが好きだってことはバイト先の女性達には話したことがないような気がする。あるとすれば、ゼミなどで一いつ緒しよに旅行に行ったことがある大学時代の女友達だ。

「おまえって、ホントに用よう意い周しゆう到とう」

「ありがとう」

「誉ほめてねぇよ」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむ明仁に、遠慮なく和志は本心を告げた。

「ここまで徹てつ底ていしていると、呆あきれるより脱だつ力りよくする」

「そう？　好きな人のことを知りたいっていうのは普通の感情だと思うけど」

「おまえのは行きすぎ」

　明仁の外見がこの通りの綺き麗れい系だから脱力で済んでいるが、これがマッチョ系だったらリアルに怖いし、オタク系だったら気色悪いに違ちがいない。

（っていうか、そんな風に感じるってことは、なんだかんだ言って、俺もこいつの外見には弱いってことか？）

　いやいやそんなはずはない。

　自分に突つっ込みつつ、和志は思いっきりぶるぶると首を振ふった。







　朝からがっつりお粥を三杯ばいも食べて元気いっぱい。

　和志は水着に着き替がえて海に出ることにした。

「日焼け止めを塗ぬったほうがいいんじゃない？」

　塗ろうか？　といそいそと申し出た明仁の手から日焼け止めを奪うばい取ってビーチに出ると、朝のうちに用意しておいたのか、昨日はなかったビーチパラソルにデッキチェアやテーブルなどが砂浜にセットしてあった。

「お、浮うき輪まである。さっすが、気が利きく」

　他にも、水中眼鏡にシュノーケルに足ひれまである。

　とりあえず自分で日焼け止めを塗ってから、水中眼鏡にシュノーケルと足ひれで深い海を目指して泳ぎ、透とう明めい度の高い海の中を我が物顔で泳いでいる魚見物としゃれこんだ。

　深い海は少し水温が低いようだ。寒けを覚えたところで、もう一度砂浜に戻もどり、今度は浮き輪に乗って遠浅の海にぷかぷか浮かんで、ただ空を見上げる。

「あ～、気持ちいい」

　見上げる空はどこまでも青く広がっていて、思いっきり首を反らせて見た逆さまの海は青く澄んでいる。

　ゆらゆら揺ゆれる波は、まるで極ごく上じようのゆりかごだ。

　慌あわただしく、悩なやみ多き日常を一時忘れ、和志はただぼんやりと明るく青い世界に浸ひたる。

　心地ここち好い揺れに、いつの間にか、うとうとしていたらしい。

「和志くん、ランチだよ！」

　明仁が砂すな浜はまから呼ぶ声に、和志はハッと目を覚ました。

　浮き輪を手にざぶざぶと遠浅の海を浜はま辺べまで戻ると、テーブルの上には南の海にはちょっとばかりそぐわない三段重ねの重箱が置いてあった。

「重箱ってことは、海の苔り巻まきに唐から揚あげか？」

「正解」

　さあ召めし上がれと並べられたお重には、玄人くろうとはだしの太巻きと唐揚げ、卵焼きに根菜と鶏とり肉にくの煮に物ものとカボチャのサラダと、和志が小学生の頃ころに食べた運動会のお弁当メニューが詰められていた。

「……まさか、俺の実家にまで聞き取り調査したんじゃないだろうな？」

「さすがにそこまではしてないよ。ただ、君と同じ小学校を卒業したっていう子に、卒業アルバムを見せてもらったことがあっただけ」

（あいつか……）

　小中高大学とずっと一緒だった女友達の顔を思い浮かべ、チッと舌打ちをした。

「真似まねできたのは見た目だけで、味は再現できてないんだ。気に入ってくれるといいけど……」

　さあどうぞと、取り皿と箸はしを手て渡わたされて、太巻きを一個ぱくり。

　酢す飯めしの味もちょうどだし、巻いてある具材の味付けは甘めで和志好みだ。

　綺麗な黄色の卵焼きも甘い味付けだし、煮物も甘辛からく煮に付つけてある。

「……美味うまい」

　とりあえず素す直なおに認めると、明仁はよかったと嬉しそうにおっとりと微笑んだ。

「午後も海に入るんならアルコールは駄だ目めだよね」

　どうぞと、琥こ珀はく色いろのドリンクが入ったお洒落しやれなグラスを手渡された。

（なんだろう？）

　和志は警けい戒かい心しんも露あらわに臭においをくんくんと嗅かぐ。

「……麦茶？」

「そう。好きなんだよね？」

「まあな」

　夏場の弁当のお供は、緑茶じゃなく麦茶だと決めている。

（参った）

　ここまで徹底されると、麦茶の素そ朴ぼくな味には似合わない南国風の花で飾かざられたグラスを眺ながめて溜ため息をつくしかなかった。




　昼食の後は少しだけデッキチェアで昼ひる寝ねをしてから、再び浮き輪を手に海へ。

　思う存分、海と空の青さを堪たん能のうした後は再び砂浜に戻ってきて、こんなこともあろうかと持参してきた小説をデッキチェアでのんびり読み耽ふける。

　脇わきのテーブルの上には、もう海には入らないと宣言した途と端たんに運ばれてきたトロピカルカクテルにフルーツが乗っている。

　和志は引き続き贅ぜい沢たくな時間を堪能した。

　ちなみに明仁は、午前中から引き続き、昨日和志が砂まみれ泡あわまみれにした廊ろう下かや部屋をせっせと掃そう除じして、服のついでに海水まみれになったスニーカーまで洗ってくれたりとフル回転の大おお忙いそがしだ。

　それでも、さすがに三時過ぎぐらいには暇ひまになったようで、和志の周囲をうろちょろしはじめる。

「なにか用はないかな？」

「ない。……ってか、んなところでうろちょろされたらウザイ。仕事が終わったんなら、おまえもなにか好きなことすりゃいいだろ？」

「いいの？」

「もちろん」

　和志が頷うなずくと、明仁は浮き浮きした様子で屋や敷しきに行き、スケッチブックを手に戻ってきた。

　さすが画家、風景でも描かくのかと思ったら、明仁の視線は和志の横顔にひたと注がれた。

（うわっ、余計ウザイ）

　とはいえ、好きなことをすればいいと言ったのは自分なので、どっか行けとも言えない。

　注がれる視線を無視して読書を再開したのだが、三十分も経たつと、いったい自分がどんな風に描かれているのか気になって気になってしかたなくなってきた。　>>>♥

（惚ほれた欲よく目め全開のきらびやかな絵だったりして……）

　二割増しぐらい美形に描かれているに違いないと思いつつ、「ちょっとそれ見せろ」と指先でクイッと呼ぶ。

「どうぞ」

　明仁が、おっとり微笑んでスケッチブックを手渡し、和志はどれどれと絵を覗のぞき込んだ。

（……俺だ）

　その絵を見た第一印象がそれだった。

　少ない描びよう線せんで的確にラインをなぞり、見たままを描いた絵。

　足すこともなく引くこともなく、一心不乱に本を読み耽っている自分がそこにいる。

（なんだ。目が腐くさってるわけじゃないのか）

　正直、意外だった。

　男相手に公開告白なんぞをやらかし、ふられたにもかかわらず三年間も追いかけ回しているのだから、きっと思い込みの激しい人間だろうと思っていた。

　だが、この絵の中に描かれている和志の姿には、明仁の思い込みも願望も一いつ切さい描き込まれてはいない。

　ただあるがままの光景をさらりとスケッチしているだけだ。

「おまえってさ、俺の優やさしいところが好きなんじゃなかったんだっけ？」

「え？」

「ほら、昨夜、俺が仔こ猫ねこ拾うところを見て惚れたって言ってただろ？　可哀かわい想そうな仔猫ちゃんを拾ってあげた優しい人に一ひと目め惚ぼれしたんじゃないのか？」

　和志のそんな問いに、明仁は「誤解だよ」と苦く笑しようした。

「だって君、仔猫たちに、ちっとも優しくなんかしてなかったし」

　ズバッと言われて、和志は思わず引いた。

「あの頃は田口教授のところに出入りする度たびにゼミ室をよく覗いてたんだけど、見る度に君、ぶつくさ仔猫たちに文句言ってたよね」

　──みーみー、みーみーうっさいっての。あーったく、汚きたないなぁ。シモの面めん倒どうぐらい、さっさと自分で見られるようになれよ。面めん倒どう臭くさいなぁ。

　まだ目も開かない仔猫を部屋に置き去りにするわけにもいかず、籠かごに入れて持ち歩いた。

　三時間ごとにミルクをやって、ひとりじゃ排はい泄せつもできない仔猫の面倒を見続けた。

　生まれたての仔猫はモグラかネズミみたいで可愛かわいいとも思えなかったから、確かにあの頃の和志はいつも仏ぶつ頂ちよう面づらで仔猫たちの面倒を見ていただろう。

「たまたま仔猫たちを里親に引き渡わたすところにも居合わせたんだけど、あのときの君の、これでもう清せい々せいしたって顔は、実に見物だったよ」

「そりゃまあ、実際嬉うれしかったし……」

　離り乳にゆうした頃にはぱっちり目も開いて、そこそこ可愛くはなっていたが、その分だけ活動範はん囲いは広がるわ、鳴き声は大きいわでそりゃもう大変で迷めい惑わくだったのだ。

　ああいう手間のかかる生き物を喜んで飼いたがる奴やつの気がしれない。

「で、それ見てて、なんで俺に惚れるんだ？」

「文句言いながらも、きっちり最後まで面倒をみてたから……かな？」

「そんなん当然だろう。拾った以上、命に対する責任があるからな。面倒だからって放置して死なせるぐらいなら最初から拾わねぇよ」

「それそれ、そういうところがいいんだよ」

「はあ？」

「一本筋が通ってるって言うか、覚かく悟ごを持っているところがいいんだ。それになにより、君は裏表がまったくないだろう？　嫌いやなものは嫌で、絶対に愛あい想そ笑いはしない。それが新鮮だった」

「……俺だって、バイト中は愛想笑いぐらいするぞ」

「金を貰もらって働いている以上、その責任があるから……だろう？」

「まあ、そうだな」

「家族はそうでもないけど、僕の周りの人達は、なんというかとてもお上品でね。思ったことや感情をそのまま表に出すことをしないんだ。僕の家いえ柄がらや肩かた書がきに引かれて集まって来る人達に至っては、お愛想笑いしかしないしね。──君に出会ったのは、そういうのに少し疲つかれていた時期だったんだよ」

「つまり、タイミングが悪かったってことか……」

　ちっと和志が嫌そうに舌打ちすると、明仁はおっとりと微笑ほほえんだ。

「僕にとっては福ふく音いんだったけどね」

「きもっ」

　どうしても我が慢まんできず、和志がぶるっと身み震ぶるいする。

「君って本当に酷ひどいよね。……まあ、そういうはっきりしたところも好きなんだけど」

「……おまえ、もしかしてマゾ？」

　思わず突つっ込むと、明仁は「違ちがうよ」とぶるぶると首を横にふる。

「どうだか……。三年も邪じや険けんにされて、それでも諦あきらめないってのも考えてみるとあやしいぞ」

「確かにね。……自分でもどうかと思うよ」

「自分が変なことをしてるって自覚はあるんだ」

「まあね。最初の頃ころはともかくとして、最近はなんだか君を追いかけるのが習慣みたいになっちゃってたし……。この膠こう着ちやく状じよう況きようを打開するために、なにか変化が欲しいとは思ってたよ」

「それで、無人島かよ」

　強制的にお近づきになるイベントを企くわだてた理由はなんとなくわかったが……。

「やっぱり、いくらなんでもやりすぎだ」

　和志のそんな突っ込みに、「だよねぇ」と明仁は他人ひと事ごとのように言った。

「でも、効果はあったよ。君とはじめて会話できた」

「……確かに」

　それに対しては不本意ながら認めるしかない。

「こんなことまでさせた責任は、俺にもほんのちょっとあるみたいだからな。しょうがないから、ここにいる間だけは休戦してやる」

「僕ら戦ってたんだっけ？」

「この三年、俺にとって、おまえの存在は敵だったんだ。ゲイでもないのに男から求愛されて、断ったにも拘かかわらずずっと追いかけ回されてたんだぞ？　敵認にん定ていは仕方ないだろ？──ってか、ストーカーだって警察に訴うつたえなかっただけありがたいと思えよ」

「酷いな」

　和志の正直な言葉に、明仁は苦笑する。

「でも、まあ、同性相手に困こん惑わくする気持ちはわからないでもないか」

「わかるのか？」

「そりゃあね。同性相手の恋れん愛あいはハードルが高いっていうのは理解できるよ。僕自身、男である君に惹ひかれていることを認めるのは大変だったし……」

「最初からゲイってわけじゃなかったのか」

　和志ははじめて知る事実に驚おどろきつつも、「おまえが認めなきゃ面倒なことにならなかったのに」と思ったままを口にする。

「ホント、君って直球だよね」

　明仁は愉ゆ快かいそうに微笑んでいた。

「まあな。ついでに言うと、女性には優しいが、男相手には傍ぼう若じやく無ぶ人じんだ」

「男相手って言うより、僕相手だとそうなるんだろう？」

「あんな人前で同性から告白されるだなんて恥はじかかされちゃ、さすがに穏おだやかじゃいられないからな」

　告白された翌日には、和志は明仁とセットで、大学内で知らぬ人がいないほどの有名人になってしまっていたのだから……。

「そうか。君、怒おこってたのか」

「はあ？」

「あ、いや……。なんで君が僕にここまで邪険にするのか、その理由がずっとわからなかったから……。そうか、人前で告白するのはＮＧだったのか」

「あったりまえだろ。常識で考えろよ」

「いや、あの告白が常識から外れた行動だっていう自覚は一応あったんだけど……」

「噓うそつけ」

「本当だよ。あれは、君の性格に合わせた告白のつもりだったんだ」

「俺が、ああいうのを好むと思ったってのか？」

「うん。物もの陰かげに隠かくれてこそこそするより、正々堂々と告白したほうがいいだろうって考えたんだけど……。まさか、恥をかかされたと感じてたなんてね」

　予想外だったよと、明仁は本気で驚いているようだ。

（やっぱり一本抜ぬけてる）

　和志が裏表のない性格だから、それに合わせて堂々と告白してきたのだとは……。

　人前で同性相手に告白したことで、明仁自身の評価だって、それまでとは変わってしまったはずだ。

　常識から外れた告白だと自覚していた以上、自分の評判が地に落ちても構わないという覚悟を最初から決めていたということになる。

（そこまで覚悟を決めるほどのことか？）

　あのとき、明仁は末永くつき合って欲しいと言っていた。

　あれは噓うそ偽いつわりなく、本気だったってことなのだろうか？

　ろくに話したこともない相手に、そこまでの覚悟を決めるだなんて……。

（わけわかんねぇ奴）

　和志が本気で呆あきれていると、「ごめんね」と明仁が肩かたを落として謝ってきた。

「は？」

「だから、嫌な思いをさせてごめん。本当に気づかなかったんだ。君に不快感を与あたえるつもりはなかったんだよ」

　明仁はしょんぼりと肩を落とし、切れ長の目を伏ふせた。

　それを見た瞬しゆん間かん、和志の胸が微かすかに苦しくなる。

（……なんだこれ？）

　少し不整脈も出ているみたいだ。

　これが何度も続くようだったら、日本に帰ってから医者に行かなきゃならない。

　というか、医者に行って治るような身体からだの不調であってくれればいい。

　和志は心の底からそう願っていた。







「今日のメインは真ま鯛だいのハーブ塩しお釜がま焼きと、ローストビーフだよ」

　テーブルにふたつ並んだ大皿には、綺き麗れいに魚の形に捏こねられた塩の塊かたまりに包まれた魚と、まだ切り分けられていない肉の塊がそのまま乗せられている。

　それ以外の皿には、前菜系のテリーヌなどの料理やグリーンリーフのサラダなどがたっぷりと用意されていた。

「お～、迫はく力りよく！　その塩の塊を砕くだくの、俺にやらせろ」

　明仁が持っていた小さな金かな槌づちのようなキッチン道具を奪うばい取り、和志はノリノリで魚を覆おおう塩の塊を砕いて取り除いていった。

　その間に明仁は、ローストビーフを切り分けてつけ合わせの野菜と共に皿に盛り、その上からソースをかけていく。

「お酒はなにを飲む？　今日はワインかなぁと思ってたんだけど」

「いいねぇ」

「赤、白？」

「両方！」

「じゃあ、白から開けようか」

　ワインクーラーに刺ささっていたボトルを取りだし、器用にコルクを抜いて、ふたつ並んだグラスに注ぎかけたところで、明仁の手がふと止まった。

「今日も一いつ緒しよに食べてもいい？」

　聞かれた和志は、当然のようにふたつの皿に魚を取り分けていた手を思わず止めた。

「……この状じよう況きようでそれ聞くか？」

「あ、いいんだね。ありがとう」

　本当に嬉うれしそうに明仁が微笑ほほえむ。

　なんとなく照れ臭くさくなって和志は目をそらした。




　席についてすぐ、待ちきれないとばかりに、白ワインに口をつけた。

　よく冷えたワインは、ほんのりとした酸味があり柑かん橘きつ系のフルーツの香かおりがする。

「あ～、やっぱり美味うまいな。こんな美味いワイン久しぶりだ」

「あまりワインは飲まないみたいだって聞いてたけど、冷やしておいてよかったよ」

「飲まないんじゃなくて、飲めないんだよ。……美味いワインは高いからな」

　好きで発はつ泡ぽう酒しゆ生活してるわけじゃねぇよとつい愚ぐ痴ちったら、明仁は不思議そうな顔になる。

「君と同郷の女の子は、大学卒業後も君が実家から仕送りを貰もらってるようだって言ってたけど……」

「貰ってるけど、一いつ切さい遣つかってない。いらないって言っても親が勝手に振ふり込むんだ」

「まあ、親おや御ごさんとしては心配だろうしね」

「大学卒業した二十三の男の生活の心配をするってか？　どんだけ過保護だよ」

「そうはいっても、君は大事な跡あと継つぎなんだし……」

　明仁がさらりという。

（そりゃ知ってるよな）

　話すまでもなく、こちらの事情をすべて把は握あく済みなんだろう。

　だが、表面に出ていない問題までは知らないはずだ。

「俺は、その、大事な跡継ぎって立場が嫌いやなんだ」

　和志は、京都のほうにある老舗しにせ呉ご服ふく屋の長男として生まれた。

　昔は由ゆい緒しよある店てん舗ぽで上得意さんだけを相手にして殿との様さま商売をしていたようだが、和志の父親の代になってから、今の世の中これでは駄だ目めだと方向転てん換かん。

　新たにいくつか店舗を作り、若者向けの店舗では簡単に着られる着物や浴衣ゆかたのシリーズを売り出したり、外国人観光客向けの店舗では扱あつかいやすい着物やナイトウェアとしての襦じゆ袢ばんを売り出したりして、大成功を収めている。

　そんなわけで、実を言えば和志自身が、そこそこ由緒ある家いえ柄がらのお坊ぼつちゃまではあるのだ。

　だがしかし、和志は呉服屋という仕事が嫌きらいだった。

　そもそも小こ柄がらで可愛かわいい系の童顔なせいもあって、和服がこれでもかというぐらい似合わない。

　店主ともなれば和服を着る機会も多いし、似合わない服を着て人前に出ることを想像すると、もはや拷ごう問もんだとしか思えない。

　跡継ぎにはなりたくないと、それとなく何度か親に仄ほのめかしてみたこともあるのだが、和志に激甘な両親は、ちょっとした反はん抗こう期だとでも思っているようでまともに聞いてくれない。

（二十歳はたち過ぎて反抗期なんかなるかよ）

　三歳下の弟は、和志が本気だと気づいてくれているようで、俺の今後にも関係あるんだから、いいかげん早めにはっきりさせといてと耳が痛いことを言う。

　本来、白黒はっきりつけるのが好きな性格だけに、和志もこういう中ちゆう途と半はん端ぱな状況は非常に不本意だ。

　だが、諸事情あって、正面切って両親に後を継がないと宣言することに抵てい抗こうがある。

「大学卒業後も東京に残ったのはそのせい？」

「そうだ。戻もどったら否いや応おうなく家の仕事に組み込まれるからな。……まあ、親は、社会経験を積んでると思ってるみたいだけどさ」

　実家の影えい響きようの届かないところで、一社員として世間の厳しい風を体験するのはいいことだと、父親は思っているようだ。

　そんなつもりじゃないと言っても、まったく聞いちゃいない。

「跡を継ぐ気もないのに、親から仕送りを貰うわけにはいかないだろ？　大学卒業させてもらっただけでもう充じゆう分ぶん」

　だから緊きん縮しゆく財政を敷しいているのだと言うと、明仁は納なつ得とくしたようだった。

「親御さんからの援えん助じよを受け入れれば楽できるのに、それをしないのが君らしいよね」

「……意固地なんだ」

「一本筋が通ってるんだよ。僕としては、君が家業を継ぐ気がないって聞いて、ちょっとほっとしたかな」

「なんでおまえがほっとするんだよ」

「だってほら、老舗の跡継ぎになった君に求愛し続けるとなると、世間の風当たりが厳しくなりそうだからね。……それに、さすがに京都に行かれてしまったら今みたいな頻ひん度どで顔を見ることもできなくなるし……。──僕は、君が側にいてくれて嬉しいよ」

　明仁が切れ長の目を細めておっとりと微笑む。

（……やばっ）

　再び不整脈の症しよう状じようを感じて、和志は思わず明仁から目をそらした。

「おまえはどうなんだ？」

「なにが？」

「男に求愛してること、実家のほうからなんか言われてねぇの？」

「最初のうちは狼狽うろたえてたみたいだけど、最近は諦あきらめたようだね。絵を描かくモチベーションに繫つながるのなら、それでいいと思ってくれてるみたい」

「理解のある親だな。……もっと反対すりゃいいのに」

　思わず、ちっと舌打ちすると、明仁は酷ひどいなと苦く笑しようした。




　白ワインをふたりで一本飲み干し、赤ワインを開ける頃ころには程良く酒が回っていた。

「で、俺をこの島に招待するっていう、この馬ば鹿かげたお遊びにいくら遣つかったんだ？」

　酔よいに任せて絡からむと、「ほとんど遣ってないよ。強しいて言えば、料理やハウスキープを教えてくれた人達にお礼をしたぐらいかな」と明仁が答える。

「噓うそつけ。自家用ジェットやらヘリコプターやら旅行会社を使うのに、かなり遣ったはずだろ？　ここに水やら食料やらを運び込むだけでも大変だったはずだ」

「ああ、それは企き画かく発案者の叔父おじが率そつ先せんしてやってくれたから、僕はほぼノータッチなんだ」

「企画発案者って、この馬鹿げた旅行の？」

「うん。……まあ、君との件をちょっと相談したら、だったら本当に無人島でふたりきりになればいいって言いだしちゃって……。あ、もちろん、一足飛びに親しくなるにはいい案かなと僕が同意したから計画が発動したんだよ」

「その叔父さんって、どんだけ金持ちなんだよ」

「さあ？　具体的な数字は知らないな。でも、叔父もさほど遣ってないと思うよ。自家用ジェットは叔父の友人がただで貸してくれたみたいだし、ヘリコプターや食料は映画会社持ちだったみたいだし」

「自家用ジェットをただで貸す友人？」

　そういう友人がいるってだけでも、なんだかもう想像外の世界だ。

「アラブ系の人らしいよ。で、実は、一ヶ月後ぐらいからこの島で映画の撮さつ影えいが始まるんだ。そのためのセットの設営なんかがちょうど一週間後ぐらいからはじまるから、そのための屋や敷しきの手入れやら食料の搬はん入にゆうを、この計画のためにちょっとだけ早めてもらったんだよ」

「叔父さんって、なにやってる人？」

　明仁の情報を勝手に耳に流し込んでくれた女友達からは、明仁の叔父の情報は一切入ってきていない。ということは、さほど有名ではないのだろうなと思いつつ聞いてみる。

「小説家だよ」

「へえ、どんな話を書いてるんだ？」

「あんまり……聞かないほうがいいと思うけど」

　明仁が微び妙みように気まずそうな顔をする。

「その顔からして、スプラッタかホラー？」

「ん～、スプラッタ満まん載さいの、ホラーミステリーって感じ？──アメリカ留学中にたまたま書いたテレビのスリラー物の脚きやく本ほんが当たってね。それに気をよくして書き上げた処女小説がこれまた大当たりして映画化って流れで……。アメリカンドリームを地で行ってるような人なんだ」

「日本人小説家で、そんな有名な人っていたっけ？」

「ダーレン・オースティンっていうペンネームで書いていて、日本人だってことは公表してないから……。親族も、小説の内容が内容だけに、叔父の存在をおおっぴらにはしたくないみたいで箝かん口こう令れいを敷いてるんだ」

「変わり者ってことか」

「まあ、そうだね。処女小説の舞ぶ台たいになった屋敷を建てるためだけに、この無人島を手に入れたぐらいだし……」

「小説の舞台って……。その……スプラッタ満載のホラーミステリーの？」

　おそるおそる聞くと、明仁はやっぱり気まずそうに頷うなずいた。

「うわっ。……あ、でも、そうか。隠かくし通路や覗のぞき穴あななんて、普ふ通つうの映画を撮影するのに使わないか。──あ、じゃあ、ここで撮影する映画って？」

「叔父の処女小説のシリーズ四作目だね」

「……恐きよう怖ふ映画系でシリーズ四作目って、そこまでシリーズ重ねるのって珍めずらしいよな？　もしかして、あれか。あの……Growグロウとかって奴やつ？」

　定期的にテレビから流れてくるＣＭから必死で目をそらしていたせいで、余計に印象が強く残ってしまっているそのタイトル。

　無人島の豪ごう華かな屋敷に招待された客達が、次々に起こる残ざん虐ぎやくな殺人事件に巻き込まれて、助かるためになんとか犯人を捜さがそうとする話だと噂うわさで聞いている。

　でもって、その犯人はとっくの昔に恨うらみを残して死んだ悪あく霊りようで、客の中の誰だれかに取とり憑ついているとかいう設定だったはずだ。

「そ、その舞台がここだって？」

　和志は思わずきゅっと身を縮めて、ぞわぞわっと鳥とり肌はだを立てた。

「よりによって、なんてとこに俺を連れてくるんだよ！」

「あの映画のマニア達には、この島や屋敷は聖地扱あつかいされてて有名なんだけど、スプラッタ嫌ぎらいな君があの映画を見るわけがないし、言わなきゃわからないだろうなって思ったもんだから……」

　ごめん、と明仁も小さくなって肩かたを竦すくめた。

　その本当に申し訳なさそうな態度に、和志の鼓こ動どうがまた不規則になる。

（いや……違ちがうって……。これは怖こわいからだ）

　自分の心の動きに不ふ穏おんなものを感じた和志は、無む理り矢や理りにそう言いきかせた。

　なんとか気を取り直し、小さくなったままの明仁を睨にらみつける。

「この屋敷は小説を書いた後に建てたものなんだよな？　この屋敷ありきで、小説を書いたわけじゃないよな？」

「あ、うん。そうだよ。小説を書く際に、詳しよう細さいな屋敷の見取り図を作ってたとかで、その設計図を元にここを建てたって聞いてるから、間ま違ちがいなくこっちが後だね」

「撮影中に事故が起きて人が死んだとか、行方ゆくえ不明者が出たとかって話は聞いてないか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、ないよ。事件的なものは、撮影後に詐さ欺ぎ罪で逮たい捕ほされた俳優がいたぐらいだね」

「そうか……。なら、許す。──つまり、ここはあれだろ？　テーマパークみたいなもんだと思えばいいんだ」

「うん、そう。そうなんだ」

　自分に言いきかせるようにそう言った和志を、まるで応おう援えんするように明仁が深く頷く。

「よし、じゃ、そういうことで決まりだ。──っていうか、今回の件の諸悪の根源は、その叔父なんだな？」

「諸悪の根源って……」

「だってそうだろ？　こんな非常識な計画を発案して、俺をここに呼びよせる実質的な段取りまでして、おまえを唆そそのかしたんだからさ」

　この計画のことを責めたとき、明仁が妙みように他人ひと事ごとみたいな感じで受け答えしていたのも、自分が発案者じゃなかったからだと思えば納得だ。

「唆されたっていうか……。これで君と少しでも近づければって、僕自身もけっこう乗り気で準備してたから、やっぱり共犯だよ」

「ちっ、けっきょくは、世間知らずのお坊ぼつちゃまってことか」

「う～ん、またまた直球だね」

「だってそうだろ？　うまい話には裏があるってのは世間の常識だぜ。おまえ、もっとしっかりしないと駄だ目めだぞ」

「そうだね。わかった。これからは気をつけるよ」

　はっぱをかける和志の声に、明仁は妙に嬉うれしそうに頷いていた。







　テレビやパソコン等がないと夜は案外長いものだ。

　用意されたものをあらかた食い尽つくした後、まだ部屋に戻もどる気になれなかった和志は、明仁に誘さそわれるまま屋敷の遊ゆう戯ぎ室に行くことを承諾した。

「世界各地のボードゲームやカード類、ビリヤードとダーツにピンボール台もあるよ」

「ビリヤードがいい。やろうやろう」

　和志は開けたばかりの赤ワインとグラスを手に乗り気で立ち上がった。

「和志くん、まだ飲むの？」

「あったりまえだろ。こんな美味うまいワイン、普ふ段だんは飲めないんだ」

「だったら、つまみを用意しようか？　チーズとかナッツはどう？」

「甘いもののほうがいい」

「ああ、それならチョコレートケーキとチーズケーキを用意してあるよ」

　どっちにする？　と聞かれたので、当然両方と答えた。

「わかった」

　明仁は冷蔵庫から二種類のスクエアな形のケーキを取り出すと、広い作業台の上で食べやすいよう一口大のサイズにカットしていく。

「これもおまえが作ったのか？」

　和志は酔よいでふらつく身体からだをぺたっと明仁にもたれかからせながら聞いた。

「いや、これは一流ホテルから冷れい凍とうされてるものを取り寄せたんだ。さすがにパティシエに修しゆ業ぎように行く時間的余よ裕ゆうがなかったからね。でも味は保証するよ。──あの、和志くん？」

「なんだ？」

「ちょっとあの……近すぎるような気がするんだけど」

　和志は、明仁の首筋が微かすかに赤くなっているのを見て、明仁を杖つえ代わりにしている今の自分の体勢のことを言われているのだと気づく。

「ん？　ああ、気にするな」

「気にするなって言われても……。これって、例の誓ちかいに抵てい触しよくしないのかな？」

「それは大丈夫。俺が自分でやってることだからな。でも、逆は駄目だぞ」

「……生殺しだね。まあ、この状態でもけっこう嬉しいけど」

「こんなんで嬉しいのか？」

　和志自身は、小こ柄がらなのと可愛かわいすぎる顔立ちのせいか女性達から警けい戒かい心しんを持たれることがほとんどなく、普ふ段だんから彼女達との距きよ離りが近いせいもあって、淡あわい恋こい心ごころを抱いだいたことのある相手であってもこの程度の距離感でドキドキするということはなかった。

　そのせいもあって、明仁のこの反応はちょっと興味深かったりする。

「じゃあ、これでどうだ？」

　試しに明仁の身体に腕を回して抱きついてみる。

　明仁は首筋を赤くしたまま、軽く硬こう直ちよくしたようだった。

「う……。そりゃもう凄すごく嬉うれしいよ」

「変な奴やつ。……あれ？　おまえって、もしかして着やせするタイプ？」

　服の上から触ふれる身体は、案外がっしりしていて筋肉質のように感じられる。

　ぺたぺたと服の上から堅い身体に触れていると、ケーキナイフを置いた明仁に、その両手首をがっしりと摑つかんで止められた。

「お願いだから勘かん弁べんして」

「くすぐったかったか？」

　酔よいもあって悪戯いたずらっ子気分になっていた和志が顔を覗のぞき込むと、明仁は真っ赤になったまま泣き笑いっぽい複雑な表情になっている。

「いや、そうじゃなくて……。その……誓ちかいが守れなくなりそうで怖こわいかなって……」

「絶対に守れよ？　俺おれ、スプラッタ嫌ぎらいなんだから」

　本気で困こん惑わくしている明仁に和志がからかい半分で威い張ばって言うと、「努力するよ」と、明仁は真っ赤になったまま生き真ま面じ目めに答えた。







　遊戯室ではビリヤードをするつもりだったのだが、酔ってフラフラする状態ではうまくボールをショットできなくて断念した。ひとしきりピンボールマシンで遊んだ後、けっきょく大人しく椅い子すに座って、ボードゲームの中でも一番単純なオセロをすることにした。

　その間も和志は、飲まなきゃ損とばかりにワインをがぶ飲みし続け、オセロを一勝負終えるより先に泥酔してしまった。

「大丈夫？　君が嫌いやじゃなければ、抱き上げてベッドまで連れていくんだけど」

「それだけは、絶対に嫌だっ！」

　それでも、さすがにふらふらしてひとりでは歩けなかったから、明仁を杖代わりにしてしがみつきながら、苦労して自分の部屋に戻った。

「あ～、やっとベッドだぁ」

　酔いで自由が利きかない身体を、和志はドサッとベッドに投げ出す。

　その際、明仁の服を摑つかんだままだったせいで明仁も巻き込まれ、まるで和志に上から覆おおい被かぶさるような姿勢になってしまった。

「ご、ごめん」

　鼻が触ふれ合うほどの至近距きよ離りでふたりの視線が合う。

「いいよ～、別に……。──あ～、こうして見ると、おまえって、やっぱキレーな顔してるよな」

　狼狽うろたえる明仁の服をがっしり摑んだまま、間近に迫せまった顔を眺ながめて和志は呟つぶやく。

「そう？　君に外見を誉ほめてもらえるとは思わなかったよ」

「なんで？　だってキレーじゃないか。男相手にこんだけ至近距離で顔見ても不快感ないのって、けっこう珍めずらしいぜ」

　切れ長の色気のある目とすっきりとした鼻び梁りよう、秀ひいでた額に温おん厚こうそうな微笑ほほえみを浮うかべる唇くちびる。

　面おも差ざし自体は優やさしげなのだが、切れ長の目に宿る理知的な光に確かつ乎こたる意志を感じさせる。

　才能と家いえ柄がらに恵めぐまれ、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんの人生を送って来たお坊ちゃま。

　なんの苦労もなく育ってきたからこそ、いつもおっとりとした微笑みを浮かべていられるんだろうと半ば小こ馬ば鹿かにしていたが、この二日間の話を聞いた限りじゃ、笑え顔がおの下でそれなりに悩なやみも葛かつ藤とうもあったようだ。

（もっと早く話を聞いてやりゃよかったんだなぁ）

　毛け嫌ぎらいして、避け続けてきた期間を惜おしく感じてしまうのはどうしてだろう？

　じいっと眺めていると、ふいっと明仁が顔ごと脇わきを向く。

「そろそろ、放してくれないかな」

　そう言った直後、和志の目の前で明仁の喉のど仏ぼとけがつばを飲み込んだかのように上下する。

（ああ、そっか……。こいつ、俺に惚ほれてるんだっけ……）

　今さらだが、その事実が急に腑ふに落ちた。

　だからこそ、この体勢は気まずいのだろう。

　ベッドの上で惚れた相手とふたりきりだなんて、さあ欲よく情じようしてくれと言わんばかりのシチュエーションだから……。

　明仁が自分に惚れているという事実は、それまでの和志にとって厄やつ介かい事で面倒なことでしかなかった。

　こっちは迷めい惑わくしているにも拘かかわらず一方的に慕したわれているという関係だったから、心理的な面では上位に立てているような気分になって、偉えらそうな態度を取ったりもしていた。

　子供じみた優ゆう越えつ感にちょっと浸ひたってすらいたような気がする。

「なあ、こうしてると、やっぱ変な気分になってくるもんなのか？」

　服をぎっちり摑んだまま聞いてみると、明仁は本当に困った顔になる。

「わかってるんなら、服を放してよ」

　そう言われて、和志はちょっと困ってしまった。

「なんでだろ？　なんか、放したくねぇんだけど……」

　なんでだと思う？　と聞くと、明仁は困った顔のまま正面を向いた。

「酔ってるからかな？」

「……かもな」

　今日はけっこう楽しかった。

　贅ぜい沢たくに時間を使って、のんびり海で遊んで、楽しく酔っぱらえた。

　この楽しい時間を、まだ終わらせたくない。

　もうちょっとだけ、明仁と一いつ緒しよにいたい。

　もっと楽しい時間を過ごしていたい。

（ちょっとだけ……）

　酔よいにまかせて悪戯いたずら心を起こした和志は、ぐいっと明仁の服を強く引っ張った。

　同時に、軽く首を上げて、降りてきた明仁の唇を唇で受けとめてみる。

「……ちょっ」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、ふたりの唇が触れた。

　和志の唐とう突とつな行動に、明仁は狼狽え耳を赤くする。

「今の、イエローカード？」

「まさか。俺が自分からしたんだから、カードは切らねぇよ」

「やっぱりわざとだったんだ。突とつ然ぜん、いったいどうしたの？」

　今のをどう判断したらいいかわからないのだろう。

　明仁は酷ひどく混乱しているようだ。

　耳が赤くなっているのがなんだか可愛く見える。

「ちょっとした悪戯心。キスしてみたくなっただけだ」

「してみたいって……。もしかして、和志くんって酔うとキス魔まになるの？」

「だとしたらどうする？」

「できることなら、その酒さけ癖ぐせを出すのは僕の前だけにして欲しいかな」

「俺のキスを独どく占せんしたいってか？」

「それもあるけど……。なんの気もないキスをあちこちで乱発されたら、君に本気で恋こいをしている僕が可哀かわい想そうだろう？」

「ああ、なるほど。安心しろよ。これ、酒癖とかじゃないから……」

「酒癖じゃないの？　だったら、なんで？」

「さあ？　なんとなく？」

「なんとなくって……。なんとなくで、僕にキスしてみたくなったってこと？」

　危ないことするなぁ、と明仁が呟く。

「危ないのか？」

「そう思わない？」

「思わない……みてぇだな」

　昨日までは確かに危ないと思っていたのだが、今は全然平気だ。

　目の前にいるこの男が約束を破るとは思えない。

　というか、約束などしなくとも、自分が本当に嫌がるような真似まねはしないだろう。

「信しん頼らいしてくれたってことかな？」

「……かな？　酔っぱらってるから、よくわかんねぇや。明日には忘れてるかもしれないしな」

「今だけの期間限定か……。──だったら、あの……もう一回だけでいいから、悪戯心を起こしてみてくれないかな。というか、僕からキスさせて欲しいんだけど」

「おまえから？」

「うん。君の嫌がることは絶対にしないから……」

　どう？　と聞かれて、和志はすんなり頷うなずいた。

「いいけど……。あ、でも、舌は入れんなよ」

「わかった」

　蕩とろけそうな笑みっていうのは、きっとこういう感じなんだろう。

　そう思わせるような顔で、明仁が本当に嬉うれしそうに微笑んだ。　>>>♥

　すぐにキスしてくるかと思いきや、明仁は至近距離から和志の顔を覗のぞき込んでくるばかりで、唇を触れ合わそうとはしない。

　その代わりのように、そうっと手の平で頰ほおに触れてくる。

（顔を撫でていいとは言ってねぇのに……）

　でも、大きな手の平は温かくて気持ちいい。

　まるで、ちょっとでも力を入れたら崩くずれてしまいそうな壊こわれ物を扱あつかうような繊せん細さいさで触れられるのは、くすぐったいけど不思議と安心感もある。

（ちょっと湿しめってる）

　さて、緊きん張ちようしているのか、それとも欲情しているのか……。

　欲情されているのかもしれないと考えてみたが、やはり嫌な感じはしなかった。

（酔ってるからだよな）

　頰を撫でる手の平の心地ここち好よさに、眠ねむ気けすら誘さそわれる。

　眠ねむくてキスしてくるのを待っていられなくなった和志は、ふあっと小さくあくびして、ごく自然に瞼まぶたを閉じた。

「……和志くん？」

　返事をするのが億おつ劫くうで黙だまっていると、唇にそっと明仁の唇が押し当てられた。

（ホントに触ふれるだけだ）

　その誠実さが好ましい。

　明仁に対してなんの警けい戒かい心しんも感じていない自分を不思議に思いながら、和志はそのまま深い眠りに落ちていった。




「和志くん？」

　もう一度そっと呼びかけても、和志はまったく反応しなかった。

　うっすらと開いた唇からは、すうっと気持ちよさそうな寝ね息いきが零こぼれている。

「寝ねちゃったか……」

　和志は酷く酔っているようだった。

　今の一幕が、明日になっても記き憶おくに残っているか微び妙みようなところだ。

（酔った勢い……だったんだろうな）

　たとえそうだとしても、顔を見るなり警戒心を露あらわにしていた頃ころから比べれば格段の進歩だ。

　和志からはアホかと怒おこられそうだが、叔父おじに唆そそのかされるまま今回の計画にゴーサインを出してよかったと本気で思う。

（後は、僕に笑え顔がおを向けてくれたら最高なんだけど……）

　和志の周囲の女性達は、和志は普ふ段だんから滅めつ多たに笑わず、いつも生き真ま面じ目めな顔をして、冷静に受け答えするばかりだと言っていた。

　そんな和志が口元を緩ゆるめるのは、美味おいしい物を食べたときだけ。

　ほんの一瞬、にこっとするその顔がもの凄すごく可愛かわいいから、しょっちゅう食事に誘っているのだと……。

　だから明仁は、この二ヶ月料理の腕うでを磨みがくことだけに専念してきたのだ。

　その甲か斐いあって、何度か、その貴重な笑顔に遭そう遇ぐうすることができた。

　予想どおり、実に可愛かった。

　ひとつ望みが叶かなうと、次を望みたくなる。

　もっとその顔を見せて欲しい。

　できれば、自分に向かって笑いかけて欲しいと……。

「それって、無理な願いなのかな？」

　寝ね顔がおに聞いてみたが、当然返事はない。

　その無防備すぎる寝顔に誘われるように、明仁は和志の唇くちびるに唇をただ触れ合わせた。







　　　　３







　三日目、目が覚めたら地じ獄ごくだった。

（……死ぬ）

　二日酔よいで頭はガンガンするし、胃もちょっとムカムカする。

　だが、それ以上に和志を苦しめるのは昨夜の記憶だ。

（なんで俺、あんなことしたんだ？）

　自分に惚ほれているとわかっている相手に、こっちからキスをするなんて……。

　酔いにまかせての悪戯心みたいなものだったとしても、あのときの自分は、明仁から好かれているという事実を間ま違ちがいなく好ましいと感じて楽しんでいた。

　同じ気持ちを返せるわけでもないのに……。

（気を持たせるだけなんて、どんな悪女だよ）

　うわ～っと広いベッドの上を転げた途と端たん、二日酔いの酷ひどい頭痛に襲おそわれて、そのまま頭を抱かかえて動けなくなる。

「ううぅ……。サイアク」

　更さらに嫌いやなのは、明仁からのキスを許してしまったことだ。

　あのときの和志は、明仁が絶対に自分の嫌がることはしないと確信していた。

　確信して、そして試ためしたのだ。

　自分の確信が正しいかどうかを……。

（でもって、明仁の忍にん耐たい強づよさに甘えたんだ）

　だが、試すまでもなくすでに確信して甘えきっていたから、明仁が行動を起こすと同時に安心しきって眠りに落ちてしまった。

　その確信が正しかったことは、目覚めたときの自分の様子で証明されている。

　無防備に寝てしまった自分に、明仁は手を出さずにいてくれたのだから……。

「あいつに会ったら、どんな顔してればいいんだ？」

　自分がやらかしてしまったことが死ぬほど恥はずかしい。

　と同時に、自分の確信が正しく、明仁が誠実であったことがもの凄く嬉しかったりもする。

　羞しゆう恥ち心しんから顔をそらせば逆に向こうも意識してしまうだろうし、嬉しさのままにニコニコしていたら、妙みような誤解をされることにもなりかねない。

「あー、もーどーしよー」

　うわ～っと、またベッドの上を転がって、また二日酔いの頭痛に襲われて頭を抱えていると、ためらいがちに部屋のドアをノックする音がした。

「……和志くん」

　そうっとドアを開ける音がして、明仁が呼びかけてくる。

「もう十二時過ぎたんだけど、まだ起きられない？」

　心配そうな声に、「うぅ……無理」と呻うめきながら答えたら、明仁が部屋に入ってきた。

「やっぱり二日酔いか。さすがにワインをひとりで二本も空けたらそうなるよね。遊ゆう戯ぎ室に移動した後のこと覚えてる？」

「オセロしたのは覚えてる。…………途と中ちゆうまで」

（ってことに、しておこう）

　昨夜の一幕を覚えていないってことにすれば、妙な意識をすることもない。

「……だろうね。──二日酔いは頭痛かな？　それとも吐はき気？」

「頭痛……とちょいムカ」

「じゃあ胃薬と頭痛薬を飲むといいよ」

　そう言われると同時に、和志は明仁にぐいっと抱だき起こされた。

　急に動いたせいで、頭がズキズキしてムカムカする。

「……頭痛い！」

「少しだけ我が慢まんして」

　口を開けてと言われて、パクッと開くと錠じよう剤ざいが数粒つぶ口の中に放り込まれる。

「ほら、水。ひとりで飲める？」

「ん」

　頷うなずきながらも、口元に寄せられたグラスに唇だけを寄せた。

　自分ではグラスに触れることなく、明仁がグラスを傾かたむけて飲ませてくれるのに甘える。

（……俺、なにやってんだ？）

　身動きするのも辛つらいほどの二日酔いなのは事実だが、だからと言ってこんな風に明仁に甘えるなんて変だ。

　ついでに言うと、明仁の態度も昨日までとは明らかに違ちがう。

　昨日までは極力触れないように気を遣つかっていたのに、今はなんのためらいもない。

　そして、それを当たり前のように受け入れている自分……。

（ヤバイ。ヤバイって……）

　イエローカードが溜まりつつあるのは自分のほうじゃないか？

　和志はひとりで密ひそかに焦あせっていた。




　すでにお昼ご飯の時間だったが、さすがに食べられそうもなかった。

「しじみ汁じるを作ってみたんだけど、汁しるだけでも飲んでみない？」

　温かなしじみ汁をじっくり飲んでいるうちに、徐じよ々じよに薬が効いてきたようで頭痛が治まってくる。調子に乗ってお粥かゆも食べたが、さすがに一いつ杯ぱいしか食べられなかった。

「ごちそうさん。美味うまかった。──おまえはもう食ったのか？」

　食後のアメリカンコーヒーを飲みつつ聞いてみる。

「遅おそめの朝食をいただいたよ。──それで、今日はどうする？　また海で遊ぶ？」

「ん～、さすがに二日続けては飽あきるな」

「じゃあ、クルーザーで外洋に出て、釣つりをするのはどう？」

「……クルーザー？　ないって言ってなかったっけか？」

　目を眇すがめて眺ながめると、明仁は「実はあるんだ」と気まずそうに呟つぶやいた。

「来たそうそう帰られるのが嫌だったから、つい噓うそを……。怒った？」

「ちょっとな。……でもま、もういい」

　噓までつかせた原因の一いつ端たんが自分の意固地さにあるのもわかっているし、ここに滞たい在ざいしたお蔭かげで明仁に対する悪い先入観も消えた。

　そんなこんなと相そう殺さいすれば、本気で怒おこるほどのことでもないと思えるから不思議だ。

「よかった」

　初っぱなの噓をずっと気にしていたのか、明仁は本気でほっとしているようだった。

「でも、クルーザーなんて、どこにあるんだよ」

　ヘリコプターで上空から見た限りでは、港やドックらしきものは見当たらなかった。

　不思議に思って聞くと、明仁はまたしても気まずそうな顔になった。

「叔父おじの趣しゆ味みで、ちょっと見たぐらいでは気づけない場所に隠かくされてるんだ」

「……例の小説の中で、この島に誘さそい込まれた犠ぎ牲せい者しや達が逃にげ出せないようにってか？」

「まあ、そういうこと」

　屋や敷しきの反対側の入り江えの奥に、ひとめ見ただけでは気づかれないようにカモフラージュされたドックがあって、そこに小型のクルーザーがあるのだと明仁は言う。

「船せん舶ぱくの一級免めん許きよを取ってるから、運転には問題ないよ。安心して」

　どうする？　と聞かれた和志は、止めとくと答えた。

「さすがにこの体調じゃ、クルーザーに乗ったら酔いそうだ」

「それもそうか……。じゃあ、今日は一日休養日にする？」

「いや、そこまで具合悪くないし……」

　折せつ角かくの休きゆう暇かを寝ねて過ごすのはもったいない。

「そうだな。テーマパークでも見学すっかな」

「テーマパーク？　この近辺の島には、そんなものないけど……」

「あるじゃねぇか」

　ここに、と和志は人差し指をくるっと回して、いま居るこの屋敷を指し示した。




　スプラッタやホラーは嫌きらいだし、遊園地にある悪あく趣しゆ味みな仕し掛かけが施ほどこされた幽ゆう霊れい屋や敷しきも本物が紛まぎれていそうで嫌いだ。

　だが、ここはサスペンスホラーの映画の舞ぶ台たいとして作り上げられているだけだ。

　映画の舞台にもなっているという特とく殊しゆな建物に素す泊どまりするだけってのも芸がない。

（みんなへの土産みやげ話ばなしにもなるしな）

　屋敷内の仕掛けを見せろと明仁に言ってみたら、ちょっと困った顔をされた。

「この屋敷だけ見てもあんまり面おも白しろくないと思うよ。その前に、ここを舞台に撮とられた映画を見たほうがいいんじゃない？」

　映写室にシリーズのＤＶＤがあるよと言われたが、そんなの冗じよう談だんじゃない。

「この俺に、スプラッタなホラーサスペンスを見ろって？」

「怖こわいんなら、手を繫つないでいてあげるけど？」

「あげるだと？　なんで、この俺がおまえに手を繫いでいてもらわなきゃならないんだよ？」

　絶対に見ないと宣言すると、やっぱり駄だ目めかと諦あきらめた明仁は屋敷の見取り図を持ってきた。

「基本的に一階にはあまり仕掛けがないんだ。あるのは二階だね」

　とりあえず階段昇のぼろうかと、ふたりで中央にある緩ゆるやかなスロープを描えがく階段を昇って行く。

「とりあえず、二階で一番大きい部屋に行こうか？」

　案内されたのは、談話室らしき広い部屋。

「作品の登場人物達は、基本的にこの部屋に集まっていることが多いんだ。だから必然的にここは隠しカメラや隠し通路なんかの仕掛けが一番多い」

「隠し通路って、どこだ？」

「あの本ほん棚だなの向こうだよ」

　これか？　とけっこう大きめの本棚を押してみたが、当然ピクリとも動かない。

「本を全部出さないと駄目か。面めん倒どうだな」

「本を動かす必要はないんだ。向こうのコレクション棚だなの一番下の段にスイッチがあって、それを押すと向こうの本棚が脇わきにスライドする仕掛けなんだよ」

　やってみようか？　と明仁が、ガレらしき花か瓶びんやベネチアンガラスの年代物らしきゴブレットが並べられたコレクション棚の鍵かぎを開け、扉とびらを開いてスイッチを押す。

　すると、鈍にぶい電動音と共に、ゆっくりと本棚が脇にスライドしていく。

「おおっ、電動かよ。本格的だな」

　こりゃ面白いと、和志は徐々に見えはじめた通路に首を突つっ込んでみた。

　本棚が移動すると同時に灯あかりがつくシステムになっているようで、部屋の壁かべに沿そうように作られている通路が長く続いている。

「これ、どこに出るんだ？」

　やっとテーマパークらしくなってきたと浮うき浮きして、和志は人ひとり通るのでやっとの通路に足を踏ふみ入れた。

「あっ、待って和志くん！　ひとりで行ったら駄目だよ！」

　後ろから明仁の呼び止める声が聞こえたが、そんなの聞いちゃいない。

　楽しい気分のまま小走りで通路を走っていると、不意に身体からだが宙に浮いた。

「──うわっ!?」

　足元の床ゆかが抜ぬけて、ふうっと身体が自然落下していく。

　そして次の瞬しゆん間かんには、ぎっしり分厚く敷しき詰つめられたスポンジ状のクッションの上にズボッと落ちていた。

　突とつ然ぜんのことに呆ぼう然ぜんとしていると、「和志くんっ!!　大丈夫か!!」と、頭の上から明仁の声がする。

「平気。ってか、俺、リアル落とし穴ってはじめてだ」

　ぶっちゃけ、ものっ凄すごく面白かった。

　ふうっと身体が宙に浮いた瞬間の、全身の毛穴がきゅっと締しまるような緊きん張ちよう感かんがたまらない。

「なにこれ、どういう仕組み？」

　和志は、浮き浮きしながら、落とし穴の壁に設置されているはしごをぐんぐん上る。

「四十キロ以上の加重が掛かかると、床が抜ける仕掛けがしてあるんだ。……叔父原作の映画だと、この穴の底には、クッションじゃなく、太くて長い釘くぎがあって、犠牲者を待ちかまえてるってことになってるんだけどね」

　もしものことがないよう、普ふ段だんはこの通り安全策がとられているのだと、明仁が言う。

「さすがに悪趣味だなぁ」

　通路に戻もどった和志は、呆あきれながらも、もう一度自分から嬉き々きとして穴に飛び込んでみた。

「ちょっ、和志くん!?　なにやってんの!?　大丈夫？」

「へーきへーき」

　びっくりして上から声を掛けてくる明仁に、手を振って答える。

「……でも、やっぱ二回目は駄目だな。不意打ちだった一回目ほど楽しくねぇや」

　残念、ともう一度通路に戻ると、明仁が不思議そうな顔をしていた。

「なんだよ」

「いや……その、君はこういうのが嫌いだと思ってたから」

「んなことねぇよ。俺、ジェットコースターとかフリーフォールは大好きだし」

　機会さえあれば、バンジージャンプだってやってみたいと思っている。

「怖いものが嫌いなんじゃないの？」

「ホラーとスプラッタが嫌いなんだよ。正確に言えば幽ゆう霊れいと血が駄目なんだ。なんつーか、幽霊は常識通じなさそうだろ？　実力行使で排はい除じよしようにも、触さわれそうにないし。そういう得体の知れない感じが嫌いやなんだ。血が苦手なのは、ガキの頃ころにハサミで手を切ったせいだな」

　店や仕事場で遊んでは駄目だと言い聞かされていたが、子供なんて言うのは駄目だと言われればやりたくなるものだ。

　当時五歳だった和志は、大人の目を盗ぬすんで仕立て人達の仕事場に潜もぐり込み、自分が普段使っている紙切りバサミとはまったく違ちがう、大きくて無骨な裁ちバサミを手に取った。それでその場にあった雑誌を切ろうとして、勢いあまってザックリと左手の親指と人差し指の間を自分で切ってしまったのだ。

「ほら、よく見ると、今も傷きず跡あとが残ってるだろ？」

　左の手の平を見せると、明仁は眉まゆをひそめた。

「……本当だ。トラウマになるぐらい深い傷だったんなら、きっと痛かっただろうね」

　可哀かわい想そうに、と幼かった頃の和志に同情してくれている明仁に、大人になった和志は「そうでもないぜ」とあっさり否定した。

「痛いって言うより、びっくりした。変なトラウマになったのは、お袋ふくろのせいだしな」

「お母さん？」

「そ。……出血の多さに驚おどろいてパニックになっちまってさ」

　──こんなに血が出て……大変、どうしよう。血を止めなきゃ大変なことになっちゃう。

　そう言ってパニックを起こしている母親を見て、和志はうっかり勘かん違ちがいしたのだ。

　自分は今、死にそうな大おお怪け我がをしているのだと……。

　そのせいで、血イコール死のイメージが、幼心にくっきり焼き付いてしまった。

「五針ほど縫ぬったけど、実際はそんな酷ひどい怪け我がじゃなくて入院すらしなかったんだけどな」

　誤解は解けても、自分ではコントロールしきれない恐きよう怖ふ心だけは残った。

「なるほどね。ホラーやスプラッタが嫌きらいだと聞いたときは、なんだか君のイメージに合わなくて変な感じがしたんだよ。そういう事情があったんだね」

　またひとつ和志くんのことに詳くわしくなったと、明仁は嬉しそうだ。

「自分から穴に飛び降りる勇気があるってこともわかったし……。それにしても、さっきは本当にびっくりしたよ。君って、突然とんでもない行動に出ることがあるよね」

「そっかぁ？　今のはちょっと年とし甲が斐いもなくはしゃいじまったけど、普段の俺は冷静だろ」

「そうでもないよ。いきなり蹴けり飛ばされたこともあったし、泳いで外洋に出るなんて言ったりもしたし」

「そりゃ全部おまえが悪いんだろうが……」

　泳いで外洋に出ると言ったのは、騙されてこの島におびき寄せられたからだ。

　それに、人前で同性からいきなり告白された上に、頰ほおにキスまでされて、頰を染めて喜ぶノーマルな男がこの世に居るはずがない。

　怒いかりのあまり相手を蹴り倒たおすのはしごく当然のことだ。

「どっちかっていうと、俺のほうが、おまえの突とつ拍ぴよう子しもない行動にびっくりさせられっぱなしのような気がするぞ」

「そう？　それなら、おあいこだね」

　非難したつもりだったのだが、通じていないようで明仁は吞のん気きにおっとりと微笑ほほえむ。

（……ああ、もう）

　あの笑え顔がおを見ると、怒おこる気力がふうっと萎なえるのは何故なぜだろう。

　二日酔よいの名残なごりか、軽い頭痛を覚えた和志は軽くこめかみを揉もんだ。




　二階の仕し掛かけをあれやこれや見て回った後で、最後に地下室に行くことにした。

「地下は……。あんまり行かないほうがいいと思うんだけど……」

　妙みように煮にえ切らないことを言う明仁をせっついて地下に行くと、明仁が何故そんなに嫌がったのか、その理由がよくわかった。

「……おまえの叔父おじさんって、ほんっとーに悪あく趣しゆ味みだな」

　地下に下りてすぐはワインセラーや食料庫、その奥に隠かくし扉とびらがあって、見取り図を手に迷めい路ろっぽい通路を進んで行くと、明らかにＳＭ用とおぼしき部屋や、被ひ害がい者しやを監かん禁きんしておくための部屋が並んでいたのだ。

「おまえにも、この手の趣しゆ味みあったりする？」

　さすがに本気でドン引きする和志に、明仁は慌あわてて首を左右に振ふる。

「ないよ。ないない！　ちなみに、叔父さんにもそういう趣味はないから」

「……こういう部屋を作ってるのに？」

「これは、なんというか子供がプラモデル作るのと似たような感覚なんだよ。遊びのつもりで書いた脚きやく本ほんや小説が売れちゃって、それで儲もうけた大金もまた遊びで遣つかってやろうとしてるだけ……。さっき君がテーマパークって言っただろ？　まさにあんな感じなんだ。──それにね」

　明仁は通路から監禁部屋の中に入ると、壁かべに繫つながれている鎖くさりを両手に取って、ぐっと引っ張って千切った。

「ほら、これってプラスチックなんだ。そこの鉄格ごう子しも全部そうだよ。この屋敷は、ちゃんと危険がないように配はい慮りよされてるんだ。いわば、大人の遊び場なんだよ」

「大人の遊び場ねぇ。……なんかやらしい響ひびき」

「ちょっ、そういう意味じゃないから」

　赤くなった明仁が、首をぶるぶると左右に振りながら狼狽うろたえている。

（こういう顔も悪くないんだな）

　都会で会っていたときの明仁は、いつもおっとりと上品に微笑んでばかりで、どこか作り物じみていて人間味を感じなかった。

　でも、今は違う。

　照れたり、焦あせったり、狼狽えたり。

　少しばかり浮うき世よ離ばなれしたところはあっても、等身大の青年がここにいるという感じがする。

「とにかく、趣味は趣味でも性的嗜し好こうとは関係なくて、知的な遊ゆう戯ぎみたいなものだから……」

　こほんとひとつ咳せき払ばらいした明仁は、気を取り直したように、迷路のように続く通路の先を指差した。

「この先に、君に見せたいものがあるんだ」

「なんだ？」

「見てからのお楽しみ」

　たぶん拷ごう問もん器具の一種なのだろうが、使用済みっぽいペインティングが故意に施ほどこされた器具が置いてある部屋をいくつか通り過ぎ、やがてまるで潜せん水すい艦かんのハッチのように丸いハンドルのついた頑がん丈じような鉄の扉の前に出た。

「当初の予定では、この地下室を通らず、クルーザーで海から入るつもりだったんだけど……」

　二重の鍵かぎを外し、ハンドルを何度か回してから、明仁が自らの体重を扉にかけ、まるで押し出すようにしてゆっくりと分厚い扉を開く。

「──おっ、すげっ、なにこれ。人工の洞どう窟くつ？」

　ここもドアを開けると同時にドアのちょうど上あたりに灯あかりがつく仕掛けになっていて、扉の先に、ゴツゴツとした岩いわ肌はだに囲まれた洞窟が広がっているのが見えた。

「いや、自然のままだよ。君に見せたいのは、この洞窟の先にあるものなんだ」

　足元滑すべるから気をつけてねと言って先導して歩き出した明仁を追って、洞窟の中に足を踏ふみ入れた。ドアの上にある灯りが届かないところまでくると、明仁が持っているライトの灯りだけが頼たよりになる。

「暗いのは平気なんだよね？」

「ああ、全然平気だ」

　そう答えた声が、洞窟内を反はん響きようするのが面おも白しろい。

「なんか探検みたいで楽しいな。──なあ、ここも小説の中に出てくるのか？」

「うん。確か三作目あたりから、ここも小説の世界観に組み込まれてるはずだよ。……ああ、ほら、そろそろ見えてきた」

　言われて前方に視線を向けると、うっすらと明るい光が見えてきた。そこから洞窟が急に狭せまくなり、急なカーブを描きはじめる。更に進んで行くと、唐とう突とつに広く明るい空間に出た。

　そこは洞窟の終着点。

　いきなりドームのように天井が高くなり、その下に、まるで水自体が青く光っているかのようにみえるプール状の深い海が広がっていた。

　周囲を照らす青白い光は、遠くで白く光っている、海への出口から差し込んでくる太陽光が水に反射しているものらしい。

「うわっ、すげ。……これって、もしかして青の洞窟って奴やつ？」

「その通り。確か、海かい蝕しよく洞どうとも言うんだよね。──綺麗だろう？　ちょうど、この時間帯が一番綺麗に光が入るんだ」

　和志は、洞窟の縁ふちで膝ひざを突ついて、海を覗のぞき込んだ。

「……深いな」

　透とう明めい度の高い海水の底に、ゴツゴツした岩肌と白く光る砂がはっきり見える。

　そうっと青く光る海水に手を入れてみた。

「手まで青く光ってるみたいだ」

　ここに来たばかりの日、ヘリコプターから見える空や海の鮮あざやかな青に感動したが、ここの青はまた違う美しさがある。

　輝かがやく紺こん碧ぺきは実に幻げん想そう的で、波の動きによって乱反射する青い光がほの明るく染め上げる洞窟内はまるで異世界のようだ。　>>>♥

「こんな綺麗な海見たの、はじめてだ」

　感動して周囲をゆっくり見み渡わたしていると、「気に入ってくれてよかった」と明仁が嬉うれしそうに微笑んだ。

　その頰ほおにも青い光がチラチラと反射している。

「表の海も綺麗だけど、ここはまた格別だからね。是ぜ非ひ見てもらいたいと思ってたんだ」

「これに関してだけは、素す直なおに感謝してやるよ」

　偉そうに礼を言ってから、和志は着ていたタンクトップを唐突に脱ぬぎ捨てた。

「ちょっ、和志くん、なにしてるの？」

「もちろん泳ぐんだ」

　わざわざ水着を取りにいくなんて面めん倒どうだ。

　なにやら赤くなっている明仁をシカトして、ポイッとスニーカーを脱ぎ捨て、そのまま勢いをつけてざぶっと頭から海に飛び込んだ。

「和志くんっ!!」

　最初は飛び込んだ勢いのまま海に沈しずみ、海水の浮ふ力りよくを感じたところで両手足をゆっくり動かして更さらに深く潜もぐって行く。

（すげー、見た目よりずっと深いんだ）

　海底まで行くのは全然無理っぽい。

　手足を動かすのを止めて、今度は自然の浮力に任せて海上へと浮ういていく。

　見上げた世界は、光る青一色。

　海中から見上げた世界は、より幻想的で明るく美しかった。

「……ぷはっ」

　海上に出て呼吸をすると、「よかった」と明仁の声がした。

「なかなか浮いて来ないから心配したよ」

「海底まで行きたかったんだけど、素す潜もぐりじゃ無理っぽいな」

「そうなの？　僕が以前試ためしたときは、ギリギリなんとか辿たどり着けたけど」

「噓うそ、マジで？」

「本当だよ」

　明仁はおっとりと微笑ほほえんでいたが、微び妙みように得意気な気配が漂ただよってくる。

「よし、こっち来い」

「はい？」

「本当かどうか、実際に試してやる」

　潜せん水すい勝負だ！　と宣言すると、どうやら勝負事は嫌きらいじゃないようで、明仁は嬉き々きとして乗ってきた。

「勝負なら、勝者には特典がつきものだよね？　僕が勝ったら、ひとつお願いを叶かなえてくれないかな？」

「変なこと言いやがったら、イエローカードを切るぞ」

「たぶん、イエローカードまでには至らない願いだとは思うんだけど……」

「とりあえず聞いてやる。言ってみろ」

「日本に帰った後、僕と食事して欲しいんだ」

「食事？」

　そんなん、もうとっくにしてるじゃねぇかと言いかけて、ふと思い出す。

　ここに来るまでは、明仁とは、食事どころか会話もしてなかったことを……。

（……素すで忘れてた）

　この島に来て、たったの三日。

　この急速な馴な染じみっぷりに自分でもびっくりだ。

（これって、ＯＫしたらやっぱまずいよな）

　自分に対して好意を持っているとわかっている相手からの食事の誘さそいに応じるということは、好意そのものを容認することにも繫つながるだろう。

　今までは容認したくなかったから、駄だ目め、無理と話も聞かずにただ一方的に拒きよ絶ぜつし続けてきたのだ。

　だが何故なぜか、今ははっきり断るのに軽い戸と惑まどいを覚えてしまっている。

「……おまえの奢おごりだったら、考えてやってみないこともないかもな」

　妙みように煮にえ切らない返事をした和志に、明仁は嬉しそうな笑え顔がおを見せた。

「考えてみてくれるだけで充じゆう分ぶんだ。拒絶しないでくれてありがとう」

　さて、じゃあ勝負しようかと、おっとり微笑みながら明仁がシャツを脱ぎ捨てる。

（うわっ）

　いきなりまた不整脈がはじまって、和志は思わず明仁の裸はだかの上半身から視線をそらした。

（あれ？　これって……）

　さっき、自分がタンクトップを脱ぎ捨てたとき、明仁も狼狽うろたえてはいなかったか？

　自分に恋こいをしている男と、そっくり似たような行動を取ってしまった。

（もしかして、俺、もう終わってる？）

　和志は海に潜り、火ほ照てっている頰を冷やしてみた。







　けっきょく、勝負は和志の負けだった。

　負けず嫌ぎらいな和志は何度も再戦を申し込んだが、どうしても勝てず、そのうちああだこうだと潜水のコツを教えてもらったりして、最終的には、何故か日本に帰った後にスキューバダイビングを教えてもらうことになってしまっていた。

（……なんでだ？）

　一いつ緒しよに海で遊ぶだなんて、ただ食事を一緒にするより、ずっとディープなつき合いだ。

　とりあえずかかる費用は明仁の奢りってことにして表面上は溜りゆう飲いんを下げることができたが、どう考えてもふたりの親密度が進んでいるのは間ま違ちがいない。

　なのに嵌はめられたという感じがしないのは、不本意ながらも自分がそれを望んでいるからなんだろう。

（三年も拒絶し続けたのに、たかが三日で？）

　我ながら、あまりにもちょろすぎる。

　どうにもこうにも、こればかりは素直に認めることができなかった。




「明仁、今日の夕飯なに？」

　屋や敷しきに戻もどりシャワーを浴びた後、昼にお粥かゆを食べただけですっかり腹が減っていた和志は、自分から厨ちゆう房ぼうに顔を出した。

「海辺でバーベキューだよ」

「んじゃ、俺も手伝う」

　和志は、すぐにできるからねと言う明仁の側に歩み寄った。

「お客様にそんなことはさせられないよ」

「ああ、もうそれ止めようぜ。騙だまされて連れてこられたんじゃなく、友達から別べつ荘そうに招待されたんだってことにしてやるからさ」

「友達に昇しよう格かくしてくれるの？」

　明仁がぱあっと嬉うれしそうな顔になる。

「……してやる」

　たぶん、もうその段階はとっくに踏ふみ越こえてしまっているような気もするが、とりあえず今はそこまで認めてしまいたくはない。

（……ったく、なんで男相手にこんなこと）

　本来、和志はノーマルなのだ。

　段階を踏んで徐じよ々じよにハードルを越えて行かなければ、自分でも自分の気持ちに納なつ得とくできないし、素直に認められそうもない。

「野菜切ってたのか……。肉は？」

「もう切ってあるよ」

「んじゃ俺、それを鉄串ぐしに刺さしてやるよ。あ、エビとかの魚ぎよ介かい類るいも焼いてくれよな」

「大だい丈じよう夫ぶ。もちろん用意してあるよ」

「さすが、わかってるじゃねぇか」

　浮き浮きと材料を用意して、鮮あざやかな夕ゆう陽ひに照らしだされた海辺に移動すると、バーベキュー用の機材や飲み食い用のテーブルなどがきっちり用意されていた。

「さすが、用よう意い周しゆう到とうだな」

「朝のうちにね。君がなかなか起きてこなくて暇ひまだったし……。ああ、そういえば今日は酒は？」

「もちろん飲む！　ただ酒とただ飯は断らない主義だ」

　バーベキューにはビールだろうと、大きなボウルに氷と缶かんビールを沢たく山さん突つっ込んでテーブルの脇わきにセット。炭火を起こして、材料を焼けるようになる頃ころには夕陽も沈しずんだが、明仁が用意していた照明が周囲を明るく照らしていて、初日のような寂さびしい感じはしなかった。

「この照明って、もしかして撮さつ影えい器具の一種？」

「その通り。こんなこともあろうかと、一足先に搬はん入にゆうしてもらってたんだ」

「映画の内容はともかくとして、ここでの撮影、スタッフ達は楽しいだろうな」

　休きゆう憩けい時間は海で遊べるし、この綺き麗れいな自然を眺ながめているだけでもリフレッシュできる。

　きっと、最高の仕事場だ。

「みたいだね。映画の雰ふん囲い気き作りのために、ここでの撮影の楽しい部分は極ごく秘ひ扱あつかいしてるって話だよ」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの映画を撮とっている合間に、スタッフ達が南国の青い海を堪たん能のうしていただなんて、確かに興ざめもいいところかもしれない。

　バーベキューをしながら、ふたりでたわいのない話をした。

　食べて飲んで話して、たまに黙だまり込んで波音に耳をすませる。

　涼すずしい潮風が、酔よいに火照った頰ほおに心地ここちよかった。

「……ご機き嫌げんそうだね」

　ぼけっと月明かりを弾はじく海を眺めていたら、明仁が声をかけてきた。

「まあな」

　微笑ほほえんだまま、視線を海から明仁へと移すと、明仁は何故か眩まぶしそうに目を細める。

「最初はどうなるかと焦あせったけど……。まあ、悪くない休きゆう暇かになったな。意固地になって、余よ裕ゆうがなくなってた自分にも気づかされたし……。──日本に帰ったら、ちょっといろんなことを考え直して、生き方を変えてみるかな」

「その考え直すことの中に、僕は入ってる？」

「入ってねぇよ」

　あっさり正直に答えたら、「そうか……」と露ろ骨こつにがっかりされた。

「おまえのことは、もう考え直し済みだろうが」

　面めん倒どう臭くさいなと思いつつ誤解を解いてやると、明仁がぱあっと嬉しそうな顔になる。

　こんなことが嬉しいだなんて、単純で可愛かわいい。

　軽い酔いのせいか、素す直なおにそう思えた。




　とりあえず腹いっぱいになったので、バーベキュー器具等の後片付けは明日することにして、ふたりして母おも屋やに戻った。

「なんか甘いもの食いてぇな。昨日のケーキ、まだある？」

「あるよ。それ以外にも色々あるから見てみる？」

　厨房に行って、デザート用だという大きな冷れい凍とう庫を開けると、確かに色々揃そろっていた。

「あ～、このソーダアイス、俺がバイトのときによく食ってたやつだ」

　他ほかにも小豆あずきやチョコレートなど、子供向けの定番棒アイスがぎっしり。ここまでされると、もう笑うしかない。

「好きなんだと思ってたんだけど……。もしかしてこれも、発はつ泡ぽう酒しゆと同じパターンかな？」

「だな。どっちかっていうと、俺はもっと濃のう厚こうなのの方が……。──おっ、これこれ、あるじゃねぇか。こういうのがいいんだよ」

　和志が手に取ったのは、某ぼう有名メーカーのストロベリーアイスクリームのワンパイントサイズだ。

「よかった。それ、器うつわに盛るよ」

　寄こしてと伸のばされた明仁の手から、和志はアイスを遠ざけた。

「駄だ目め。この状態のまま、大きいスプーンで食うのがいいんだよ」

「そう？」

「そうだ。絶対そのほうが美味うまいって……。あと、初日に飲んだピンク色のシャンパンないか？」

「あるよ。でも大丈夫？　今からシャンパン一本開けたら、今朝の二の舞まいになるんじゃない？」

「おまえが半分飲めば大丈夫だろ」

「それもそうだね」

　明仁が嬉しそうに頷うなずく。

　和志と明仁は、ワンパイントのストロベリーアイスクリームとマンゴーやマンゴスチンなどの南国フルーツの盛り合わせ、そしてシャンパンを刺したワインクーラーに大きなスプーンとグラスを二個ずつ持って厨房を出た。

　行く先は、和志の部屋だ。

　ばーんと入り口のドアを開け放って灯あかりをつけないまま部屋を突つっ切り、海に通じる掃はき出し窓まどを開けて、ウッドデッキに出る。

「ここで飲むの？」

「ああ。ここなら酔っぱらっても、すぐにベッドまで行けるからな」

　昨夜みたいにヨロヨロふらふらと広い屋敷内を蛇だ行こうして歩かなくても済む。

「それに、こんな綺麗で静かなところにこられる機会なんて滅めつ多たにないだろ。せいぜいこの静けさを楽しむさ」

　さすがにひとりでは、夜のウッドデッキで酒盛りをしようなんて気にはならないが、今は明仁がいるから平気だ。

「それもそうか。今はひとりじゃないし……」

　この島で一晩だけひとりで過ごした経験を持つ明仁も、和志と同じようなことを考えているようだった。

　月明かりの中、明仁がシャンパンを開けて、グラスに注ぐ。

「よし、じゃあ乾かん杯ぱい」

　明仁の持つグラスに、軽く自分のグラスをぶつけてやると、明仁は嬉しそうに微笑んだ。

「乾杯するの、ここに来てからはじめてだ」

「そうかも……。おまえ、そんなのが嬉しいのか？」

「もちろん。とても嬉しいよ」

「変な奴」

　口では非難がましいことを言っていても、明仁に対する好感度が上がったせいか不思議と嫌いやな感じはしない。

　それでもやはり、嫌なこと、気分の悪いことはある。

　ぐいっと半分ほどグラスを空けてから、和志は改まって明仁に話しかけた。

「あのさ、明仁」

「なに？」

「友達ってことにしてやったんだから、もう俺のストーカーはするなよな」

「ストーカーだなんて……」

　和志がアイスクリームを大きなスプーンですくいながら言うと、明仁はなにやら傷ついたような顔をした。

「なに？　自覚なかったわけ？　俺は男だからとりあえず放置してたけど、これが女だったら、おまえのは間ま違ちがいなく警察に相談されるレベルだぞ」

「そんなに酷ひどかった？　君が大学を卒業してからは、バイト先にちょこちょこ顔を出したけど、それでもちゃんと買い物とか用事があるときだけっていうマイルールを決めていたんだよ」

　決して毎日のようにつけ回していたわけじゃないと、明仁が言う。

「……マイルールねぇ」

　大口を開けてアイスクリームを食べながら、和志は呟つぶやいた。

　確かにバイト先の売り上げにかなり貢こう献けんしてくれているのは事実だ。

　そこから給料を貰もらっている身だけに、来るなとは言い難がたい。

「じゃ、とりあえずそれは大目に見てやる。でもな、俺のことをあれこれ周囲に嗅かぎ回るのは止めろよな」

　ビシッと言うと、さすがにそれは思い当たる節があるらしい。

「これからは自重するよ」

　明仁は素直に認めた。

「でも、一応説明させてもらうけど、君のことを積極的に調べようとしたのは、今回に限ってのことだからね」

　今回の旅行で和志がすんなり休みを取れるよう、明仁はバイト先の女性達に協力を求めたのだと言う。

　その際に、なにか和志が喜ぶような情報があればと聞いてみたら、悪のりした彼女達は積極的に和志の食生活に関してリサーチしてくれたのだとか……。

　言われてみると、思い当たる節がある。

　雑談に紛まぎれて、なにが好きかとか、普ふ段だんなにを食べているかとかあれこれ聞かれた。

　ひとりからだけ聞かれていたら変に思ったかもしれないが、複数人からバラバラで聞かれたから特に変だとは思わなかったのだ。

（……彼女達、グループでなにかやらかすの大好きだし）

　きっとこれは楽しいイベントだったことだろう。

「大学時代には調べてなかったっていうのか？」

「うん。君が大学生だった頃ころは、僕に同情してくれた君の女友達が、頼たのまなくてもあれこれ教えてくれてたから……」

「ってことは、あれか。俺と一いつ緒しよか」

　大学時代、和志は、明仁さまのことをもっと知ってあげてと、明仁に同情する女友達連中からあれこれ勝手に明仁情報を吹ふき込まれ続けてきた。

　それと同じように、好きな人の情報を教えてあげると、明仁にあれこれ自分の情報を進んでリークしてたってことだ。

（それだって、明仁だから余計にそうなったんだろうな）

　あの頃の明仁は、女性陣じんにとってはちょっとしたアイドル的存在だった。

　本気で同情していた者もかなり居たし、男同士の色いろ恋こい沙ざ汰たを面おも白しろがっている者もいた。

　この騒そう動どうに一枚嚙かみたいと野次馬根こん性じようを出したり、明仁とお近づきになりたいが故ゆえに和志情報を手みやげに明仁に近づこうとした者もいただろう。

（こいつがイケメンでさえなきゃ、あんな大おお騒さわぎにもならなかったのに……）

　和志が、月明かりに白く映はえる貴公子然とした明仁の顔をジロジロ眺ながめると、その視線が気になったのか明仁はちょっとだけ赤くなったようだった。

「好きな人の情報を教えてあげると言われたら、さすがに拒こばめないからね」

「そんなもんかね」

「そんなものだよ」

　照れ隠かくしのように、明仁がクイッとシャンパングラスを傾かたむける。

　和志は、空になっていた自分のシャンパングラスにお代わりを注いだついでに、明仁にもお代わりを注いでやった。

「おまえも食えよ。溶とけちまうぞ」

「……いただきます」

　黙々と、ふたりでワンパイントのアイスクリームを掘ほり進めて食べていると、不意に明仁が小さく笑った。

「なんだよ。気持ち悪いな」

「いや、ちょっと楽しくて……。ひとつの器うつわから一緒にアイスを食べるだなんて、一週間前には想像もできなかったよ」

「そりゃお互たがい様だろ。そもそも俺は、ここにおまえが待ってるってことすら知らずに、せっせと旅行の準備をしてたんだからな」

　この島で明仁の顔を見たときだって、まさかたった三日でここまで懐かい柔じゆうされるとは思ってもみなかった。

「人生、一寸先は闇やみだ」

「本当に君って酷いな」

　いや、ちょっとどころか、素す直なおには認め難い思いを抱かかえ込むことになってしまった今となっては、先々の見通しすら立たない状態だ。

（でも、まあ、悪い気分じゃないか）

　以前、似たような途と方ほうに暮れる出来事に出くわしたことがあるが、あのときはもっとサイアクだった。

　一寸先どころか、自分が立っている土台そのものが揺ゆらいだのだから……。

「……なあ、明仁」

「なに？」

「おまえってさ、やりたくて画家やってんの？」

「えっと……。それってどういう意味？」

「日本文学が好きなんだろ？　本当はそっちをやりたいんじゃねぇのか？　周囲に乗せられるまま画家になっちまって、惰だ性せいで止められなくなってるだけなんじゃねぇの？」

　画家としての仕事も名声も充じゆう分ぶんにあって忙いそがしいはずなのに、明仁は日本文学の評論や素人しろうと向けの啓けい蒙もう本を出すのを止めない。

　よっぽど好きでなければできないことだろうと、常々思っていたのだ。

「ああ、そういう意味か……。迷ってた時期があるのは確かだね」

「やっぱ、文学のほうがやりたくて？」

「いや、絵を描かくことに対して迷ってたんだよ」

　子供の頃から絵の才能を認められ、高校生の頃にはすでに名のある賞をいくつも取っていて画家としての名声を手に入れていた。

　描いた絵は当然売れる。

　いくつも賞を取り、評論家の評価も高い画家が描いた絵だからだ。

　だが、売れているのは画家としての名だけなのではないか？

　本来の絵の価値を正当に認めてもらえているのか？

　そもそも、自分が子供の頃からちやほやされてきたのは、有名な文化人一族の家に生まれた子供だったからではないのか？

　もしも自分が無名の一家の子供として生まれていたら、注目されることもなく、価値のある賞を貰うこともなかったのではないか？

　一時期、明仁は、そんな不安に囚とらわれたのだそうだ。

「周囲の者に意見を聞いても、耳に優やさしい言葉しか返って来なくて、余計に疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまってね。そうこうしているうちに、絵筆を握にぎることすら怖こわくなってしまって……」

「今はどうなんだ？」

「もちろん、迷いは吹っ切れてるよ」

「どうやって吹っ切ったんだ？」

「君を見習うことにしたんだ」

「俺？」

「そう。仏ぶつ頂ちよう面づらで悪態をつきながら、仔こ猫ねこたちの面めん倒どうを丁てい寧ねいに見ている君を見て学んだんだ。僕も君のように、一本筋の通った生き方をすればいいんだって……」

「具体的にはどんな風に？」

「世間の評価も絵の値段も関係ない。ただ、自分がやろうと決めたことを、望むままにやり続ければいいんだと思うようになった。──で、この現状だよ」

　精力的に絵を描いているし、大好きな日本文学の魅み力りよくを広めるべく啓蒙本も書き続けてもいる。

「君のお蔭かげで、僕は人生を楽しめるようになったんだ」

　おっとりと微笑ほほえみかけられて、和志はちょっと照れ臭くさい気分になる。

「もしかして、それって、俺に惚ほれた時期と重なってるわけ？」

「その通りだよ。だからね。君と出会えたのは、僕にとって本当に福ふく音いんだったんだ」

「俺にとってはとんだ迷めい惑わくだ」

　踏ふみ込むつもりもなかった世界に、すでに片足を突つっ込んでしまっているのだから……。

「和志くんはどうなの？」

「え？」

「実家の呉ご服ふく屋を継つぎたくないんだよね？　なにか他ほかにやりたいことがあるの？」

「それが……」

　明仁の質問は、和志の痛いところをざっくりと突き刺さしていた。

「ない……んだ。大学出るまでにはなんか見つかるだろうと思ってたのに、なかなかピンと来なくてさ。なんていうか……。これだ！　という生しよう涯がいの仕事に巡めぐり会えれば、堂々と家業を継ぎたくないって宣言することもできんだけど……」

　だが、それが見つからない。

　とりあえず、東京で正社員になってしまえば、京都には帰らないと宣言できると思って正社員の口を探してはいるのだが、どこでもいいから正社員になりたいなどという適当な理由が相手側にも透すけて見えるのか、なかなかうまくいっていない。

「ご両親にはまだ宣言してないんだ。──どうして呉服屋を継ぎたくないのか、聞いてもいい？」

「……和服が似合わないからだ」

　明仁の質問に、和志は仏頂面で答えた。

「え、似合うと思うよ。きっと凄すごく可愛かわいいのに」

「呉服屋の主人が可愛くてどうする！」

　和志はざくっと明仁に突っ込みを入れた。

　今はまだいい。不本意ながらも、可愛いのは認める。

　だが、中年になったときの自分を想像すると、心底ゾッとするのだ。

　小こ柄がらでなで肩がたの童顔のおっさんの和服姿なんて絶対に気色悪い。

　和志が屈くつ辱じよく感を堪たえながら絞しぼり出すようにそう説明すると、明仁は「そんなことないと思うけどな」と吞のん気きな調子で言う。

「まあ、本人が嫌いやならしょうがないね。でも、どうしてそれをご両親に言わないの？　君の性格だったら、中ちゆう途と半はん端ぱな状態で足あし踏ぶみなんて耐たえ難がたいことだろうと思うのに……」

　不思議そうな明仁の質問が、また和志の痛いところをざっくりと突き刺す。

「……言えない理由があるんだよ」

「それ、聞いてもいい？」

　なんでおまえなんかに……と言いかけて、止めた。

　明仁が真しん剣けんな目でこちらを見ているからだ。

（ここで誤ご魔ま化かすのはフェアじゃねぇか）

　さっき明仁は、惰性で画家をやってるんじゃないのかという、和志の不ぶ躾しつけで失礼な質問に真ま面じ目めに答えてくれた。

　こちらも、真面目に応じるべきだろう。

「東京に……親父おやじの親友がいるんだ」

　唐とう突とつにそう言った和志に、「うん」と明仁はおっとりと頷うなずいてみせた。

「高たか倉くらさんっていって、子供が娘むすめばっかりで、俺が大学入学のために上京してからは、本当の息子むすこみたいに可愛がってくれてる。息子と酒を飲むのが夢だったんだって言ってて、よくただ酒をご馳ち走そうになってる」

　あれは上京して二年目のこと、いつものようにふたりで飲みに行き、焼鳥屋にはしご酒としゃれこんだ。

　高倉は前後不覚なまでにすっかり酔よっぱらい、つい口を滑すべらせてしまったのだ。

　──あいつが自分の胤たねじゃない子供を育てるって言い出したときはどうなることかと心配したけど、結果オーライだな。おまえが本当にいい子でよかったよ。

　上じよう機き嫌げんでそう告げた彼は、驚おどろいて硬こう直ちよくしている和志を見て、即そく座ざに正気に返った。

　なんとかして自分の失言を誤魔化そうとしたようだが、覆ふく水すい盆ぼんに返らず、もはや手遅れだった。

「……つまり、ご両親の実子じゃないってこと？」

「いや、そうじゃない。母から産まれたのは事実だから……」

「お父さんが違ちがうってことか」

　明仁の静かな声に、和志は頷く。

「俺のこの顔、実の父親譲ゆずりらしいんだ。……小柄なのは母親似だけどな」

　平均的なスタイルに女性を油断させる甘いマスクを持っていたという和志の父親は、最低最悪の遊び人だったのだそうだ。

　優しげなその顔で女の子を引き寄せては適当に遊んで捨てるということを繰くり返していて、当時、東京の短大に通っていた和志の母親も彼に騙だまされた女の子のひとりだった。

　そして彼女が妊にん娠しんしていることに気づいたのは、捨てられた後。

　彼に相談しても俺の子だという証しよう拠こはないと邪じや険けんにされ、母親は誰だれにも相談できずにいた。

　だが、たまたま帰省したとき、かねてから実家の呉服屋で住み込みで働いていた和志の現在の父親が、彼女の様子がおかしいことに気づき、相談に乗った。

　お腹なかの中の命を殺したくない、なんとしてでも産みたいと望む母親の願いを聞いた彼は、自分がその子の父親になると申し出てくれたのだ。

　──誤解のないように言っておくが、それ以前から、あいつは奥さんに惚れてたんだよ。

　だからこそ、助けたいと思ったし、願いをかなえてやりたいとも思った。

　惚れた女の子供ならば、我が子として愛することもできるだろうと……。

　すっかり酔いが冷さめた高倉は、真剣な顔でそう言った。

「ガキの頃ころに俺が手を切ったとき、お袋ふくろが大おお騒さわぎしたのも、たぶんそのせいだったんだろうな。輸血するようなことになったら、血液型で俺の出生の秘密がばれてしまうかもしれないとパニックになってたんだ」

　実際のところ、血液型で事実が知れる心配はなかったから、妙みようなトラウマを植えつけられた和志としては、迷惑この上ない話だ。

「ご両親との関係は良好なんだろう？」

「ああ、そうだな。特に親父は、俺をやたらめったら溺愛してるよ。大学卒業したってのに、フリーター生活で実家に帰ろうとしない息子に、毎月高い仕送りをしてくれるほど激甘だ」

　だが、弟に対してはそうではなかった。

　同じ悪戯いたずらをしても、和志はただ許されて、弟はゴツンと拳げん骨こつで叱しかられて説教される。

　子供の頃は、父親に怒おこられる弟が可哀かわい想そうで一いつ生しよう懸けん命めいに庇かばっていたけれど、成長するにつれて徐じよ々じよに違い和わ感かんを覚えるようになった。

　本当に正しい親子関係は、どちらなのかと……。

「意識してやってるわけじゃないと思う。実子じゃない俺に遠えん慮りよしてるとかでもなく、ただ、本当に大事に思ってくれてるんだ。……自分で言うのはちと恥はずかしいが、親父にとって、俺は天からの授さずかりものってやつなんだよ」

　かねてから惚れていた女と結けつ婚こんするチャンスを与あたえてくれた子供。

　婿むこ養よう子しとなり、家業を継いだ父親は、そうやって手に入れることができた幸せと財産を何倍にもして息子に返そうと思ってくれている。

「その事実は、どれぐらいの人が知っているの？」

「両親と、俺に事実を教えてくれた高倉さん、それと京都の祖父母と、後は血けつ縁えん上の父親の両親ぐらいだな」

「血縁上のお父さんがバラしたの？」

「そうらしい。……生前にな」

「え？」

　京都にある老舗しにせの呉服屋の娘を妊娠させちゃったかも……と、彼は、彼の母親に笑って言ったらしい。

　もしも向こうから正式に苦情を申し入れられるようなことがあったら、条件次し第だいでは婿養子になってやってもいいかなと……。

「条件っていうか、財産次第ってことだったんだろ。最低野や郎ろうだったみたいだからな。……でも、そんなことにはならなかった。俺は無事に両親の子供として生まれたから」

　血縁上の父親が死んだのは、和志が五歳になったばかりの頃らしい。

　相変わらずの遊び人で、定職にも就つかずにふらふらしていた彼は飲酒運転で自じ爆ばく。

　彼を溺でき愛あいし甘やかしていた両親は、そのときになってはじめて自分達に孫がいることを思い出した。

「迷めい惑わくなことに、孫を返せって乗り込んできたらしい」

　その結果、和志の出生の秘密は、京都の祖父母も知ることとなった。

　だからといって、なにが変わるわけでもない。

　我が子、我が孫を手放すわけがないだろうと、血縁上の父親の両親をみんなで追い返してくれた。

　だが彼らは諦あきらめず、幼かった和志を力ちから尽ずくで連れ去ろうとまでしたらしい。

「子供の頃、誘ゆう拐かいされそうになったことがあるって言ってたよね？」

「ああ。どうも、それがそうだったらしいな」

　和志が自力で逃にげた後、弁護士を挟はさんで両家は話し合い、誘拐事件として訴うつたえられ、警察沙ざ汰たになることを恐おそれた向こうの祖父母は和志を取り戻もどすのを諦めたのだとか……。

（諦められるぐらいなら、最初からちょっかい出すなって）

　実に迷惑な話だ。

「ご両親は、君が事実を知ってしまったことに気づいているの？」

「いいや」

　ゆっくりと左右に首をふる。

「高倉さんには黙だまっててくれるように頼たのんである」

「なるほどね。……それで、家業を継つぎたくないってことを言えずにいるわけか」

　すべて納なつ得とくしたように、明仁が頷く。

「君は、ご両親に誤解されたくないんだね」

「……え？」

　さらりとそう言われて、和志は思わずぽかんとしてしまう。

「あれ？　違うの？　自分がお父さんの実子じゃないって知ってることがネックなんだろう？　さしたる理由もなく家業を継ぎたくないと言った後で、それを知っていたってことをご両親が知ったら、弟に遠慮して跡あと継つぎの座を譲ったのかもしれないと誤解される可能性がある。それが嫌いやなんじゃないの？」

「……うん。そう。そうなんだ」

　うんうんと、和志は深く頷いた。

　父親の実子じゃなかったという事実は確かに残念だ。

　だが、だからといってなにも変わらない。

　和志の両親は、あのふたり以外にいないのだから……。

　とはいえ、呉ご服ふく屋という家業は継ぎたくない。

　もしも和志が、自分の出生の秘密を知らないままだったら、遠慮なく自分の気持ちを口にすることができただろう。

　和服を着るのが嫌だから家業を継がないだなんて、そんなの家業を継がない理由になるか、世間知らずの子供の我が儘ままだ、もっと大人になれと、説得されて怒られるだろうが、それでも構わずに自分の気持ちを押し通しただろう。

　だが、もう和志は知ってしまった。

　和志が知ってしまったことを、知っている人もいる。

　家業を継がないと宣言した後で、その事実が両親の耳に入ったら、その後になにが起きるか、想像するのは容易だ。

　きっとあの子は、父親の実子じゃないことを気に病やんで家業を継がないと言っているんだ。

　両親の本当の子供である弟に、家か督とくを譲り渡わたそうと遠慮して身を引いたのだ。

　気き遣づかい、心こころ遣づかい、遠慮に譲り合い。

　日本人の謙けん譲じようの美徳というやつが、絶対に悪い方向に働いてしまうに違ちがいない。

　和志は、それがものっ凄すごく嫌なのだ。

「親父おやじは自分が婿養子だってことを今でも気にしてる。っていうか、たぶん、あれは棚たなぼたでお袋と結婚できたと思ってるんだな。──それが、この問題の一番のネックなんだ」

　だからこそ、母親のはじめての子供、祖父母の初孫である和志に、なんとしても家督を継つがせたいと頑かたくなに思っている。

　自分がいるから和志が家督を継ぎづらいと思っているのかもしれないと、自ら進んで家を出ようとするかもしれない。

「俺が気にしてないことを、絶対に周りは気にするんだ。どうでもいいことなのに、わざわざほじくり返して、勝手に傷つくかもしれない。誤解を解こうとしても、きっとそれすらも両親への気遣いなのだと誤解される。……俺はそれが嫌だ」

　少々甘すぎるきらいはあるものの、いい両親だ。

　弟は生意気だが気に入っている。

　今現在、とてもうまく行っている家族のバランスが、お互たがいを思いやるが故ゆえに崩くずれてしまうのが怖こわい。

　大切な家族が無む駄だに傷つくことはなんとしても避さけたい。

　かと言って、そのために自分が我が慢まんして、望まない道に進むのも嫌だ。

　どうしたらすべてが丸く収まるのか、それがわからない。

　わからないまま、和志は中ちゆう途と半はん端ぱに東京に留まりフリーター生活をしている。

　日々に追われているうちに、いつの間にかただ意固地になって、現状を維い持じすることだけに汲きゆう々きゆうとするようになってしまっていた。

　打開策を見つけようとする気力さえなくなりかけていた。

　ずっと自分ひとりの胸の中に収めてきた気持ちが、後から後から溢あふれてくる。

　明仁は、黙ってそんな和志の言葉を聞いてくれていた。

「君が家族を心配するその気持ち、わかるよ」

　話し終えた後、明仁が静かに頷うなずいた。

「たぶん、残念ながら、それは取り越こし苦労じゃないんだろうな。君のご両親は、夫ふう婦ふとして、互いに遠慮がありそうだし」

「互いに？」

「うん。……お母さんだって、きっとお父さんに遠慮する部分があるんだろうと思うよ。お父さんは、それを無意識に感じ取って余計に気を遣ってるんだろう」

「ああ、そっか……。そうかもな」

　いわば、若わか気げの至りでできてしまった子供を押しつけたようなものだから……。

「でもまあ、それは夫婦間の問題だ。子供が口を出すようなことじゃない。君は、君が幸せになるために生きるべきだ。──まだ先が見えなくても、君が東京に居続けることは間ま違ちがっていないと思うよ」

　下手へたに京都に戻って、中途半端に期待させた方が、後々厄やつ介かいなことになりそうだからねと、明仁は言う。

「それに、僕も君がいてくれて嬉うれしいしね」

「そっか、嬉しいか……」

（……困った）

　嬉しいと思われていることが、素す直なおに嬉しいだなんて……。

　和志は、勝手ににやけそうになる口元を手の平で隠かくした。

（こりゃ、もう駄だ目めだな）

　──誤解されたくないんだね？

　説明するまでもなく、明仁は和志の気持ちをすんなり理解してくれた。

　真ま面じ目めに話を聞いてくれて、共感してくれて、励はげましてくれる。

　そういう相手には、誰だれだって弱い。

　明仁に惹ひかれている自分を自覚していただけに、これはもう止とどめだ。

　これから、時間をかけて飛び越えようと思っていたハードルが、パタパタパタッと勝手に倒たおれて行く。

　障害物はすでになく、ゴールはもう目の前だ。

（……でもなぁ。男同士なんて、色々と大変だよなぁ）

　和志は、最後の最後に辛かろうじて残った世せ間けん体ていにちょっとつまずいた。

　そして、ハタと気づく。

（もしかして、これって、渡わたりに船？）

　そう。呉ご服ふく屋なんて世間体が大事な職業だ。

　あのゴールを越えたら、間ま違ちがいなく呉服屋の跡あと取とりとしては支障が出る。

「よしっ、決めた!!」

　和志はそう叫さけぶと、ぐいっと勢いよくグラスを空にした。

　そして、びっくりしている明仁の顔をビシッと指差す。

「明仁、俺と結けつ婚こんしろ」

「えっ!?」　>>>♥

「おまえとつき合うとなったら、俺には後がねぇ。ゲイだと思われて女に相手にされなくなるだろうし、元々がノーマルだから他の男とつき合うわけにもいかねぇしな。だから、俺とつき合いたいっていうんなら、一足飛びに結婚しろ！」

「け、結婚って養子縁組のことだよね。……また直球だな。嬉うれしいけど、でも、急にどうしたの？」

　明仁は本気でびっくりしたようでとても狼狽うろたえていた。

　月明かりでもその顔が赤くなっているのがわかる。

「男と結婚するとなったら、さすがに呉服屋の跡あと継つぎは無理だろ？　世間体もあるし、跡継ぎは作れないしな」

　下手をしたら勘かん当どうされるかもしれないが、そのときは長期戦で関係改善を図はかるまでだ。

「これで俺の悩なやみは解決だ。一石二鳥だろ？」

　和志は得意気に言った。

　が、明仁は、一転してその表情を硬かたくする。

「和志くん、そういうのはよくない。結婚はもっと真しん剣けんな気持ちでするものだ。悩みを解決するための手段にしたらいけないよ」

　もっと自分の人生を大事にしないと……と、真剣に言われて、和志はむっとした。

「おまえ、俺と末永くつき合いたいって言ったの、あれ、噓うそなのか？」

「噓じゃないよ。今だってそう思ってるし……。でも、君はそうじゃないだろう？　僕は、君に後こう悔かいして欲しくない」

「なんだよそれ。普ふ通つう、好きじゃなきゃプロポーズなんかしねぇっての」

「え、君、僕のことが好きなの？」

「ああ、好きだ」

　倒たおれたハードルはもう遥はるか後方だし、引っかかりもない。

　すんなりと、その言葉が口から出た。

「……本当に？　いつから？」

「たぶん、昨夜ぐらいから……かな？」

「かな？　って、そんな早すぎない？　後で気の迷いだったとか言われたら嫌いやだな」

「自分でもちょろいとは思うけど、本心なんだからしょうがねぇだろ。──大だい丈じよう夫ぶだって。心変わりなんかしねぇから安心しろ」

　嫌いや々いやながらも仔こ猫ねこを拾ったとき、とりあえず里親に引き渡せるようになるまでは自分で面めん倒どうを見ると決めていた。

　そして、実際にちゃんと育てあげ、里親の手に渡すまで責任は果たしたのだ。

「おまえとのことは、一生ものだって決心してる。でなきゃプロポーズなんてしねぇよ」

「即そく断だん即そつ決けつだね。潔いさぎよいな」

　惚ほれ直すよ、と明仁が嬉しそうに微笑ほほえむ。

「ってことは、プロポーズの返事はＯＫなんだな？」

　和志の問いに、「もちろん」と明仁が深く頷うなずく。

「君が君である限り、僕は君を尊敬して、愛し続ける自信があるよ」

「よし、決まりだ。──んじゃ、次は身体からだの相あい性しようを確かめないとな」

「え!?」

　和志は、狼狽える明仁をシカトして、すっくと立ち上がった。




「本当に今からする気？」

　ほらほらとせっついてベッドまで移動している間も、明仁はおろおろしていた。

「今しないでいつするんだよ。この島なら、他人の目や耳を気にせずやれるしでちょうどいいだろ。──それともなにか？　心の準備ができるまで待てってか？」

「そうじゃないけど……」

　和志が、ばさっと潔く上下とも服を脱ぬぎ捨てると、明仁は赤くなって視線をそらした。

　だがその手は自分のシャツのボタンを着々と外しにかかっているから、誘さそいに乗る気は充じゆう分ぶんにあるようだ。

「おまえって、顔だけじゃなく、身体も綺き麗れいだよな」

　青の洞どう窟くつではその裸はだかの上半身からうっかり目をそらしてしまったが、あれは男の身体にセクシャルな魅み力りよくを感じる自分に狼狽えてしまっただけだから、覚かく悟ごが決まった今はもう平気だ。

　むしろ、ちゃんと見て、その身体の魅力を再さい確かく認にんしとこうとさえ思う。

「身長に見あうだけの肩かた幅はばがあって、文化人のわりにけっこう筋肉質だし……」

「画を描かく作業は、けっこう体力をつかうんだよ」

　ふ～んとまじまじ和志が見ると、明仁は恥はずかしそうな顔をしつつも、負けじと見つめ返してくる。

「君も意外に筋肉質だよね」

「意外かよ」

「あ、いや……ごめん」

「別にいいけど……。そういうイメージで見られるってのはわかってるし。んでも、書店のバイトもけっこう肉体労働が多いんだぞ」

「うん。それは君のバイト仲間の女性達から聞いて知ってる。みんなの分も率そつ先せんして重い荷物を持ってくれるから、凄すごくありがたいって言ってたよ」

「当然だ」

　堂々と威い張ばってから、「さて」と自分と同じように裸になった明仁に向き直る。

「で、おまえ、俺のこと抱だきたいの？　それともその逆？」

「えっ!?」

「男同士だし、まずそこをはっきりさせとかなきゃ駄だ目めだろ」

　どっち？　と聞くと、「抱きたいです」と明仁がちょっと生き真ま面じ目めな口調で答える。

「そっか……。まあ、体格差からして順当か……」

　わかっていたこととはいえ、やっぱりちょっとだけ戸と惑まどいはあるが、これは諦あきらめるしかない。

　それに、自分よりでかい男を抱けるかと聞かれたら、それはそれで答えに詰つまる。

（明仁の身体見て、なんかエロイ気分にはなってるけど……）

　キスぐらいならすでに自分からでもしたい気分だが、最後までとなると想像外の世界でどうもピンと来ない。

　この問題に関するハードルはまだまだ健在なようだった。

（ま、それも、そのうちなんとかなるか）

　よし、と気を取り直して、和志はまた顔を上げた。

「じゃ、それでいこう。──先に言っとくが、途と中ちゆうで無む茶ちややらかしたら、後でぎっちぎっちに〆シメるからな」

「たぶん、それは大丈夫だと思う。ＳＭの趣しゆ味みはないし、忍にん耐たい力もあるほうだから……。──僕からも聞いてもいい？」

「なんだよ」

「セックスの経験はあるのかな？」

「あるよ。当然」

　さらりと答えると、明仁はちょっと驚おどろいたようだった。

「なんだよ。俺が童どう貞ていだとでも思ってたのか？」

「大学時代の君の女友達が、君は奥手だって言ってたから……」

「そりゃあれだ。実の父親の非道っぷりを聞いたせいで、軽い気持ちで女とつき合えなくなっただけだ。高校生のときは普通に男女交際にいそしんでたぞ。……長く続かなかったけど」

「どうして？」

「周りの奴やつらが自分より彼氏のほうが可愛かわいいって言うのが耐たえられないんだとさ」

「それは酷ひどいね。本当に好きだったら、周囲の声なんて気にならないものだろうに……」

　笑われるかと思いきや、明仁は真面目な顔で言う。

　そういう妙みように生真面目なところは好きだなと思う。

「思春期の女の子の言ったことだし、俺はあんま気にしてない」

「そう？　それならいいけど……」

「で、おまえはどうなんだ？　当然、セックスの経験あるよな？」

「あるよ」

「男とは？」

「それはない」

「そうか……。お互たがい未知の領域か……」

「あ、でも、ちゃんとそれに関する知識はあるから大丈夫。道具も準備してあるし」

　ほら、と明仁がベッド脇わきのサイドボードの一番下の引き出しを開けると、中にはコンドームやジェルが入っていた。

「これを、最初から準備してたのか？」

「あ、いや……その、万が一のためにというか……」

　明仁がおろおろする姿に、和志は思わず笑ってしまった。

「いいよ、もう」

　明仁へと心が動く前にこれを見つけていたら烈れつ火かの如ごとく怒おこっただろうが、今となっては、やっぱこいつも男だしなという失笑だけで済む。

　以前とは立ち位置が変わって、明仁に対してすっかり甘くなっているのだ。

「この手のものは、ないよりあったほうがいいし……」

　ひょいっとチューブ状のジェルを手に取り、パチンと親指で蓋ふたを跳はね上げる。

「で、これ、どうしたらいいんだ？　後ろに塗ぬればいいのか？」

「塗ればって……。そんないきなり」

　明仁は、慌あわてて和志の手からジェルを取り上げた。

「やっぱりこんなのは駄目だよ。こういうことは、もっとゆっくり手順を踏ふんで、自然の流れでやったほうがいいと思う。いま絶対にクリアしなきゃならない課題じゃないんだから……」

　焦あせることはないし……と、明仁の声が徐じよ々じよに小さくなっていく。

　ジェルに向けていた視線を上げて明仁を見ると、なにか驚いたような顔をしていた。

「……なんだよ」

「え、あ……いや。あの……もしかして、和志くん。あの……緊きん張ちようしてる？」

「ったりまえだろ。わざわざ指し摘てきすんな」

　この手のことは高校生以来だし、しかも相手は男。

　和志にとっては、ある意味、初体験なのだ。

　緊張せずにいられるわけがない。

　だからわざと気にしてないふりをして、サクサクことを進めようとしているのに、わざわざ指摘するとは無ぶ粋すいきわまり無い。

　むっとして睨にらみつけてやったら、明仁は逆にふわっと微笑ほほえんだ。

「ばかだな」

「……あぁ？」

「あ、ごめん。いや、そうじゃなくて……。こんな緊張した状態でやったって、絶対にうまくいかないよ。というか、僕ができないと思う」

「ヘタレめ」

「違ちがうよ。表面上ではいくら平静を装えたって、身体からだはそうじゃないんだろう？」

　ジェルをサイドボードに置くと、明仁は和志の身体に腕うでを回して、そうっと抱だき締しめた。

　寒くはないはずなのに、触ふれ合った素す肌はだから伝わってくる体温になぜかほっとする。

「やっぱり、ガチガチに緊張してる。……こんな状態の君を、これ以上怯おびえさせるような真似まねはしたくないよ」

「怯えてるんじゃない。はじめてだから、緊張してるんだ」

　そこは間ま違ちがえるなよと指摘すると、明仁はちょっと苦く笑しようしたようだった。

「わかった。そういうことなら、余計にいきなりジェルを使うだなんて逆効果だよ。ちゃんと手順を踏んで、ひとつひとつ進めていかなきゃ」

「手順？」

「ハグは今してるから、次はキスかな？」

「キスは昨夜しただろ」

「あれ？　覚えてたんだ」

「……なんか気まずいから、忘れたふりをしただけだ」

「そう。もう気まずくない？」

「ああ。昨夜とはもう事情も変わったしな」

「よかった。じゃあ、気まずくなくなったところで、またキスしよう」

「……いいけど」

　思い切って顔を上げると、明仁がやたらと幸せそうな顔で微笑んでいた。

「なに笑ってんだよ」

　その笑え顔がおが妙に気き恥はずかしく思えていちゃもんをつけると、「幸せだからだよ」と明仁が恥はずかしげもなく答える。

（……くそっ）

　こう素す直なおに答えられてしまうと、逆に反応に困る。

　というか、ぶっちゃけ照れる。

「そりゃよかったな」

　和志は、照れ隠かくしにぶっきらぼうな口調でそう告げると、明仁の首に手を引っかけて引き寄せ、恥ずかしいことを平気で言う口を塞ふさいでやった。

　むぎゅっと唇くちびるを押しつけ、自分から舌を入れて絡からめていく。

「ん……むっ……」

　至近距きよ離りに迫せまった明仁の目は、狼狽うろたえてパチパチとびっくりしたようにまばたきしているのに、ちゃっかりキスには応じてくれている。

　和志は、不自然に中ちゆう腰ごしになっている明仁の首を摑つかんだまま、じりじりとベッドに近寄り、自分からよいしょと倒たおれ込んだ。

「……わっ」

　不自然な体勢のまま引きずられた明仁が、和志の上にそのまま倒れ込んでくる。

（……やっぱり重いな）

　しかも硬かたい。

　昔つき合ったことのある女の子達とは、まったく違う重みに感かん触しよく。

　それでも全然嫌いやな感じはしない。

　昨夜もそうだったが、こうして身体をくっつけていても気持ちは凪ないでいる。

「なんだこれ」

　いつの間にか、身体の緊張がすっかりほぐれていることに気づいて、和志は小さく笑った。

「どうかした？」

　明仁は、笑みを浮うかべたままの和志に目を細めた。

「おまえの言う通り、手順を踏むのが正解みたいだと思ってさ。──で、次はなにをするんだ？」

「次もキスだよ。その次もキス。唇だけじゃなく、君の身体中にね」

「……俺、あんましつこいの好きじゃねぇ」

「気に入ってくれるよう頑がん張ばるから、させて？」

　お願いします、と低姿勢で頼たのまれる。

　それが気分よかった和志は、「特別に許してやる」と威い張ばって頷うなずいてやったのだが……。

（失敗だったような……）

　散々唇にキスされて、これ以上は唇が腫はれるからよせと言ったら、今度は頰ほおやら首筋などに吸いつかれた。

　その後、更にキスは降りていき鎖さ骨こつから胸へと移動する。

「そ、そこも？」

　ちゅっと乳ち首くびに吸いつかれて、びびった。

「当然。君が僕の前でほいほい平気でシャツを脱ぬぐ度に、ここに触れてみたい気持ちを抑おさえるのに必死だったんだから」

（俺みたいに、ただ照れてたわけじゃなかったのか）

　品良くおっとり微笑む顔の裏で、それなりにエロイことも考えていたとは、さすがに、恋れん愛あい感情を抱いだいてから三年間の差は大きいようだ。

　そこらへんは、和志も同じ男だからわかる。

　だから、大人しく好きなようにさせてやろうとしたが……。

「うわっ、ちょっ、ちょっと待って……」

　カリッと乳首に軽く歯を当てられて、ぞくっと身体が勝手に震ふるえた。

「痛かった？」

　ごめんね、と謝った明仁が、そうっと舌先でさっき軽く嚙かんだ乳首を労いたわるように舐なめる。

　と、やはりぞくぞくっと奇き妙みように甘い感じがする。

「やっ。……ちょっ、駄だ目めだって」

　和志は、たまらず明仁の額を手で押して遠のけた。

　困こん惑わくしている和志の顔を見て、明仁は「ああ」と納なつ得とくしたように頷いた。

「もしかして、ここ、感じるの？」

「き、聞くな」

「聞かないと良くしてあげられないだろう？──感じたの？」

　ずいっと、妙みように強気な調子で明仁に顔を覗のぞき込まれた。

（こいつ、目の色変わってねぇか）

　いわゆる、欲よく情じようしている状態。

　ここで下手へたに刺し激げきするようなことを言うのがまずいってことぐらいわかる。

　わかるが、なにを言ったら刺激せずに済むのかがわからない。

（感じないって言ったら、逆にムキになるか？）

　それならばと、「……ちょっとだけな」と素直に認めてみることにした。

　が、これが逆効果。

「そういうことなら、もっと感じさせてあげないとね」

「え、ちょっ、いいって！　次行こう、次。他ほかの感じるポイント探さがそうぜ」

「それは、こっちをもっと開発した後にしよう」

「開発って……。──うわっ、ちょっ……」

　なんだその単語は、と文句を言うより先に、ぷくっと勝手に膨ふくらんでしまった乳首に、明仁が唇を寄せた。

　ちゅっとわざと音を立ててキスされて、舌先でこねくるように嬲なぶられる。

「……っ……」

　ぞわっと、嫌けん悪お感かんとは違う甘い感覚が全身を巡めぐり、和志は思わず両手で口を押さえた。

「声が出るの恥ずかしい？　いい声を聞かせて欲しいところだけど、恥ずかしいのならしょうがないね」　>>>♥

　明仁はおっとりと微笑ほほえんだが、微び妙みように目が笑っていない。

　口を塞いだ和志が文句を言えないのをいいことに、更さらに乳首を唇と舌とで嬲り続ける。

　と同時に、その大きな手で、まるで肌はだの手て触ざわりを楽しんでいるかのように、全身をじっくりと撫なでまわした。

「…………んんっ」

　肌で感じる甘さが、徐じよ々じよに身体からだの内へと沁しみていく。

　執しつ拗ように片方の乳首だけを嬲る舌先と、脇わき腹ばらを撫で下ろし腰こしから足へと移動して行く手の平の心地ここちいい動きに、勝手に意識が集中して行く。

（まずい）

　覚えのある重苦しい甘い痺しびれを腰こしのあたりに感じて、和志は焦あせった。

　まだ触ふれられてもいないのに勝手に形を変えつつあるそれから、少しでも痺れを散らそうとして腰が揺ゆれる。

「ここ、触れて欲しいんだ？」

　そんな和志のもぞもぞとした動きを、明仁は誤解した。

「……ちがう」

　手の平の隙すき間まから否定すると、「本当に？」と膝ひざ裏を撫でていた手の平を、じりじりとそこへ近づけていく。

「ここ、咥くわえて、舐めてもらったことある？」

「ある。……一度だけ」

「そう。でも高校生のときだよね？　相手の女の子だってまだ未熟な時期だ。僕なら、それよりずっと気持ちよくしてあげられるよ？　なにしろ、同じものを持っていて、どこをどうすれば気持ちよくなるか知っているからね」

　どうする？　と明仁が微妙に笑ってない目のまま、おっとり微笑む。

　その表情に、背筋がぞくっと甘く痺れた。

（……悪あく魔まって、こういう顔してるのかも）

　端たん整せいな顔立ちに、上品な物言い。

　強ごう引いんに奪うばうのではなく、手練手管を駆く使しして、こちらが落ちるのを楽しげに待つ。

　思い通りになるのは悔くやしいが、この状態で逆らえるわけがない。

　なんだかんだ言ったところで、和志自身がそれを望んでいるのだから……。

「ちゃんと、気持ちよくしろよ」

　それでも和志は、渋しぶ々しぶの態ていを装いつつ頷いた。




　そこに触れられたことで、行こう為いは一気に加速した。

「あっ、駄目、駄目だ。また……イクっ」

　稚ち拙せつな愛あい撫ぶしか知らなかったそこは、明仁の実に見事にポイントを押さえた愛撫に何度も達いかされた。

　だが達っても尚なお、執拗にしゃぶられ舐められて、あっさりまた熱を溜ためてしまう。

　和志は、快楽で我を忘れるという感覚をはじめて体験させられた。

　もはや、喘あえぎ声を恥はずかしがる余よ裕ゆうはなく、次から次に迫せり上がってくる喜びをただ夢中で貪むさぼることしか考えられない。

　ジェルで濡ぬれた明仁の指がそこにぬるっと入ってきたときも、半ば恍こう惚こつとしていたせいか、まったく抵てい抗こう感を覚えなかった。

「それ……へ……んな感じ……」

　俯うつぶせにさせられ、前を弄いじられながら、同時に内部を指で探さぐられる。

「気持ち悪い？」

　耳元で囁ささやく甘い声に、首を横に振ふる。

「ちがっ……なんか、そこ……擦こすられると……痺れるみたいな……」

　じわっと甘く痺れて、勝手に腰が揺れる。

　痺れを逃にがすためではなく、もっと内に入った指の動きを感じるために……。

「感じてるの？」

　甘く囁く声に素す直なおに頷うなずくと、「よかった」と心から嬉うれしそうな声がする。

「ここに、挿いれてもいい？」

「なにを？」

「これを……。和志くんを感じたくて、そろそろ限界なんだ」

　前を擦り上げていた手が離はなれていき、和志の手に触れる。

　自分が放ったもので濡れているその手に導かれて、後ろ手で明仁のそれに触れさせられた。

「……あ」

　自分のそれとはまったく違ちがうサイズのそれにびびって、ビクッと反射的に手を離そうとしたが、明仁の手がそれを許さない。

「これ、和志くんでこんなになってるんだよ？」

　わかるよね？　と耳に甘く吹ふき込まれて、渋々頷いた。

「和志くんに静めて欲しいんだ」

「しずめる？」

「そう。こうやって、ここで僕を包み込んで、達かせて欲しい」

「うあっ！」

　内側に入ったままの指で、いいところをぐいっと擦り上げられて、上半身を支えていた腕うでからふっと力が抜ぬける。

「んっ……ふっ……あ……」

　和志はシーツに顔を埋うずめて、たまらずに喘いだ。

「これ、気持ちいいんだよね？　もっと気持ちよくなれるよ」

　──だから、僕を中に挿れて？

　耳から吹き込まれる甘い誘ゆう惑わく。

　今まで知らなかった深い快感で心まですっかり犯おかされていた和志に、それを拒こばめるわけもなく、和志はただ小さく頷く。

「ありがとう」

　嬉しそうな声と同時に、後ろから指が引き抜かれて、その代わりにぐっと熱いものが押し当てられる。

「ひっ」

　ぐぐっとそれを押し込まれて、その圧あつ迫ぱく感かんに思わず変な声が出た。

　指で散々開かれたお蔭かげで、痛みはさほどなかったが、ゆっくり押し入ってくるそれの大きさに本能的な恐きよう怖ふが芽生える。

「やっ……いやだ……」

　思わず迫り上がりかけた身体を、腰を摑つかんだ手が阻はばむ。

「痛い？」

「……くない。けど……ちょっと、その……こわい」

「怖い？　どうして？」

「これ、どこまで入ってくるんだ？」

「もう少しだよ。大だい丈じよう夫ぶ、もう少しで全部入る」

　もう少しだけ我が慢まんしてとあやすように言われて小さく頷くと、励はげますようにうなじにキスされて、またゆっくりとそれが押し入ってくる。

「……んっ、ほら、もう全部入ったよ」

　手を取られ、また後ろ手で繫つながった部分に触さわらされる。

「ね、大丈夫だっただろう？」

「でも、動いたりしたら……」

　ぎちぎちに広げられたそこが切れたりしないだろうか？

　こんな大きいので突つき上げられたら、中が壊こわれたりしないだろうか？

　本能的な恐怖に駆かられるまま、恥はじも外聞もなくぼそぼそと泣き言を言うと、大丈夫だよと髪かみを撫でられた。

「僕が、君を傷つけたりできるわけないだろう？」

　ね？　と顔を覗のぞき込まれて、微笑ほほえみかけられて……。

　気がつくと和志は、それもそうだなと納なつ得とくさせられてしまっていた。

　だが、ゆっくりとそれが動き出すと、また泣き言が口から零こぼれる。

「あ……うあっ……あ……。や……やっぱ、いやだ」

　熱い杭くいを打ち込まれ、身体ごと揺ゆすり上げられる強きよう烈れつな感覚は、指で中を擦こすられるのとはまったく違ちがう。

　圧あつ倒とう的てきな快感に、身体だけじゃなく心まで押し流されてしまいそうで怖こわい。

　和志はずりっと肘ひじで迫せり上がって逃のがれようとしたが、明仁の手で前をきゅっと握にぎり込まれ、身体に走った甘い痺しびれにかくっと肘が折れた。

「んあっ！　ちょっ……いまそれ駄だ目めだって……」

「駄目じゃないよね？　だって、ほら、ここはこんなに喜んでるよ」

　わざと濡ぬれた音を立てて、それを弄いじられ快感を煽あおられる。

「こっちで感じるのがはじめてだから、ちょっと怖いだけなんだよね？　大だい丈じよう夫ぶだよ。怖いなんて思わないよう、気持ちいいばかりにしてあげるから……」

「あ……あ……やっ……」

　僕を信用してと耳元で甘く囁ささやきながら、明仁が繫つながった部分を軽く揺すり上げてくる。

　身体の芯しんを貫つらぬく圧倒的な熱と、濡れた手でくちくちと執しつ拗ように前を擦り上げられる快感とが相まって、和志は徐々に頭がぼうっとしてきた。

（も……なにがなんだか……）

　身体の芯から甘い痺れが全身に広がって、自分で自分の身体と心をコントロールすることすらできなくなる。

「続けていいよね？　それとも、ここで止める？　和志くんが駄目だっていうなら、従うけど」

　耳元で甘く囁かれてぞくっと来たのと同時に、明仁の手の動きがぴたりと止まる。

　奥深くまで入り込んでいたものが、ずるっと引き抜かれそうになって、和志は「あっ、駄目」と我知らず叫んでいた。

「なにが駄目なの？」

　そう聞かれて、「ぬ、抜くな」と恥はずかしさを堪こらえて呟つぶやく。

「それって、このまま続けていいってことだよね？」

「いい！　いいから、早くっ」

　徐じよ々じよに高まり続けてきた熱が冷めていくのが嫌いやでたまらない。

　いまだ知らないこの先の快感に、本能的な怖さは感じるけど、こんな中ちゆう途と半はん端ぱで放り出されるのは絶対に嫌だと熱くなった身体が叫んでいる。

（……くそっ）

　辛かろうじて残った理性が、うまい具合に操られて、同意を引き出されてしまったことを悔くやしがっている。

　だが、「ありがとう」とやけに嬉うれしそうな声に首を巡めぐらせて見た、明仁の蕩とろけそうなぐらいに幸せそうな微笑ほほえみに、悔しがる気力さえ萎なえた。

（ちっ。……ったく、しょうがねぇな）

　その顔を可愛いと思えるようになってしまったのだから、もうしょうがない。

　惚ほれてしまったと認めた以上、意地を張ったところでもう意味がない。

「……手て荒あらな真似したら、後で〆シメるからな」

　最後のプライドとばかりに威い張ばると、「大丈夫、まかせて」と明仁は生き真ま面じ目めに頷うなずいた。

　そして、ちゅっと肩かた口ぐちにキスすると、ゆっくりと動き出す。

「……んっ。……あっ……うあ……あ……」

　身体の奥を硬い熱でえぐられる度、圧倒的な快感に勝手に声が唇くちびるから零れる。　>>>♥

　恥ずかしいとか、みっともないとか思っていたのは最初だけ。

　ぎゅっとシーツを摑つかんでいた手に明仁の手が重ねられて、気持ちよさそうなその熱い吐と息いきを肌で直接感じると、もうなにもかもどうでもよくなってしまう。

「……和志くん……凄すごい、いいよ。きつくて、熱くて……最高にいい」

「……あっ……んあっ……おれ……も……いい」

　興奮してうわずった明仁の声に煽られるように何度も頷き、摑んでいたシーツから手を離して明仁の手に指を絡める。

　はっきりと記憶に残っているのは、その手をぎゅっと握にぎり返されたところまで。

　その後は、ただ圧倒的な熱い奔ほん流りゆうに身体も心も吞のみ込まれ、蕩けるような快感に翻ほん弄ろうされ続けた。







　明仁は確かに手て荒あらなことは最後まで一いつ切さいしなかった。

　しなかったが……。

「……疲つかれた」

　後ろで感じることをじっくりと教え込まれて、何度もそこだけで達かされた。

　そして和志は、自分の身体からだが快感に従順で、酷く貪どん欲よくなことをはじめて知った。

（知りたくなかったような気もするな）

　身体の芯しんを穿うがつ硬かたい熱に、内側から溶とかされていく愉ゆ悦えつに、辛かろうじて残っていた思考力が犯されて、なにがなんだかわからなくなっていった。

　まだ、もっとだと、明仁の身体にしがみついて自ら腰を振ったような記き憶おくもある。

（……ううっ、恥ずかしい）

　ベッドに俯せになったまま、うっすら残った記憶の恥ずかしさにもだえていると、床ゆかを素す足あしで歩く明仁の足音が近づいてきた。

「水を持ってきたよ。飲んで……」

　短パンに上半身裸はだかの明仁に助け起こされて、和志は枕まくらをクッション代わりにベッドの上に上半身を起こした。

「サンキュ」

　水を受け取り飲んでいると、和志はその脇わきでパンッと濡れたタオルを開いている。

「なに、それ？」

「身体を拭ふいてあげようかと思って。それとも、シャワー浴びる？」

「……今は一歩も動きたくねぇ」

　というか、腰こしが抜けて絶対に立てないような気がする。

「だと思った。じゃあ、ちょっと失礼」

　明仁は、いそいそと本当に楽しそうに和志の身体をタオルで拭き上げていく。

　ちと恥ずかしいような気もしたが、今は本当に怠だるくて動きたくないから、あえて偉えらそうにふんぞり返って明仁の奉ほう仕しを受けた。

「和志くん、明日はなにをしようか？」

「明日か……。あちこち海水が染しみそうだから海で泳ぐのはパス。でも、海は見たい。──クルーザーがあるんだっけ？」

「あるよ。じゃあ、明日はふたりでクルージングに行こうか」

　陸地から遠く離れ、青い空と青い海しか見えない場所に浮うかべた船の上でふたりきり。

　それは、なんだか凄すごく贅ぜい沢たくな感じがする。

「いいな。それ」

「じゃあ決まりだね」

　明仁が嬉しそうにおっとりと微笑む。

　目の色が元の穏おだやかさに戻もどっていて、ちょっとほっとした。

　その後、そのままふたりで同じベッドで寝ねた。

「おやすみ」

　ちゅっと頰ほおにキスされて、穏やかな声で耳元で囁ささやかれる。

「……おやすみ」

　挨あい拶さつを返して目を閉じると、明仁も少し離れて隣となりに横たわる。

（……くっついてたら、暑いしな）

　それでも、あんなに濃のう厚こうな時間を過ごした直後だけに、なんだか少しだけ物足りないような気がする。

　と、そっと手を探さぐられて、指を絡からめられてぎゅっと握にぎりしめられた。

　きっと、明仁も自分と同じように、なにか少し物足りなかったのだろう。

　そう考えたら、なんだかとても幸せな気分になった。

　ふうっと、深く息を吐はくと、疲れ切っているせいもあってすぐにうとうとと睡すい魔まに襲おそわれる。

　が、和志はふと思い出して目を開けた。

「明仁」

「なに？」

　ごそっと動く気配がして、明仁がこっちを見る。

「言い忘れてた。俺、おまえとのセックス気に入った。身体の相あい性しようも問題ないな」

　和志がはっきり告げると、「君は本当に直球だね」と明仁が微笑む。

　その笑え顔がおを視界に収めたまま、再び襲ってきた睡魔に引き込まれるままゆっくりと瞼まぶたを閉じた。

「また明日」

　耳に届く、穏やかな声に勝手に口元がほころぶ。

　ふたりきりの夜。

　開け放した窓から入る風が気持ちいいから空調は切ってある。

　人間の生活の営みの音は一切なく、聞こえるのは風に揺ゆれる葉は擦ずれの音と規則正しい波の音。

　そして、隣りに眠ねむる人の穏やかな寝ね息いきだけ。

　和志は、握りしめた手の温ぬくもりを感じながら、穏やかな気持ちで静かに眠りに落ちた。







　　　　４







　四日目、和志は頰にちゅっとキスされる気配で目を覚ました。

　瞼を開けると、目の前には見知らぬ男のにやけ顔。

「おはよう。眠り姫ひめ」

　明るい茶ちや髪ぱつに洒落しやれた顎あご鬚ひげの、やたらと脳天気そうな三十代半ばの男が言った。

「……誰だれが姫だ」

　ふざけんな、と思いっきり拳こぶしを突き出すと、見事に男の頰にヒットする。

　寝ぼけた状態の拳に当たるとは、案外鈍にぶい男だ。

「ちょっ、酷ひどいな。可愛かわいい顔してるのに、なんて凶きよう暴ぼうなんだ」

「うるせぇ、誰だ。てめえ」

　和志は、ベッド脇に立ち上がり、男を睨にらみつけて威い嚇かくする。

　と、ふわっと薄うす手での毛布が身体に被かぶせられて、ぎゅっと背後から抱だき締しめられた。

「和志くん、僕以外の人に裸はだかを見せないで」

　男相手に裸を見られたところで恥はずかしくもなんともねぇよと言いかけて、止めた。

　同性同士のカップルの場合、嫉しつ妬との対象は同性にまで広がると気づいたからだ。

（ちっ、面めん倒ど臭くせぇな）

　とはいえ、パートナーが嫌いやがることをしないというのは、恋こい人びと同士のマナーだろう。

　和志は、わかったと渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「ありがとう。──叔父おじさんも、勝手に人の寝込みを襲わないでくれる？」

「いいじゃないか。ケチケチするなって」

「叔父さん!?　って、この趣しゆ味みの悪い屋や敷しきの所有者か？」

「そう。香か川がわ竜たつ樹き。僕の母方の叔父に当たる人だよ」

　よろしくーっと吞のん気きに笑いかけてくる竜樹に、和志は敵意丸出しの視線を向けた。

「おまえと全然似てねぇな。……つまり、こいつが今回のこの旅行の発案者で、諸悪の根源なんだな」

「諸悪の根源だなんて酷い。見たところ、君達うまくいったんだろ？　ってことはつまり、僕は君達の恋こいのキューピッドだ。もっと感謝して欲しいぐらいだよ」

「恋のキューピッドって……。小説家のわりにボキャブラリーが古っ」

　へっと鼻先で笑うと、カチンときたのか竜樹は笑顔のままでクイッと片眉まゆを上げた。

「君は顔のわりに性格悪そうだ」

「ちょっ、ふたりとも喧けん嘩かしないで」

　明仁が慌あわてて和志の前に出て、竜樹と対たい峙じする。

「それで、叔父さんはどうして急にここに？　来週、撮さつ影えい班と一いつ緒しよに入るって言ってなかった？」

「いや、それがさ。ちょっと予定が早まっちゃって、撮影班がこの島に入るのは今日の夕方になったんだ。いきなり見知らぬ人達が大挙して現れたらびっくりするだろうと思ってさ。おまえ達に知らせなきゃと、一足先にヘリを出してもらったわけ」

「ああ、そうか。わざわざありがとう」

「ちょっ、明仁、騙だまされるな」

　和志は、おっとりとお礼を言う明仁の背中を叩たたいた。

「撮影班って言ったら、大所帯だろ？　遅おくれるならともかく、そうそう簡単に予定が前まえ倒だおしになるもんか。噓うそに決まってる」

「失礼だな。本当だよ」

「ああ？　だったら、最初からその予定で計画を組んだんだな。計画がうまく進行してるかどうか、自分の目で確かめてみようとでも思ったんだろう？」

　しかもわざわざ寝ね起おきを狙ねらってくるとはとんだ出歯亀がめだと、明仁の後ろから和志が突つっ込むと、図星だったようで、竜樹はあからさまに狼狽うろたえた。

「な、なんの根こん拠きよがあってそんなこと……」

「根拠？　そんなの簡単だ。ヘリの音がしなかったからな。この小さい島にヘリが来たら、あの爆ばく音おんで目を覚まさないわけがないんだ。ヘリじゃなくクルーザーかなにかで、この島にこっそり近づいたんだろ？」

「そういえば、僕もヘリの音には気づかなかったな。──叔父さん、本当のことを言って？」

「う……。さ、撮影班が夕方に着くってのだけは本当だ」

「そんな……。五日間、ふたりだけで過ごせると楽しみにしていたのに」

　じろっとふたりで睨むと、竜樹はじりっと一歩後ろに下がった。

「本場ハリウッドの映画班を間近に見る経験なんて、そうそうないぞ。旅行の良い思い出になると思わないか？」

「思わねぇよ」

「思わない」

　ふたり同時にきっぱりと答えると、竜樹は観念したように肩かたを落としてうなだれた。







　その後、ふたりは竜樹が乗ってきた高級クルーザーを乗っ取って、ふたりきりのクルージングを散々楽しんだ。

　その後で、そのままニューカレドニアのリゾートへ移動して、そこの一番高いスイートルームに落ち着く。

　そこでの滞たい在ざい費や買い物代は、すべて竜樹の支し払はらいということに決まっている。

　最初から出歯亀予定で、明仁まで騙していた罰ばつだ。

「得したな。明日、帰る前に、バイト先のみんなへのお土産みやげにブランドバッグでも買ってってやろうぜ」

　もちろん、みんなが取り合いの喧嘩をしないよう、お揃そろいのものを選ぶつもりだ。

　流行はやりのブランドってわかるか？　とスイートルームの大きなベッドに大の字で寝ねっ転がったまま聞くと、もちろんと明仁が頷うなずく。

「和志くんは、なにか欲しいものないの？」

「俺？　別に……。強しいて言えば職が欲しかったかな」

　だが、それももう解決した。

　明仁との軋あつ轢れきが消えた今、正社員にならないかという書店側の誘さそいを断る理由はない。

（本屋の仕事は好きだしな）

　明仁と同じ教授に師事していたことからもわかるように、元から和志は日本文学好きなのだ。

　だが、研究者になるほどの情熱はないし、明仁のように啓けい蒙もう本を書けるほどの才能もない。

　ただ、日々書物に触ふれて棚たなを整理するのは楽しいし、いち早く話題の書しよ籍せきに目を通して手書きのポップを描かくのも楽しい。

（クレーマーと戦うのも楽しいか）

　大学時代からずっと続けてこられたバイトだ。

　これだ！　という目新しさはないが、このまま職業にするのは、とても自然な選せん択たくだと自分でも思える。

「今のバイト先にそのまま就職したら、それなりに給料も上がる。自分の欲しいものは自分で買うさ」

「さすが、格好いいね」

　明仁は、おっとりと微笑ほほえみながら、ウエルカムドリンクとして部屋に用意してあったシャンパンをグラスに注ぎ、ふたつ手にして歩み寄ってくる。

「おまえは欲しいものは？」

「欲しいもの……というか欲しい人はこうして側にいてくれるし、特にないかな。……っと、違ちがうか。たった今、欲しいものができたよ」

「なに？」

　シャンパングラスを受け取りながら聞いてみた。

「君とのマリッジリングが欲しい」

　夢みるような目で明仁が言う。

「あ、それ、駄だ目め」

　和志は、サクッと断った。

　明仁はみるみるうちにしょんぼりして、悲しそうに問いかけてきた。

「どうして？」

「マリッジリングは、お互たがいの両親にカミングアウトしたり諸もろ々もろ問題をクリアしたりして、本当に籍せきを入れた後だ」

「ああ、そうか……。うん、そうだね。それが道理だ」

　機き嫌げんをなおし、おっとりと嬉うれしそうに微笑む明仁に、和志は「だろ？」と得意気に笑いかけてやった。

「石のついてない、お揃いの婚こん約やく指輪なら受け取ってやってもいいけどな」

「それなら、さっそくホテルの宝ほう飾しよく店に行こうよ」

「嫌だ」

　和志は、浮うき浮きしている明仁を、シャンパンを飲みつつ、あっさり拒きよ絶ぜつした。

「……どうして？」

「ここでの買い物は、おまえの叔父さんが支払うんだろ？　あんな奴やつの金で婚約指輪を買うなんて冗じよう談だんじゃない」

「それもそうか……。それなら、自分のカードで買うよ」

　それならどう？　と聞かれて、それも駄目、とあっさり断る。

「どうして？」

「俺、いま貧びん乏ぼうだから」

「はい？」

「だから、俺の指輪をおまえが買って、おまえのは俺が買うんだ」

　男同士なんだから、男女間の婚約指輪とはやはり趣おもむきを異にすべきだと思うのだ。

　ここはやはり対等でなければ、気分がよくない。

「そうか。なるほどね。……それなら、いつ買いに行く？」

「婚約指輪って、給料の三ヶ月分だったっけ？」

「石つきの指輪じゃないなら、そんなにしない。というか、三ヶ月も待てないよ」

「なに言ってんだ。ここまで来るのに、三年も粘ねばった癖くせに」

　思わず笑ってしまった。

　和志の笑え顔がおに目を細めながら、明仁は軽く肩をすくめた。

「三年間粘ったからこそ……だよ。君は気づいていないようだけど、案外女性にもてるからね。いつ何時、他ほかの誰だれかに奪うばわれるかってかなり不安だったんだ」

「安心しろ。俺が女性陣じんに好感度が高いのは事実でも、その先には絶対に進まない」

　小こ柄がらで可愛かわいいタイプの男は、成人女性達にとっては恋れん愛あい対象にはなりにくい。

　アイドルみたいな感じで集団で構われることはあっても、絶対にふたりきりで行動しようとはしないのだ。

　自分より可愛くて肌はだが綺き麗れいな男の隣となりにいると、女としての自分の価値が下がりそうで怖こわいらしい。

　あんたの存在は私達にとってのリアルホラーだと言われたことすらある。

　ホラー嫌ぎらいな和志にとっては、実に皮肉な話だ。

「それに、奪われるってなんだ？　俺はものか？」

「ごめん」

　和志の少し強い口調に、明仁はしょんぼりとうなだれる。

（ちっ、可愛いじゃねぇか）

　不本意ながらも、女性達が胸をきゅんとさせる気持ちがわかるようになってしまった。

　それでも、しょんぼりしているよりは、やっぱりいつものようにおっとり微笑んでくれていたほうが嬉しい。

「明仁」

「なに？」

「俺はおまえに一生の約束をやったんだ。余計な心配すんな」

　俺を信用しろ、と和志が威い張ばると、案の定、明仁は嬉しそうにおっとりと微笑む。

（ちょろいもんだ）

　こういうのは、素す直なおに気分がいい。

　だから、ちょっとだけ譲じよう歩ほしてやることにした。

「シルバーの指輪でもいいなら、今でも買ってやれるぞ？」

「嬉しいな。もちろん、いいに決まってる」

　すぐに行こう、と飲み途と中ちゆうのグラスを奪い取られ、腕うでを引っ張られて立ち上がらされた。

「この旅行のいい記念にもなるよ」

「だな」

　嬉しそうに微笑む唇くちびるが、ゆっくりと降りてくる。

　和志はすんなり目を閉じて、その唇を受け入れる。

（俺のほうが、明仁よりちょろいか）

　たかが三日で、人生を賭かけてもいいと思えるほどの恋こいをしてしまうのだから……。

　しかも、相手は自分と同じ男だ。

　もしかしたら、選んだこの道は、問題山積みのいばら道かもしれない。

（それでも、別にいい）

　ひとりなら心細いかもしれないが、ふたりならばきっと平気だ。

　あの南の島の怖いぐらいに静かな夜を、ふたりで心こころ穏おだやかに過ごせたように……。

　和志は深いキスを受け入れながら、明仁の手を探さぐり、指と指をからませて、ぎゅっと強く握にぎりしめた。







　あとがき







　こんにちは。もしくは、はじめまして。黒崎あつしでございます。

　節電の夏に向けて、夏バテしないよう体力作りをしなきゃなぁと思っている今日この頃ごろです。




　さて今回は、明るく楽しく、テンポのいいお話を目指して頑がん張ばってみました。

　イラストを担当してくださった、かんべあきら先生、どうもありがとうございます。

　担当さん、毎度毎度お世話様です。

　この本を手に取ってくださった皆みなさまにも心からの感謝を。

　読んでくださってどうもありがとう。楽しんでいただければ幸いです。

　皆さまが、少しでも楽しいひとときを過ごされますように。

　またお目にかかれる日がくることを祈いのりつつ……。




　　二〇一二年七月


黒崎あつし　　
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